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　　　プロローグ







　俺おれとヒトミはゴールポストの陰かげに身をひそめ、体育倉庫の様子をうかがっていた。校庭には夜のとばりが降おりていた。腹はら這ばい状じよう態たいのため、地面からは冷気がじんじんと染しみこんでくる。秋の風は冷たかった。

「やっぱり帰りましょうってば。確かく証しようはなにもないんでしょ？　第一、ふたりだけで突とつ入にゆつなんて、危き険けんすぎますよ」

　ヒトミが情なさけない声でわめく。こいつは女みたいな名前だが、実じつ際さいは男だ。小こ柄がらで黒くろ縁ぶち眼鏡めがね──いや、緑色のセルフレームか──をかけている。その奥おくの顔は名前以上に女っぽい。俺よりひとつ年下の一年だが、なかなか優ゆう秀しゆうという話で、生徒会内部ではそれなりに重ちよう用ようされているようだ。

「だれがふたりだけで突入、なんて言ったんだ？　うん？」

　俺は隣となりで伏ふせるヒトミのうしろ襟えりをつかみ、自分のほうへ引きよせた。

「おめえの助けなんていらねえんだよ。足手まといだから、ついてくんな」

「そんなわけにはいきませんよ！」

「なんでだ？」

「それは……その、やっぱり……」

　ヒトミが言葉をつまらせる。俺おれは舌した打うちして、目を体育倉庫の前にもどした。

　こいつが生徒会執しつ行こう部ぶから命じられ、お目付役としてここに来ているのはまちがいないだろう。上が俺を信用しようがしまいが知ったことじゃないが、捜そう査さの邪じや魔まをされるのは迷めい惑わくきわまりない。まったくもって、鬱うつ陶とうしい話だ。

「とにかく、隣でぎゃあぎゃあとわめくんじゃねえ。連中に気づかれたらどうする？」

　体育倉庫のほうへ顎あごをしゃくった。つられてヒトミも視し線せんをめぐらせる。

　校庭自体は薄うす暗ぐらく、運動部の練習もすべて終わっており、人気はまったくない。だが体育倉庫の扉とびらはわずかにひらいており、すき間から内部の照明がもれている。遠くから──校こう舎しやのあたりから見てもわからないだろうが、この位置から見れば明らかだ。中には複ふく数すうの生徒が入っている。なにかの取り引きをしている。

「あっ。虎とら雄おさん！」

「声を出すな！」

　あわててヒトミの頭を押おさえつけた。ヒトミが地面につっぷし、くぐもったうめき声をあげる。じたばたともがくが、おかまいなしに押さえつづける。

「静かにしてろ」

　いま、まさに、男子生徒が体育倉庫に入ろうとしている。人目をはばかる気配は感じられない。絶ぜつ対たいに安全だ、とたかをくくっているのだろう。

「ずいぶん入ったんじゃねえか？　そろそろ行くか」

「だから、だめですってば！」

　ヒトミが俺おれの腕うでをはねのけ、つめよってくる。標ひよう準じゆん服ふく──北ほく摂せつ高校は基き本ほん的てきに私し服ふくなので、俺などは愛用のロングコートを着用しているが、こいつは律りち儀ぎにも公式行事用の制せい服ふくを身につけている──は土まみれだ。

「なんの証しよう拠こもなしに強行突入なんて、やっていいわけがありませんよ！　もっと証拠や情じよう報ほうを集めてからじゃないと！」

「んなことしてる間にばれちまうだろうが？　俺たちがかぎまわってるってことがよ。連中が気づかねえうちに、とっとと現げん場ばを押さえて、一気に片かたをつけねえとだめなんだ」

　目の前にある体育倉庫の中で、ヤクの取り引きが行われている。

　──この情報は、俺が独どく自じに入手したものだ。俺自身が張はりこみを続け、まちがいないと確かく信しんし、こうして突入段だん階かいをむかえている。

「せめて応おう援えんを呼よびましょうよ」

「待ってられるか。無む能のうが百人来たところで同じだ」

「そもそも虎雄さん、殺人課の所しよ属ぞくじゃないですか。もし、もしですよ。もし仮かりにそういう取り引きが行われているとしても、捜査は麻ま薬やく課かか組そ織しき犯はん罪ざい課かの仕事です」

「あいつらは無能の寄よせ集めだろうが？　強行突入なんてできるわけがねえ。まぬけどもに代わって、俺が一仕事、片づけてやろうって言ってんじゃねえか」

「手て柄がらに走ってるだけでしょう!?」

「俺が正せい義ぎだ」

「わけがわかりません！」

「うるせえ」

　体育倉庫の扉が完全にとじたのを見計らい、俺は立ちあがった。コートについた土を払はらった。命の次に大切な武ぶ器き──ショットガンを両手でしっかりとにぎりしめる。

「行くぜ」

　俺はヒトミに笑えみを向けた。ヒトミは老人のような動きで立ちあがり、いまにも泣きそうな顔で俺を見上げた。







　北摂高校は校庭自体もでかいが、体育倉庫もそれに比ひ例れいして馬ば鹿かでかい。教室と同じだけの広さはありそうに見える。正面に鉄てつ製せいの、重い両びらきの扉がふたつついている。一方はしっかりと施せ錠じようされている。もう一方は、さっき男子生徒が入っていったほうの扉だ。

　その表面にぴったりと背せ中なかをつけて、中の様子に聞き耳を立てた。わずかに話し声、たまに笑い声などが聞こえてくる。

「少なく見積もっても五、六人はいやがるな」

「やっぱりやめましょうよ。襲おそわれたらどうするんです？」

「こいつがあるさ」

　銃じゆう口こうを上に向け、ショットガンを持ちあげてみせる。

「おもちゃじゃないですか！」

「馬鹿野や郎ろう！」

　どなってから、あわてて声を落とした。ヒトミの耳たぶを引っぱり、ささやきかける。

「これは、ただのモデルガンじゃねえ。三年のダチが特別に改かい造ぞうしてくれた、象でもぶっ殺せる改造モデルガンだ」

「それはそれで問題があるかと……それに、さすがに象は無理だと思いますし……」

　たしかに、象を殺すほどの威い力りよくはない。だがいったん引き金をしぼれば同時に二十発の六ミリＢＢ弾だんが飛びだし、射しや程てい内ないにいるやつらを確実になぎたおす。

「まあ見てな」

　ヒトミに合図し、扉からわずかに距きよ離りを取らせた。ヒトミは気乗りしない態たい度どでしぶしぶと動いた。扉は両側へスライドしてひらく仕組みになっている。

　扉の接せつ合ごう部分、南なん京きん錠じようを引っかける金具に足をかけた。そして、こん身の力をこめて、押おしこむように横側へ蹴けりつけた。扉がはじめはゆっくりと、やがて勢いきおいづいてひらく。

　すき間が広がった。人がふたり通れるだけの幅はばができた。

「生徒会刑けい事じ部ぶだっ。そのまま動くんじゃねえ！」

　俺おれは声を張りあげ、中に躍おどりこんだ。汗あせくさいにおいが鼻をついた。天てん井じようについた蛍けい光こう灯とうが中を照らしていた。薄うす暗ぐらい外にいたため、一いつ瞬しゆん、目がくらんだ。

　見た。正面に緑色の巨きよ大だいなマット。高飛びの着地に使うようなやつだ。その上に数人の男子生徒がすわり、輪を作っている。少し離はなれた場所、跳とび箱の上にすわっているやつもいるようだ。それらの目がいっせいに俺とヒトミのほうを向いた。

　さらに一歩、踏ふみこんだ。ヒトミは扉のすき間から、上体だけをのぞかせるような状じよう態たいだ。男子生徒たちは手になにか持っている。マットの上にもなにかが広げられている。薄い、手のひら大の物体が何十枚まいも伏ふせてあるようだ。取り引きされているヤクとカネ──とっさに目星をつけた。

「なんだよ、いきなり……」

　マットの端はしに腰こしかけていた男が口をひらいた。野球部らしく、上はユニフォーム、下はジャージ、という奇き天て烈れつな格かつ好こうに身をつつんでいる。頭は坊ぼう主ずだ。男がマットから足を下ろしかける。

「動くんじゃねえ！」

　銃口を天井に向け、とりあえずぶっぱなした。

　ズパァァァァン！

　蛍光灯がふたつほど割れた。破は片へんが大雨さながらに降ふりそそいだ。男たちが悲鳴をあげ、頭をかかえこんだ。俺も腕うでで顔をかばった。

　と、跳び箱の上にいたやつが立ちあがった。うしろの棚たなのほうへ移い動どうした。ハードルをかきわけ、さらに上へ手をのばした。そちらには針はり金がねの入った窓まどがついている。そこから逃にげるつもりなのか。

「逃がすか！」

　奥おくへ走りこんだ。引き金に指をかけた。窓へ逃のがれつつある野郎にねらいを定め、ぶっぱなそうとして──なにかに足を取られた。落ちていた砲ほう丸がんだ。

「ちくしょうっ……！」

　体たい勢せいがくずれた。右みぎ肩かたから床ゆかへ倒たおれこんだ。石せつ灰かいの粉を大量に吸すいこんだ。倒れた衝しよう撃げきで思わず引き金を引いてしまう。

　ズパァァァァン！

　大量のＢＢ弾が超ちよう高速で撃うちだされた。間近にいた男子生徒がふっとんだ。バレーボールの籠かごに激げき突とつし、ボールを床中にぶちまけた。ＢＢ弾が床やら天井やら壁やらにぶつかり、跳ねかえり、縦じゆう横おうに飛びまわった。跳ちよう弾だんが次々と肌はだを打った。

「虎雄さん！」

　ヒトミの悲鳴。扉とびらのほうへ目を向けた。ヒトミは逃げようとした男子生徒ともみあっていた。舌した打うち。ヒトミたちのほうへ銃口を向けた。

「いま助ける！」

　男子生徒はこちらに背中を向けている。そこめがけて撃った。と──なんてこった。男子生徒とヒトミの位置が入れかわった。ショットガンの散弾は扇おうぎ状じように広がるようにして撃ちだされる仕組みだが、広がりきる前に、弾はほとんどがヒトミの背せ中なかにぶちあたった。ヒトミと男子生徒が外へふっとんだ。体育倉庫から飛びだし、校庭の上を何度も転がっていく姿すがたがかろうじて見えた。

「しまった」

　いまのは事じ故こだ。起きてしまったことは気にしてもしかたない。

　俺は倉庫の中に目をもどした。ショットガンの散弾でマットのカバーが破やぶれたらしい。倉庫中をスポンジの破片とほこりと石灰の粉が舞まっていた。妙みような、カードのようなものもひらひらと舞っていた。男子生徒たちはふるえあがり、涙なみだ目めになっている。人数は五人。外での予想はほぼ正せい解かいだった。
















「なんだっていうんだ。おれたちがなにをしたっていうんだよぉ……」

　哀あわれっぽい声で非ひ難なんしてくる。この期ごにおよんで、まだしらばっくれるつもりなのか。

　忘わすれるところだった。窓から逃げようとしている男子生徒。上を見た。窓まど枠わくに塵ちりが積もっているため、うまくあけられずに苦労している。

「残念だったな。あきらめな！」

　撃った。跳弾が乱らん舞ぶした。弾道が視し界かいに線を引きまくった。男子生徒が落ちてきた。陸上競技用らしいポールに激突した。サッカーボールが満まん載さいされた籠に落ちた。頭から埋うまり、腰こしから下だけが出るような格好になった。

　ポールが倒れてきた。一本や二本じゃきかない。それこそ無数に倒れ、迫せまってきた。俺は逃げまどった。男子生徒たちも泣きさけび、逃げまどった。硬かたい音をひびかせてポールが床を打った。男子生徒たちはさっきこぼれたバレーボールに足を取られ、次々に、折れかさなるようにして倒れた。石灰入りのライン引きが横倒しになり、煙えん幕まくをふくらませた。全員が盛せい大だいにむせかえった。

　俺の手の中でショットガンが跳ねた。暴ぼう発はつだ。横にいた男子生徒が宙ちゆうに舞いあげられた。イルカショーのジャンプみたいな動きだった。あるいはフリスビーをキャッチする犬。

　男子生徒が落ちてきた。別の生徒が下した敷じきになった。ふたりそろって絶ぜつ叫きようをほとばしらせ、ごろごろと転がった。棚の支柱にぶつかった。ハードルが落ちてきた。彼らはそれらに埋もれる格好となった。

　なぜかウェイトリフティング用の巨きよ大だいなバーベルが転がってきた。俺おれは顔面をつぶされる寸すん前ぜんで首を上げ、なんとかよけた。起きあがろうとして平へい均きん台だいに額ひたいをぶつけた。頭の中で火花が散った。石灰の粉が充満しているため、視界はおそろしく悪い。

「ち、ちくしょう。痛いてえじゃねえか……」

　俺は這はいつくばり、ショットガンだけは大切にかかえ、なんとか体育倉庫の外へ転がりでた。そして最後の力をふりしぼり、扉の一方に背中をつけ、もう一方に足の裏うらをつけた。膝ひざの関節をのばして扉を全開にする。

　しばらく待った。深しん呼こ吸きゆうをくり返した。石灰の煙けむりが完全に晴れる。

　一枚のカードが落ちてきた。そこら中に同じものが散っているようだ。俺はそれを拾いあげ、表をながめ、裏をじっくりとながめた。絵と字が書いてある。紙でできている。テレホンカードやプリペイドカードとはちがうみたいだ。

「なんだこれは？」

「返せよ。なんなんだよあんた？　いきなり入ってきて、なにするんだよ……」

　男子生徒が地面に這いつくばり、痛みに涙を流しながら、同じようなカードを拾っている。ときどき蛍けい光こう灯とうの破片で指をつき、あわてて手を引っこめたりしている。

「麻ま薬やく取り引きの現げん行こう犯はんだ」

　俺は宣せん言げんした。この相手は弱っている。うしろの連中は──弱っているというより、もはや死体だ。完全にのびている。地じ獄ごく絵図を展てん開かいしている。放ほうっておいても抵てい抗こうされることはないだろう。もちろん、こちらの正当防ぼう衛えいだ。

「なにわけのわかんないこと言ってるんだよ」

　男子生徒が涙声でつぶやいた。よく見れば坊ぼう主ず頭あたまの、野球部の男だ。

「麻薬なんて知らないよ……」

「これがなによりの証しよう拠こだ。こいつの取り引きをしてたんだろうが」

　カードを男の目の前につきつけてすごんだ。

「そりゃ、取り引きはしてたけどさぁ」

「それみやがれ！」

「こんな目にあわされるようなことじゃないだろ？　トレカの交こう換かんぐらいで──」

「トレカ？　なんだそれは」

　俺は眉まゆをつりあげた。

「と、虎雄さん……」

　ヒトミがよろよろと、足を引きずりながら近づいてきた。いまにも死にそうな顔をしている。不満を抱いだいている、というよりは、どこか、なにもかもをあきらめきったような表ひよう情じように見える。

「おうヒトミ。無事だったか」

「無事だったか、じゃありませんよ！」

「いま証拠品を押おう収しゆうしていたところだ」

　俺はヒトミの抗議を聞き流し、男子生徒がトレカ、と呼よんだカードをふってみせた。

「証拠品って……トレカじゃないですか」

「なんだ、知ってるみたいな口ぶりだな」

「知ってるもなにも、ただのカード・ゲームですよ。ものによってはめずらしくて、高い値ね段だんがついてたりするんです。欲ほしいカードどうし、他人と交こう換かんするのが普ふ通つうで──持ってたって、違い法ほうでもなんでもありません」

「んな馬ば鹿かな」

　俺はカードをまじまじとながめ、また野球部員のほうへ向きなおった。野球部員は恨うらみがましい目を俺にすえ、うんうんとうなずいている。

「それ、返してくれよ。あんたがいま持ってるの、俺おれの宝物なんだ。超レアなんだからさ」

「虎雄さん……完全に、勘かんちがいみたいです……」

　ヒトミがため息まじりに言う。俺おれは首をふった。そんな馬鹿なことがあってたまるか。

「これがただのカード・ゲームだと？　そんなことありえねえぜ。ヤクにきまってる。あるいはヤクを買うための特別な割わり符ふかなにか──」

「だから、ちがいますってば！」

　ヒトミが言いつのる。冗じよう談だんじゃない。俺はショットガンをふりまわし、銃じゆう口こうを野球部員に向けた。鼻先にぴたりと固定する。

「噓うそをつきやがれ。これはヤクだ──そう、この紙の中に、ＬＳＤが染しみこませてあるにちがいねえ！　絶ぜつ対たいにそうだ！」

「虎雄さん、いいかげんにしてください！」

「うるせえ。俺はだまされねえぞ」

　俺はカードを鼻に近づけ、においをかいでみた。よくわからない。そもそも俺はＬＳＤのにおいなんて知らない。ちくしょう。しかたない。俺はカードを折りまげ、口に入れてみた。がむしゃらに嚙かみまくった。

「ああっ、おれのカードを食べた！　激レアカードを！　激レアを食った！」

「ううっ。まずい……インクの味しかしないじゃねえか。ぜんぜんトリップできねえ」

「あたり前でしょう!?」

　ヒトミがつっこみを入れてくる。満身創そう痍いのくせに、なんて元気な野や郎ろうだ。

　俺はカードを吐はきだした。野球部員はカードだったものにすがりつき、唾だ液えきとパルプの塊かたまりとなりはてたそれを拾いあげ、すすり泣いた。

「ああ……売れば二万円の価か値ちがあるのに……」

「売れば二万だぞおい！　聞いたか!?　あの大きさで二万！　ヤクにきまってんじゃねえか！」

「ちがうんですってば。何度言わせるんですか……」

　ヒトミが肩を落とし、こまりはてたように別のカードを拾いあげる。まったくわけがわからない。

「だってよ……そんな、違法でもないようなものなら、なんでこんなとこで取り引きなんかするんだ？　こそこそやる必要なんてないじゃねえか！」

「べつにこそこそやったりしてないだろ!?　部が終わる時間には教室がしまってるから、ここが便利なんだ。寮りようの部屋よりも大人数が入れるし」

「ならなんで逃げたんだ!?」

「いきなり銃を持った男が乱らん入にゆうしてきて、蛍けい光こう灯とうを粉々にしたんだぞ？　逃げるにきまってるじゃないか！」

「でもよ……」

　俺おれは野球部員とヒトミの表情を交こう互ごにうかがった。一方は恨みに、一方は叱しつ責せきに満ちた目だった。背はい後ごの連中は──まだのびている。俺を支し持じするやつはひとりもいなさそうだ。

「運動部員がトレカやってたって、べつにいいじゃないか。そんなことまで取りしまるのか？　生徒会は無む茶ちや苦く茶ちやだよ。無茶苦茶だ」

「……だから言ったじゃないですか。もっと証拠や情報を集めてからにしたほうがいいって」

　ヒトミは標ひよう準じゆん服ふくの前をはたき、疲つかれたように扉で身体からだを支え、立ちあがった。硬かたい表情と硬い声。俺おれは渋じゆう面めんになった。次に来る台詞せりふは十分に予想できた。

「始し末まつ書しよ、書いてもらいますからね」

　容よう赦しやない声が降ふってきた。また始末書か、と俺は思った。もう何十枚まい目めかもわからない。



















「いいかげんにしてください！　いくらなんでも、これ以上は待てませんよ！」

「うるせえな。せっかくかったりぃ授じゆ業ぎようが終わったと思ったら……」

　俺おれは耳のうしろをぼりぼりとかいた。ヒトミは戸口で仁に王おう立だちになり、俺をねめつけ、いきりたっていた。

「うるせえな、じゃありません！　始し末まつ書しよの提てい出しゆつ期き限げん、とっくに過すぎてるんですからね。早く書いて、出してもらわないと！」

　こないだの、体育倉庫突とつ入にゆうの件けんだ。中にあった備び品ひんの多くが損そん壊かいし、多数の負ふ傷しよう者しやが出たため、各方面から苦く情じようが殺さつ到とうしているらしい。運動部の連中は激げき怒ど。その怒いかりを受けた生徒会執しつ行こう部ぶは対たい応おうに奔ほん走そう。さすがに、始末書なり報ほう告こく書しよなりを書かずにはすませられない。たびたび催さい促そくはされていたのだが、どっこい、面めん倒どうなのでずるずると先さき延のばしにしていたのだ。

「わかってんだけどよ……」

　提出する始末書をまだ書いていないのだから、どうすることもできない。それに、いまはそれどころじゃなかった。俺はヒトミのほうを向きつつも、視し線せんは下に向け、敵てきの動きを慎しん重ちように追つい尾び。

「わかってるなら出してくださいよ。どうせまだ書いてないって言うんでしょ？　書いてくれるまで帰りませんからね！」

　ヒトミが言った。直後、黒い影かげが床ゆかを横切った。俺は素す早ばやく足を出した。踵かかとが巨きよ大だいな音を響ひびかせて床を打った。だが間かん一いつ髪ぱつで外れたらしい。影はテーブルの下をくぐり抜ぬけ、ファイル・キャビネットの陰かげに入りこんだ。

「なにをしてるんですか。まじめに聞いてください！」

　聞きながした。舌した打うち。とっくに夏を過ぎたというのに、あいつら──ゴキブリどもの勢いきおいときたら、おとろえることを知らない。ゴキブリだけならまだいい。この部へ屋やには鼠ねずみ、猫ねこ、イタチ、ここを無人の倉庫と勘かんちがいした浮ふ浪ろう学生（いろんな理由で生活費を失ったやつらだ）などが、ちょっと目を離はなしたすきに、すぐに住みついてしまうのだ。俺はいちいちそれを追いださなくちゃならない。

「まじめに聞いてるじゃねえか」

「どこがですか!?」

　俺は天てん井じようを見上げた。波打つ金きん属ぞく板ばんを置いただけの天井──と言うよりは屋根。すぐ下のあたりに小さな、縦たて〇・五メートル×横一メートルほどの窓まどがついている。牢ろう屋やさながらの窓。壁かべはコンクリート・ブロックを積み重ねただけ。広さは四よ畳じよう半はん程てい度ど。建物自体は長屋のような造つくりで、同じ構こう造ぞうの部へ屋やがあと三つ、左側に続いている。

「虫がうろちょろしてんだぜ？　こんな環かん境きようで始末書を書けって言われたって、できるわけねえだろうが。もうちょっとましな場所をよこせってんだ。こんな場所を殺人課のオフィスにした、おめえらが悪い」

　とりあえず言って、視し線せんを下へもどした。俺おれはきしむ椅い子すに腰こしかけていた。足を目の前にあるステンレス製せいの事じ務む机づくえの上に投げだしていた。

　机の上にはほかに、各種ノート類、俺自身の教科書類、筆記具、食べ散らかしたパンや菓か子し類の包み、新聞、雑ざつ誌し、ティッシュペーパー、ミネラル・ウォーターのペットボトル、マグカップ、ガスコンロ、鍋なべ、クレーン・ゲームの景品、骨ほね、つけ髭ひげ、海の写真集、位い牌はい、猫ねこ、などなど──その他、ありとあらゆる雑ざつ多たなものが散乱している。もちろん、中でも最も目を引くのは俺のショットガンだ。

「猫……」

　俺はそいつを床ゆかへはたき落とした。三毛猫はうらめしそうに俺をにらみ、ヒトミの股またの間をくぐりぬけた。ヒトミは「わっ!?」と言って跳とびのいた。猫が木もく製せいの、作りつけの悪い扉とびらを押おして外へ出ていく。

「オフィスがあるだけましだと思ってくださいよ。虎雄さんだけ個こ室しつなんですから」

「個室ってだけじゃねえか」

　ここが北摂高校生徒会所しよ属ぞく・刑けい事じ部ぶ殺人課のオフィスだと思うと、我われながら情なさけなく思えてくる。ほかに部屋の中で目につくものといったら、傾かたむいたファイル・キャビネットと石油ストーブ、それに、購こう買ばいの前から失しつ敬けいしてきた安っぽいベンチぐらいだ。

　黒い影がまた動いた。油虫野や郎ろうは壁を這はいのぼった。

　俺は手もとの新聞紙をひっつかみ、壁に叩たたきつけた。外れた。野郎は壁を天井へ向かい、斜ななめに這い進んだ。ちくしょう。

「第一、それとこれとは話が別です。僕だって忙いそがしいんですからね。いつまでもこんな場所にいるわけにはいかないんです」

「おめえな。こんな場所って、はっきり言ってんじゃねえか……」

　足を机から下ろし、本格的に立ちあがろうとして、足の脛すねをしこたまに打った。事務机の、一番下の引きだしがあいている。酒さか瓶びんが顔をのぞかせている。刑事や探偵は引きだしに酒瓶を入れているもの、という信念のもとに購入した安物のウィスキーだ。少しずつ飲んでいるうちになくなってしまい、たんに捨すてるのが面倒、というだけの理由で入れっぱなしになっている酒瓶。

　猛もう烈れつに足が痛いたんだ。ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう……。

「わっ。虎雄さん、なにをするつもりですか!?」

「うるせえ」

　俺は酒瓶をひっつかみ、油虫野郎に向かって放ほおりなげた。酒瓶はコンクリート・ブロックの壁にぶち当たり、粉々に砕くだけ散った。ガラスの破片が部へ屋や中に降ふりそそいだ。

「ぐわっ。目が！　目が！」

　俺はもんどりうって、埋うめ立て地さながらの事じ務む机づくえに倒たおれこんだ。そのまま激げき痛つうにのけぞり、床へと転がり落ちた。痛みに耐たえかね、転げまわった。何日も掃そう除じしていない床。ごみと綿わたぼこりが口の中に入った。俺は吐はきそうになった。

「なにをやってるんですか!?」

　ヒトミは鞄かばんで頭をかばい、扉のそばで前かがみの状態になっている。片目をつむり、もう一方の目で俺のほうを見ている。だがかまっている余よ裕ゆうはない。

「野郎……」

　視線を上げた。油虫野郎は窓ガラスの上に移い動どうしている。触しよつ覚かくが──まるで、それ自体が意志を持っているかのように──うねうねと動いている。

　と、なんてことだ。油虫野郎が唐とう突とつに羽根を広げ、高速でそれを振しん動どうさせはじめた。窓ガラスを離れ、せまい部屋の宙ちゆうへ飛んだ。しかも、まっすぐに俺のほうへ降こう下かしてくる。俺は倒れてあお向けの状態となり、動くことができないというのに！

　史上最悪のパニックに襲おそわれた。両手で床をまさぐった。空の牛乳パックなどが指先にふれるだけだ。さすがにヒトミもあわてたらしく、情なさけない声が耳にとどいた。

「虎雄さん!?」

　俺は視線をめまぐるしく動かした。役に立つものをさがしもとめた。頭上、机の端はしからのぞくプラスチック製の物体が目に入った。これを使わないでどうする。

　俺は手を上へのばし、ショットガンの銃じゆう床しようをつかんだ。すべらせ、引きよせて、大あわてで銃じゆう把はをにぎりしめた。

「虎雄さん、やめてください！　またそんな！　ぜんぜんこりてない──」

　ヒトミのさけび声が聞こえた。聞こえなかったことにした。

　銃口を顔の正面に向けてかまえた。油虫野郎は目と鼻の先の位置に迫せまっていた。弾だん丸がんを薬室へ送りこみ、引き金を引いた。盛せい大だいにぶちかました。無数とも思えるＢＢ弾だんがコンクリの壁に激突し、せまい部屋の中を縦じゆう横おうに跳はねまわった。

　跳弾が容よう赦しやなく俺の身体からだを、頰ほおを打った。窓ガラスに蜘く蛛もの巣すさながらのひびが入った。ガラスは跳弾で完全に砕け、床と建物の外側へ落ちた。

　油虫野郎は粉ふん砕さいされ、黒と茶色の肉片が部屋中にぶちまけられた。体たい液えきが唇くちびるにかかり、俺はさっき以上に吐きそうになった。ウィスキーで口をすすぎたいところだが、残念ながらもう一いつ滴てきも残っちゃいない。

　背はい後ごで扉がひらいた。ヒトミが逃げだしたのかと思った。また猫がもどってきたのかと思った。首をうしろへねじまげた。どちらでもなかった。ヒトミはまだ扉の前でうずくまり、しっかりと目をとじていた。猫の姿すがたは影かげも形もなかった。

　ひらひらの服を着た少女が立っていた。スカートの裾すそが大きく広がっている。明らかに狼ろう狽ばいした様子で、目を丸くして俺おれの顔を見下ろしていた。

「あの……宇う野の辺べ虎雄さんは、いらっしゃいますでしょうか」

　遠えん慮りよがちな声。ヒトミが頭から鞄かばんを下ろし、おそるおそる目をひらいた。宇野辺虎雄。もちろん俺のことだ。俺とヒトミは顔を見あわせた。

「どこのだれかは知らねえが……」

　俺は上体を起こして、愛用のスーツからガラス片と油虫の残ざん骸がいと机の上から落ちてきた置き時ど計けいを払はらい、立ちあがった。

「部屋を片づけるの、手伝ってくれるか？」







　少女は沢さわ良ら宜ぎイミコと名乗った。変てこな名前だ。この学校の一年だという。北摂高校は基き本ほん的てきに私し服ふくなので、外部の人間がまぎれこんでいてもまったくわからない。

　イミコは服ふく装そうも少女趣しゆ味みだが、髪かみ型がたはそれに輪をかけて少女趣味だった。左右の高い位置で結ゆわえており、栗くり色いろの巻まき毛が肩かたに垂たれている。わざと漫まん画がのようなスタイルを演えん出しゆつしているのだろう。こういう女は心に傷きずを負っているにちがいない。幼おさないころに両親または片親から虐ぎやく待たいを受けたか、あるいは過か剰じような愛情を受けたか。どちらかにきまっている。

「虎雄さん、始末書──」

「客なんだ。しかたねえだろうが？」
















　ヒトミに言いきかせた。ヒトミはしぶしぶながらしたがった。事じ務む机づくえの端はしにもたれ、ちらちらと腕うで時ど計けいを気にしている。よほど早くここを引きあげたいらしい。ヒトミは生徒会執しつ行こう部ぶの指し示じで、俺のお目付役からは離はなれ（あんな事件を起こしたあとだから、さすがにしばらくはおとなしくしているだろう、お目付役は不要だろう、との判はん断だんらしい）、別の仕事をまかされているという話だ。始末書の取りたてに時間をとられている暇ひまはない、という事情は理り解かいできる。

「で。なんの用なんだ？」

　俺は自分が宇野辺虎雄だ、と自己紹しよう介かいをしてから、イミコにたずねた。

　彼女は青いプラスチックのベンチにすわり、両手で俺の出したコーヒーのカップを抱かかえ、うるんだ目で俺のほうを見上げた。俺よりたったひとつ年下とは思えない、ガキのような童どう顔がん。

「このコーヒー、美お味いしくないですね」

「気にいらないなら帰ってくれ」

　コーヒーはインスタント。俺自身が卓たく上じようのガスコンロで湯を沸わかし、淹いれたものだ。

「すいません、そういうつもりではありませんの」

「コーヒーの味云うん々ぬんを言うのに、そういうつもりもなにもあるか」

「実は、お願いがあって来ましたの。ある人物の行方ゆくえについて、調べてもらいたくて」

　俺の言葉をあっさり無む視しして、彼女はマイペースに続けた。妙みようなしゃべり方に、舌した足たらずな声。強ごう引いんな性格というよりは、切せつ迫ぱくしているために俺の茶々なんて耳に入らない、といった雰ふん囲い気きだ。

「それなら来る場所をまちがえてるんじゃないですか？　ここは殺人課だから。行方不明者の捜そう索さくだったら、失しつ踪そう人にん課かの仕事だと思いますけど」

　ヒトミが口をはさむ。俺も異い論ろんはなかった。

「まったくだ」

　北摂高校生徒会は校内の治安を維い持じするため、独自に警けい察さつ機き構こうを組そ織しきしている。警けい邏ら部ぶの人間は防ぼう犯はんのために校内を巡じゆん回かいしており、俺のような──俺も一いち応おうは生徒会に所しよ属ぞくしている──刑けい事じ部の人間は、すでに起きた事件を捜そう査さするのが仕事だ。

　刑事部には殺人課や麻薬課、風紀課、強盗課、放火課、失踪人課などが存在しており、俺はその中の殺人課に所属している。もっとも、北摂高校設立以来、殺人事件は一度も起きたことがないが。

　ちなみにヒトミが所属している生徒会執行部は、警邏部や刑事部の上に立つ組織だ。両者を統括し、様々な指示を与えている。

　イミコは言いにくそうに口ごもり、やがてか細い声で言った。

「正式に捜そう査さをお願いできるようなことではありませんの。とても個こ人じん的てきなことで」

「なおさら帰ってくれ。俺は与よ太たにつきあってるほど暇ひまじゃねえんだ」

　俺はそっけなく言いはなった。横でヒトミが力強くうなずいている。べつに始末書の作成があるから暇じゃない、という意味で言ったわけではないのだが──まあ、勘かんちがいするのはヒトミの勝手だ。

　彼女はカップを膝ひざの上に下ろし、非ひ難なんがましい目で俺を見つめた。

「そうは見えませんわ。殺人なんて起きるわけがありませんし」

「いつ起きるかわからねえ。そのために俺は待機してるのさ」

「それ以外にも、書類仕事とかがあるんです」

　すかさずヒトミが言いそえる。

「ずっと待機してるんですの？　毎日、殺人事件が起きるのを待って」

「あたり前だろうが」

「無む駄だ……」

　イミコは口の中でぼそりとつぶやいた。俺は聞き逃のがさなかった。反はん射しや的てきに机のショットガンへ手をのばした。

　彼女はさっと顔色を変え、身を乗りだしてまくしたてた。

「わたし、いろんな人から聞きましたの！　学内の難なん事じ件けんを次々と解かい決けつ。はびこる悪あく党とうどもを自じ慢まんのショットガンでばったばったとなぎ倒たおす、刑事部で最も有ゆう能のうな刑事！　なぜかけっして相あい棒ぼうを作ろうとしない正真正しよう銘めいのアウトロー。その名も宇野辺虎雄──通つう称しよう、〈ショットガン刑デ事カ〉！」

「いまの台詞せりふ、練習してきたでしょう……」

　ヒトミが呆あきれ顔になる。イミコの顔がさらに引きつったように思うが、べつにかまわない。

　俺おれは少しだけいい気分になった。この女、結けつ構こういいやつかもしれない。

「よくわかってるじゃねえか。なかなか見所があるぜ」

「見所ってなんですか」

「ヒトミ、おめえはだまってろ」

　俺は椅い子すに背せ中なかをあずけた。机の上に足を載のせようかと思ったが、それだとイミコの顔が見えなくなるのであきらめた。身体からだを前にもどす。

「それで。人さがしって話だが──」

　イミコはなにか気になったことがあるらしく、やや上を向いて眉まゆをひそめた。

「でも、なんで相棒を作りませんの？　刑事部のほかの課はちゃんと部室棟とうの中なのに、ここだけ脇わきの倉庫ですし」

「この場所については、そっちの野や郎ろうに言ってくれ」

　たしかに北摂高校生徒会所しよ属ぞく・刑事部のほかの課は、生徒会長室などと同じく、部室棟の上階に部へ屋やを持っている。この長屋の隣となり三部屋が倉庫として使われている、というのもまったくの事実だ。

　ヒトミがうろたえたように視線を泳がせる。

「だって、そんなこと言われたって、僕ぼくがこの場所を用意したわけじゃありませんし」

「それに、殺人課って、ふたりしかいないみたいですわ」

「僕はちがいます！　僕は生徒会執しつ行こう部ぶの所属で、ここへは仕事で来てるだけです！」

　とんでもない、というように言いやがる。失礼な野郎だ。

「殺人課の刑事は、最も高い能力が必要とされるからな。俺以外にはつとまらねえし、前にいた麻ま薬やく課かで相棒がいなかったのは、俺の捜そう査さについてこれる──釣つりあいの取れる同どう僚りようがいなかっただけだ。俺は突とつ出しゆつしてるのさ」

「それって、たんにだれも組みたがらなかっただけじゃありませんの？」

　イミコが言った。なぜかヒトミがぎくりと身をこわばらせ、短くうめいた。イミコがさらに続ける。

「それに、この殺人課も、体ていよく左さ遷せんされた、という感じですし……」

　俺は反射的に腰のショットガンへ手をのばした。イミコとヒトミは同時に、あわてた様子で腕をふりまわした。

「そ、そんなわけありませんよ！　あるわけがない！」

「お気にさわったならあやまりますわ。けちをつけるつもりはありませんの。ちょっと、気になっただけで」

「俺やこの場所が気にいらねえっていうんなら、とっとと帰ってくれ。ヒトミ、おめえもだ」

「それは調子のいいこじつけでしょう。始末書の作成を先さき延のばしにするための……」

　なかなか鋭するどい野郎だ。

「あとコーヒーが気にいらないって場合も帰れ」

「そんなことはありませんわ！　ちゃんとお礼はしますから。頼たのみを聞いてください！」

「ほほう。お礼ってことは、カネを払ってくれるわけだな？」

「はい。額を言ってくだされば、その通りにお支払いいたしますわ」

　実じつ際さいの話、俺はこずかいかせぎがてら、たまに探たん偵ていまがいの仕事を──個こ人じん的てきに──引きうけることがある。カネが入ればウィスキーも買える。さっき割ってしまった窓ガラスも修しゆう理りできる。いまは段だんボールで応おう急きゆう処しよ置ちをしてあるが──あれの修理費が生徒会から下りる、なんてことがあるだろうか？

「ねえだろうな……」

「なんですの？」

「いや、なんでもない」

「虎雄さん、だめですからね！　おカネをもらって個人的に捜査をするだなんて」

「まあ待てって」

　俺はヒトミをなだめ、居い住ずまいを正した。

「で、どういう頼たのみなんだ？　聞くだけ聞いてやるから、言ってみな」

「虎雄さん！」

「ちょっとだまってろ。聞いてやるぐらい、かまわねえだろ？　こまって、助けてほしいって来てる女がいるんだ」

「それは、そうですけど……」

　俺はあらためてイミコのほうへ向きなおり、話の先をうながした。イミコはうなずき、深く息を吸って、しゃべりはじめた。少しうつむきかげんで、頰ほおが赤くなっているように見受けられる。なにかを思いだして恥はじらっているようだ。

「あたし、とても好きな人がいたんです。でも、その人が、急に姿すがたを消してしまって……」

「けっ。男がらみか」

　俺は頭のうしろで手を組み、きしみをあげる椅子にもたれかかった。こんな少女趣しゆ味みのガキに興きよう味みはないが、逃げた男をさがす、という仕事にはなおさら興味が持てない。どうせ痴ち話わ喧げん嘩かの延えん長ちようでしかないのだ。事件の中でいい女（まちがってもこんなガキではない）との危き険けんな恋こいが芽ばえる、なんて展てん開かいは期待できそうもない。

「男ですか？　男の方は、関係ありませんけど」

　イミコは舌した足たらずな声で言い、不思議そうな表ひよう情じようで俺の顔を見返した。

　俺はため息をついた。ヒトミも顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべている。

「だって、好きな相手をさがしてほしいんでしょう？」

「そうですけど、でも、相手の方は女じよ性せいですわ。わたし、あの人のことを、本気で愛してしまったんです」

「女性!?　だってあなたは──」

　ヒトミが魚のように口をぱくぱくと開かい閉へいし、イミコの姿を凝ぎよう視しする。

「だってイミコさんは、女の子じゃないですか！」

「それがなにか？」

「女性ねえ」

　俺は身体からだを前へ起こして、まじまじと彼女の顔をながめた。

　彼女はカップを事じ務む机づくえの上に置き、手と手を組みあわせ、夢ゆめ見るような表情で上を──否いな、どこか別の、記き憶おくの中の光景を見つめはじめた。おそらくはその女、ほれたという女の顔でも思い浮うかべているのだろう。

「おめえ、とち狂くるってるぜ」

「僕も、少しだけそう思います」

「あたしとあの方が出会ったのは──」

　完全に己おのれの世界へと旅立ったらしいイミコは、俺やヒトミのほうへは一いち瞥べつもくれず、「あの方」とのいきさつについて語りはじめた。







　イミコが話したのは、つまり、こういうことだ。

　彼女はいまから半年前、入学して間もない頃ころに、校内でひとりの上級生を見かけた。もちろん彼女が最初に言ったとおり、相手は女だ。

　イミコに最初からそういう性せい癖へきがあったのかどうかはわからない。とにかく、彼女はその上級生のことが好きになった。毎週同じ時間に同じ場所をおとずれては、その上級生とすれちがうのを楽しみにするようになった。




「それってストーキングじゃねえのか？」

「えっ。ストリートキング？」

「いい。忘れてくれ……」




　イミコにとって、その上級生はあこがれの相手だった。とても美しく、落ちついており、大人の魅み力りよくを感じさせた。冷たく周囲をつきはなすような雰ふん囲い気きが、その魅力をさらに強く感じさせた。

　彼女はずっと「その上級生以外は目に入らない！」という状じよう態たいであり、それだけに、それ以上を──週に一度すれちがう以上のことは望まなかった。本人いわく、それで十分に満足だったらしい。




「わたしは遠くから見ているだけでよかったんです。想おもいを伝えるなんて、とんでもない話で」




　どっこい、いまから約一週間前。その上級生は、いつもなら現あらわれるはずの時間に現れなかった。イミコは、そのときは、風か邪ぜかなにかで休んだのかな、程てい度どにしか考えていなかったらしい。だが今週もまた現れない、という事じ態たいにおよんで、イミコは、あこがれの相手になにかあったのではないか、と心配するようになった。

　イミコはこの三日間、早朝と放課後は校こう舎しやと寮りようとをむすぶ道に張はりこみ、寮に帰る生徒たちをずっと監かん視ししつづけていたらしい（北摂高校は全寮制せいだ）。だが、彼女にとっては残念なことに、例の上級生を見つけることはできなかった。今日も早朝から同じ場所で張りこんでいたが、やはりその上級生は現れなかった……。




「わたしは、あの方とすれちがう一いつ瞬しゆんだけを楽しみに生きていましたの。それが失われてしまったのです！」

「一週間ぐらい休むことだってあるだろう？　風邪をこじらせたのかもしれねえし、実家の事情で帰ってるのかもしれねえ」

「だとしたら、そうだと知りたいんです！　だから宇野辺さんのところへお願いに来たんですわ。あたし、あの方に万一のことがあったらと思うと、心配で心配で」

　自分の手をもみしだくイミコ。こちらがなにを言っても通用しない雰囲気だ。

「まあ要するに、その女がいまなにをやってるかを調べりゃいい、ってことだろ。たいして手間もなさそうだし、やってやってもいいけどよ」

「虎雄さん！」

　ヒトミが机に手をつき、こちらへ身を乗りだしてくる。

「思わず僕ぼくも聞きいってしまいましたけど。始末書が先ですからね！」

「いいじゃねえか。簡かん単たんそうなヤマだぜ？　ちょっと調べものをして、それでカネがもらえるんだ」

「ほんとに時間がないんですよ。僕自身、別の予定があって──」

「仕事仕事って言うけどよ。この件けんでちょっとでもカネが入れば、生徒会だってありがたいんじゃねえのか？　生徒会費が入るんだ」

　先日の体育倉庫突とつ入にゆうにからむ補ほ償しようの件もあり、カネが欲ほしいのは生徒会執しつ行こう部ぶも──その使い走りであるヒトミも同じだろう。

「生徒会費ってまさか……虎雄さんが滞たい納のうしてる生徒会費！　イミコさんの依い頼らい料りようを、あれの支し払はらいにあててくれるってことですか!?」

「そういうこった」

　なんとかヒトミの目を盗ぬすんで、意地でも自分のふところに入れてやる。

「でもやっぱり、おカネを取って一いつ般ぱん生徒の手助けをする、というのはどうかと……」

「ちょっと、お取りこみ中のところ、申しわけありませんけど」

　イミコが身体からだをぐっと前へつきだし、にらみつけてきた。

「その女、なんて呼よび方はやめてください。あの方とか、あのお方とか、お姉さまとか、そういう敬けい意いを込こめた呼びかたをしてほしいですわ」

「そう呼んでやってもいいが。──俺おれを正式にやとうんだったら、時給は六百円だぜ」

　俺は言った。ヒトミは「や、安……」とつぶやいた。







　イミコは素す直なおに前まえ金きんを払った。服ふく装そうといいしゃべり方といい、良家のお嬢じよう様さまかなにかなのだろう。

　彼女をつれて外に出た。ヒトミも無理やり引っぱってきた。荒あら事ごとには向かない性せい格かくだが、情報収しゆう集しゆうになら使えないこともないだろう。

「やっぱりやめましょうよ。おカネを取るなんてよくないですよ」

「ヒトミ。おめえもしつこい野や郎ろうだな」

「だいたい、なんで僕まで来なきゃいけないんですか？　本当に、本当に予定があるんです。始末書も早く書いてほしいですし」

「手伝わないなら、始末書は書いてやらねえ」

「虎雄さん……」

　空は秋晴れ。放課後の風はほどよく冷えていて心ここ地ちいい。

　俺は愛用のロングコートを着き込こんでいた。もちろん右手には抜ぬき身のショットガン。これがなければ俺が俺じゃなくなる。

　イミコは俺の姿すがたをしげしげとながめた。

「変わった格かつ好こうですのね」

「おめえだけには言われたくねえな」

　イミコが上級生を見かけた、という本校舎／新校舎間の渡わたり廊ろう下かへ出た。約二〇メートルほどの通路で、両建物の二階どうしをむすんでいる。

　渡り廊下自体に人ひと影かげはなかったが、眼がん下かには行き交かう生徒たちが何人か見えた。中庭のほうでは生徒たちが集まり、巨きよ大だいな張りぼての人形を作っている。学園祭が明後日に迫せまっており、皆みな、その準じゆん備びに追われているのだ。

　たまに運動部がランニングで通りかかるが、連中は当日だけで準備できる出し物、たとえば食べ物の屋台などを考えているのだろう。学校全体が浮かれた雰囲気に包つつまれている。

「すれちがうのはいつも月曜日、一いち限げん目めが終わった直後。それでいいんだな？」

　俺は祭りの準備から目をそらして、イミコにたずねた。ちなみに俺たち刑けい事じ部ぶの人間は、当日は敷しき地ち内ないの警けい備びをさせられる予定だ。

「はい、まちがいありませんわ。普ふ通つうは、日曜の夜は憂ゆう鬱うつ、なんて言いますけど。わたしの場合は、いつも、一週間のはじまりが待ち遠しくて待ち遠しくて」

「おめえが新しん校こう舎しやから出てくると、入れかわりにその女が本校舎から出てくる。そういうことか」

「その女、なんて言わないでください」

　イミコがまた頰をふくらませる。俺は無む視しした。さっきはイミコの望むとおりに呼んでもいい、みたいなことを言ってしまったが、なんだか馬ば鹿か馬鹿しく思えてきたのだ。

　わざと同じ単語を強調してしゃべった。

「その女の受けてる講こう義ぎなんかがわかれば、あっさりとつきとめられるんだがな。居い所どころだろうがなんだろうが」

　北摂高校は単たん位い制せいを採さい用ようしている。各生徒が自分に合うと思った講義を選せん択たくし、自分だけの時間割わりを作るシステム。一いち応おうはクラスという概がい念ねんも存そん在ざいするが、ホームルームや体育祭のとき以外はほとんど機き能のうしておらず、ふだんはあまり意識されていない。

「講義ならわかりますわ。ひとつだけですが」

　イミコがあっさりと言う。巻まき毛が風になびいている。

「そうなんですか？」

　ヒトミがすっとんきょうな声をあげる。早く切りあげたくてしかたない、という様子だったが、さすがにイミコの返答には拍ひよう子し抜ぬけしたらしい。

「ええ。あの方は、いつも、教科書を出して歩いていらっしゃいますの。とても理知的な感じで」

「そんなことはどうだっていい。なんの教科書なんだ？」

　俺は重ねてたずねた。彼女は少しむっとした様子で、だが素す直なおにこたえた。

「化学です。それ以外の教科書は持っていないみたいですから、たぶん教室移い動どうの帰りか、その逆ぎやくだと思いますけど」

「そこまでわかっているんでしょう？　自分で調べられるじゃないですか」

　ヒトミが目を丸くして言う。

「どうしてですの？」

「どうしてって……」

　ヒトミが言葉をとぎらせる。

　受けている講義名がわかれば、そこから本人の名前も調べられる。学生課へ行くなりなんなり、方法は考えられそうなものだが──まあ、世間知らずのお嬢様ならしかたないのかもしれない。

「学年は絶ぜつ対たいに上なんだな？」

　俺はため息をつき、イミコに念を押おした。

「そう思いますわ。教科書、わたしの物とはちがいましたから」

「つかまえたも同然だぜ」

　俺は笑った。ヒトミは「たしかに……」とつぶやき、少し晴れやかな顔になった。







　事じ務む棟とう前へ行き、掲けい示じ板ばんをながめた。各学年ごとの時間割──全講義をまとめたもの──が貼はられている。

　月曜・一いち限げん目めの項こうに目を通した。続けて二限目の項にも目を通した。二年生もしくは三年生向けの化学。たしかにあった。新校舎の化学実験室が使われているようだ。どちらも同じ担たん当とう教きよう師しで、名前は豊とよ津つ。これ以外には考えられない。

「受けてる講義がわかったんだから……あとは、受講者の名めい簿ぼですよね」

　ヒトミは自分の顎あごに手をそえ、考えこむように掲示板を見ている。意外と早く片かたづきそうだと知って、だだをこねるよりは協力したほうがいい、と考えなおしたのだろう。

「受講者のリストか。学生課で見せてもらう、ってのが正道だろうな」

「見せてもらえるんですか？　そんなもの」

　俺の発言を聞き、イミコが目をぱちくりとさせて見てくる。もちろん、普通に頼たのんだところで見せてもらえるわけがない。

「こいつにものを言わせるのさ」

　俺はショットガンを持ちあげてみせた。力ずくで極ごく秘ひ書類を閲えつ覧らん。きっと大問題になるだろうが、事じ後ご処しよ理りは上の連中がやってくれるだろう。……たぶん。

「馬鹿を言わないでください。だめにきまってるでしょう!?」

　ヒトミがすかさずつっこみを入れてくる。

「なんとかなるって」

「なりません！」

「おめえ、あとで上の人間に言っときな。学生課から苦く情じようが来ると思うが、うまく処しよ理りしておけって」

「冗じよう談だんじゃありませんよ！」

　ヒトミは俺のショットガンを目で示しめした──おぞましいものでも見るような目つきで。

「そんなもの使ったら、へたすりゃ退たい学がくじゃないですか！」

「失うものがなにもないって、人を大だい胆たんにするのですね」

　イミコが感心したように言う。

「さすが倉庫暮ぐらしですわ」

「失礼なことを言うな」

　一いつ瞬しゆん、ショットガンに手がのびかけた。あぶないあぶない。

「おねがいします。これ以上問題を起こすのだけはやめてください」

　ヒトミが懇こん願がんしてくる。

「そうだな……」

　学生課は事務棟の一階にある。ヒトミをふりきり、このまま押し入ろうかとも考えた。だが化学の受じゆ講こう者しやリストを手にいれたところで、ひとりひとりチェックしていく──リストにある生徒の寮を片っぱしからおとずれる──のは骨ほねが折れる。考えるだけで気が遠くなるような作業だ。

「その女の名前。わからねえんだよな？」

「わたしにとって、あの方の名前は重要ではありませんの。存そん在ざいそのものが光なんです」

「あほくさ」

　嚙かみつきそうな顔でにらまれたが、俺は気づかないふりをした。

「あとは、顔の特とく徴ちようやなんかだな。おめえ、うまく説明できるか？」

「あの方のお顔ですか？　写真ならありますが」

　イミコはうつむき、自分のポシェット（いまどきポシェットだぜおい）からピンク色の財さい布ふを抜ぬきだした。中からカードサイズに切りとられたカラー写真が出てくる。

「これ、あの方です」

　照れくさそうに、親にはじめて恋こい人びとを紹しよう介かいする少女のような仕草で差しだしてくる。

「他人だろうが。おめえとその女……」

　と、言いかけたが、なんとか喉のどのあたりで押しとどめた。写真を受けとった。ヒトミが横からのぞきこんでくる。

「よく持ってましたよね。写真なんて」

「これ、どうしたんだ？　おめえが撮とったのか？」

「はい。あの方の無む表ひよう情じようがあまりにもまぶしくて、ある日、ついこっそりと」

「まるっきり変へん態たいの手口だぜ、それ」

　ついこっそりと写真を、なんてことがあってたまるか。それに「無表情がまぶしい」ってのはなんだ。

　俺とヒトミは気を取りなおし、写真をじっくりとながめた。廊ろう下かを歩く女子生徒の腰こしから上が写っている。

「へえ……」

　ヒトミは感かん嘆たんの吐と息いきをもらした。たしかに美人だ。無表情が冷たい魅み力りよくを放っている。それにスタイルもいい──抜ばつ群ぐんと言ってよさそうだ。

　俄が然ぜんやる気が出てきた。うまくやれば、この女と親しくなれるかもしれない。女がこんなイミコなどに転ばず、俺にドライアイスさながらの冷たく熱い愛を注いでくれる、というような展てん開かいになってくれるとありがたいのだが。
















「学生課の人間に見せても首をかしげるだけだろうが、これだけの美人なんだ。担たん当とうしてる化学教きよう師しに見せれば──」

　わざと言葉を切った。ヒトミはなるほど、という顔つきになった。イミコは二秒ほど考えこみ、わかった、というように目を輝かがやかせた。

「その先生が、名前をおぼえているかもしれませんわ！」

　俺おれはにやつき、彼女の背せ中なかをどん、と叩たたいた。







　二、三年の化学を担当している教師。名前は豊津。俺は一度も当たったことのない相手だ。ヒトミとイミコは一年だから、面めん識しきがないのは言うまでもない。

　この学校の教師はたいていが自分専せん用よう、あるいは同じ科目の教師共用の研究室を持っている。この豊津も化学準備室を兼かねた研究室を持っているらしい。場所は新しん校こう舎しやにある化学室の隣となり。学生課でたずねるまでもなかった。

　右には廊下が果てしなく続いている。左側はつきあたり。化学室は校舎の一番端はしにある。近くに人の気配はない。研究室の扉とびらはしまっている。だが中の電灯はついているようだ。

　扉のそばへ慎しん重ちように移い動どうし、背中を扉横の壁かべにぴったりとつけた。中の気配をうかがった。わずかだが物音が聞こえる。化学教師、豊津は中にいるらしい。

「どうするつもりですの？」

　イミコが脳のう天てん気きな顔で訊きいてきた。それに対して、隣のヒトミはこれ以上ないぐらい不安そうだ。俺はにやりと笑ってみせた。

「虎雄さん、くれぐれも穏おん便びんに……」

「なんか、こないだの体育倉庫のときと似にた状じよう況きようだよな」

「同じ結果になりかねない、ということじゃないですか！」

　ヒトミが悲鳴じみた声をあげる。

「いいですか？　力ちから業わざは絶ぜつ対たいにだめですからね」

「保ほ証しようはできねえな」

「仲がよろしいんですのね」

　イミコが俺とヒトミを見比べて言う。俺は鼻で笑いとばした。

「見てな。こうするのさ」

　右手でショットガンをぶらさげ、扉の把とつ手てに左手をかけた。把手に力を入れてみると、扉はあっさりと横へすべり、壁との間に一〇センチほどのすき間ができた。鍵かぎはあいていたらしい。すき間に足をつっこみ、蹴けりつけるようにして一息にあけた。

「虎雄さん待って！」

「だまってろ」

　中へ踏ふみこんだ。猛もう烈れつな臭しゆう気きが押おし寄よせてきた。なにか実験をしていたのかもしれない。

　扉のそばにスチール製せいの棚たながある。左手には巨きよ大だいなテーブル。奥おくにはシンク。左手の奥には雑ざつ多たな器材がつめこまれた棚、棚、棚。どこもかしこも、殺人課のオフィスに負けないぐらい散らかっている。

「すいませんごめんなさいっ。先生、僕ぼくらは──んぐっ!?」

　片手でヒトミの顎あごをわしづかみにして、強ごう引いんに口を封ふうじた。

　化学教師の豊津はテーブルの向こう側で席についていた。テーブル自体にもたれかかるような状態で、生徒が提てい出しゆつしたレポートかなにかを読んでいたらしい。いまはレポート用紙を手に持ったまま、仰ぎよう天てんした表ひよう情じようで俺たちを見ている。眼鏡めがねをかけた五十歳さい前ぐらいの中年男。額ひたいがずいぶんと後こう退たいしている。

「あ……」

　豊津は突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやにおどろき、言葉も出ないような状態だ。好都合。俺は思わずショットガンを撃うちかけたが、寸すん前ぜんで思いとどまった。教師を散さん弾だんでぶっとばすのはさすがにまずい。そんなことをしたらヒトミが心しん臓ぞう麻ま痺ひを起こしかねない──というのもあるが、それ以前に、こいつが意識を失ってしまったら元も子もない。

　椅い子すを蹴けりつけ、テーブルを跳とびこえた。頭上から踊おどりかかり、左手で相手の胸むなぐらをつかんだ。そのまま上へ引っぱって立たせ、スチール棚のほうへつきとばした。かなり荒っぽいやり方だが、散弾でぶっとばすよりはましだろう。……たいして変わらないか。

「ああああ。やっぱり取りかえしのつかないことに……」

　ヒトミは扉のあたりで頭をかかえ、ガタガタとふるえている。ヒトミに俺をとめることはできない。イミコは胸の前で手を組みあわせ、「宇野辺さん、とても身軽ですのね」などと、微び妙みようにずれた感想をもらしている。

　俺はなんとなくそちらをふり返り、白い歯をのぞかせて、親指をびっ、と立ててみせた。イミコはきょとん、とした表情で首をかしげながらも、ぎこちない動きで親指を立て、俺と同じ仕草で手をつきだしてみせた。ヒトミは手で顔をおおうばかりだ。

「さて、おっさん」

　また豊津の胸ぐらをつかみ、スチール棚に押しつけた。豊津の後頭部が棚のガラス戸を打った。上に載のっていた本や標本などがばらばらと落ちた。相手の身体からだを一〇センチばかり、宙ちゆうに浮うかせた。俺は一八五センチの長身だ。これぐらいわけはない。

「もう僕は知らない。僕はどうなっても知らない……」

　ヒトミの嘆なげきが聞こえてきた──ような気がする。どうだっていい。問題は豊津だ。

「おっさん、正直にこたえたほうが身のためだぜ。俺は実じつ際さいの話、ちょっと信じられないぐらい気が短けえんだ」

「あら、それはいけませんわ。気が短いのはだめです」

　イミコはあい変わらず場ちがいな発言を続けている。俺はこれも無む視しした。

　化学教師の豊津は身をよじった。

「君は何年生だ？　なんでこんなことを──」

　苦しげな声がとぎれとぎれに発せられる。

「だれがしゃべっていいって言ったんだ？」

　俺はいったん力をゆるめ、また、こんどは倍の力をこめて押しつけた。豊津のうしろで棚のガラス戸が割われた。豊津の眼鏡が少しずれた。戸口のヒトミは「これは夢ゆめだ。これは夢だ」とつぶやきはじめた。

「おいイミコ。例の写真を出しな」

「あの……」

　イミコは大きな目をぱちくりとやり、俺、豊津、そしてヒトミを順番に見た。

「いま思ったんですが、これって、ひょっとして、やりすぎではありませんの？」

「あたり前でしょう!?」

　ヒトミが絶ぜつ叫きようする。俺はすかさずヒトミのほうへ銃じゆう口こうを向け、ショットガンを撃った。ヒトミの真横で窓まどガラスが粉々になった。ヒトミは目をとじてしゃがみこんだ。これで、こんどこそ邪じや魔ま者ものの口は封じられた。

「だいじょうぶだ、イミコ。なにも問題はない」

「そうですか？　なら、いいのですが」

　イミコはポシェットをあけ、いそいそと写真を取りだした。なんてあつかいやすい女なんだ。

　俺はショットガンを腋わきにかかえこみ、彼女の手から写真を引ったくった。それを豊津の目の前にかざした。

「どうだ？　あんたの講こう義ぎを受けているはずだ。見おぼえがない、とは言わせねえぜ。この女の名前と学年と学がく籍せき番号、それに──」

　部へ屋やの中を見まわした。書類がつまっている棚が目につく。

「寮りようの部屋番号。自分が担たん当とうしてる生徒なんだ。それぐらいのデータ、あるんだろ？」

「大おお勢ぜいの生徒を相手にしているんだ。いちいちおぼえているわけがないだろう！」

　豊津の視し線せんが俺の顔と女の写真とを行き来している。明らかにうろたえている。状況におびえている、というのもあるのだろうが、噓うそをついているのは明らかだ。

「俺が容よう赦しやなく撃つってことは、いまのでわかったはずだがな」

　窓のほうへ顎をしゃくった。ヒトミがふるえ、また「ああ、もう終わりだ。これは夢にきまってる」などとくり返している。失しつ禁きんしているかもしれない。窓はやたらと風通しがよくなっている。さらにその隣となりでは、イミコが頰ほおを上気させ、期待に満ちた目でことの成りゆきを見ている。豊津は後退した額ひたいに血管を浮きあがらせている。

「こんなことは絶対にゆるされんぞ。早く出ていけ！」

「ほう、そうかい」

　銃じゆう把はを放して、銃身のまん中あたりに持ちかえた。片手で、銃を上へ投げるようにして弾たまを装そう塡てんし、銃把をにぎりなおした。引き金を引き、テーブルを撃った。

　ズパァァァァン！

　ビーカーや試験管や専せん門もん書しよが粉々になった。さらに同じ動作をくり返し、今度は窓を撃った。窓ガラスが完全に落ちた。

「やめろ！　やめてくれ！」

　苦しげな悲鳴が耳にとどいた。俺おれはショットガンをさらにぶっぱなした。実験器具を入れた棚が中身を砕くだかれ、骸がい骨こつのようになった。イミコが頭をかかえ、床ゆかにかがみこんでいる。ヒトミはいまの音で我われに返ったようだ。

「虎雄さん、本当にだめです！　今度こそ退たい学がくになる！」

「あれだけの美人なんだ。知ってるんだろ？」

「知ってる！　話す！　なんでも話す！」

　豊津が必死でまくしたてる。俺はうなずき、押さえつける力を少しゆるめた。

「おいイミコ。ヒトミが邪魔しないように、しばらくつかまえといてくれ。おめえの、あこがれの相手を見つけるためだ」

「あのお方のためとあれば、なんだっていたしますわ」

「い、イミコさん!?──わっ。そんな大だい胆たんな！」

　俺はガキのじゃれあいから目をそらし、証人に注意をもどした。証人の豊津はせきこみ、苦しげに声を押しだした。

「伊い丹たみ冴さえだ。二年で、学籍番号まではおぼえていない」

「伊丹冴!?」

　ヒトミが声をあげる。

「知ってんのか？」

　ふりかえった。ヒトミはイミコにはがいじめにされ、顔を赤らめていた。

「い、いえ……そういうわけじゃありませんけど」

「まぎらわしい発言をするんじゃねえ」

　舌した打うちをして、豊津のほうへ向きなおった。

「それで、学籍番号その他の情じよう報ほう。どれを見ればわかる？」

　豊津は目で端はしの棚を示した。ノートやファイル類が入っている。豊津を引っぱり、テーブルの横をまわって、棚の前まで歩かせた。首をまげて合図を送り、棚のガラス戸をあけさせる。

「どのファイルだ？」

　豊津はもたついた動きでファイルの束を手にとり、ひとつひとつ床に落としていって、四つ目で俺の顔を見上げた。俺はファイルを受けとり、ぱらぱらとめくった。受講科目の登録用紙らしい。

　あった。伊丹冴。顔写真まではないが、その他のデータはそろっている。

「これでまちがいないんだな？」

「早く行ってくれ。この件けんは絶対に訴うつたえてやるからな」

「だれに訴えるっていうんだ？　せいぜい理事会に苦く情じようを言える程てい度どさ」

「早く帰れ！」

　化学教きよう師しは俺に指をつきつけ、どなりつけた。薄うすくなった頭から湯気を立てている。

「イミコ、ヒトミ、帰るぜ。おっさんは、この場で一から千まで数をかぞえるんだ。部屋から出ようなんて考えるんじゃねえぞ。廊ろう下かの向こうからこいつがねらってる」

　銃じゆう口こうを天てん井じようへ向けた。銃身をスライドさせ、引き金を引いた。

　ズパァァァァン！

　頭上で蛍けい光こう灯とうが弾はじけた。細かいガラス片へんが降ふりそそいだ。パチパチと音がして、青白い紫し電でんが縦じゆう横おうに走った。薬品に飛び火し、閃せん光こうが部屋を包つつんだ。

「じゃあな、おっさん」

「ねえ宇野辺さん。これってやっぱり、少しやりすぎではありませんの？」

「やりすぎにきまってます！」

　青白い顔で金切り声をあげるヒトミ。

　俺はヒトミの肘ひじをつかみ、イミコをうながして、廊下へと飛びでた。







　寮りようは敷しき地ちのはずれにある。建物には新しいものと古いものがあり、前者は寮というよりはマンションといった風ふ情ぜいだ。高さはどれも四階建てになっている。

　まず旧きゆう寮の建物がふたつばかり建っており、それと平行にならぶ形で、新寮の建物がいくつも続いている。団地を思わせる光景。ちなみに男女の寮は少し離はなれた場所にあり、それぞれ敷地の入り口には学校にやとわれた守しゆ衛えいが立っている。

「本当に知りませんからね。あんなことをしでかして……」

「だれもおめえに責任を取ってくれ、なんて言ってねえだろうが。それに、生徒会の人間が自分をぶっとばしたなんて、豊津も考えるわけがねえさ」

　俺はヒトミに言ったが、もちろんでたらめだ。根こん拠きよなんてまるでない。

「それより、いまは伊丹冴のことだ」

「そっちもやめましょうよ。僕らが女子寮の敷地に入るなんて、絶対にまずいですよ」

　化学準じゆん備び室しつを出てからのヒトミは、さらに顔色が悪くなっているようだ。教師をぶっとばしたことから来る不安は理り解かいできるが、それ以上に、なにかを気にしているように感じられる。そわそわとしているのは昼間からずっとだが……。

「せめて、明日まで待ってくださいよ。生徒会執しつ行こう部ぶのつてを使って、伊丹冴について調べておきますから」

「それより、いま会いにいったほうが早はええ」

「そうですわ。明日までなんて、とても待っていられませんもの！」

　イミコが力説する。ほれた相手の名前がわかったためか、かなり舞まいあがっているようだ。

「ああ、冴さま。なんてすてきな名前でしょう……」

「イミコさん、おねがいしますよ。本当にまずいんですってば」

　ヒトミは本気で頭を下げている。

「虎雄さん、まだ間にあいます。引きかえしましょう」

「うるせえ」

　取りあわず、守衛に事情を説明する。男子寮は女子禁きん制せい。女子寮は男子禁制。俺はまずイミコを先頭に立たせ、生徒会発行の警けい察さつ手て帳ちよう──理事会が承しよう認にんしたものだ──を守衛に差しだした。

「捜そう査さのために、しかたなく女子寮へ行くんだ。通してもらうぜ」

「そういうわけにはいかんだろう」

　初老の守衛はかんべんしてくれ、というように首をふり、立ちふさがった。

「なんでだ？」

「生徒会の手帳だけ見せられてもねぇ」

「ほら虎雄さん、やっぱり無理ですよ。あきらめましょうよ」

　俺は顔をしかめた。だんだんヒトミの弱腰が鼻についてきた。なんだってこいつは、こうまでして俺が伊丹冴と会うのを妨ぼう害がいしやがるんだ？

「ならおっさん、こいつを置いていくってのはどうだ？」

　ヒトミの襟えり首くびをつかみ、守衛のほうへつきだした。

「こいつも生徒会の人間なんだ──中でなにかあれば、こいつが責せき任にんを取る。まあ、人ひと質じちみたいなもんだ」

「虎雄さん、なにを言ってるんですか!?」

「じゃ」

　俺は守衛の横をすりぬけた。イミコはもう敷地の中に入っている。女じよ性せいなのでなんの問題もない。

「ちょっと……」

　守衛が呼びとめてきたが、気づかないふりをした。守衛はあきらめ、標的をヒトミに移した。ヒトミはあわてて俺を追おうとしていたが、あっさりと守衛につかまり、悲ひ痛つうな声をあげた。

「離はなしてください！　虎雄さん待って！　行っちゃだめだ！」

「いいんですの？」

　イミコが問いかけるようなまなざしを向けてくる。俺は肩かたをすくめた。

「しかたねえさ。伊丹冴の無事をたしかめるためだ」

「ああ……なら、しかたありませんわね」

　イミコは明るく言い、ぱちん、と胸むねの前で手を打ちあわせた。







「なあ。おめえも、ここの寮りようで寝ね起おきしてるわけだよな？」

「そうですけど。なぜですの？」

「いや。なんか、そういう印象がなくてさ……」

　化学教きよう師し・豊津のもとで手にいれた受じゆ講こうカードをもとに、伊丹冴の部へ屋やをさがした。

　寮の部屋は入学時に抽ちゆう選せんで割わりあてられるが、生徒たちが割りあてどおりに住んでいるとはかぎらない。部屋によって明らかな優ゆう劣れつがあるため、好こう条じよう件けんの部屋に当たった生徒は、その部屋に住む権けん利りを別の生徒に売ることがあるのだ。

　一いつ般ぱん的てきに、南向きの部屋や構こう造ぞうの関係で広くなっている部屋は高たか値ねで取り引きされている。逆ぎやくに、旧きゆう寮の建物などは貧びん乏ぼう人にんの住すみ処かと言われている。俺おれの部屋があるのも旧寮だ。カネを持っている生徒などは、複ふく数すうの部屋を独どく占せんし、王おう侯こう貴き族ぞくのような生活を謳おう歌かしているらしい。俺には縁えんのない話だ。

　受講カードには、原げん則そく的てきに現げん在ざい、実際に住んでいる部屋番号を書くことになっている。だから、カネを払はらって新寮のいい部屋を手にいれた場合は、その部屋番号を書くのだ。伊丹冴がその原則にしたがってくれていると助かるのだが。

「案外、簡かん単たんにことが運ぶかもしれねえぜ。行ってみたら、その部屋に本人がいるかも」

「そんな……いますぐご無事をたしかめたいとは思っていましたけど。いきなり対面するだなんて、わたし、緊きん張ちようしてしまいますわ」

　イミコがうつむき、顔を赤らめ、頰ほおに手を当てて言う。相手をする気にもなれない。

「ま、とにかく、伊丹って女の様子がわかりゃいいんだろ」

　受講カードによると、伊丹冴の部屋は新寮、Ｂ棟の二階、端はしの部屋となっていた。悪くない位置だ。もし抽選で当たったのでないとしたら、本来の住居者にそれなりのカネを支払っていることだろう。

　エレベータはない。階かい段だんで二階へ上がった。寮の住人──ぜんぶ女だ──が不ふ審しんそうなまなざしで、じろじろと俺を見ている。もしイミコが同行していなければ、確かく実じつに守しゆ衛えいを呼よばれているところだ。

　扉とびらの前についた。ワンルームの個こ室しつらしい。部屋番号のプレートは、ここがまちがいなく伊丹冴の部屋であることを告げている。

「はぁ……心しん臓ぞうが核かく爆ばく発はつを起こしそうです」

「そ、そりゃ大ごとだな」

　俺たちの会話がうるさかった、というわけでもないだろうが、唐とう突とつにひとつ隣となりの扉がひらき、入にゆう居きよ者しやらしい女が出てきた。髪かみの毛を顎あごのあたりで切りそろえた美人だ。どっこい、目つきが少しきびしすぎるような気もする。生徒会長に似ていなくもない。隣に住んでいるのだから、少しぐらいは伊丹冴のことを知っているかもしれない。

「おい、ちょっとあんた」

　呼びかけた。女は無ぶ遠えん慮りよな視し線せんでじろじろと俺を見てきた。

「何者だ？　女子寮は男子禁きん制せいのはずだが」

　男のようなしゃべり方だ。イミコの口調も妙みようだが、世の中には妙な口調の人間が増ふえているのかもしれない。

「生徒会所しよ属ぞく・刑けい事じ部ぶの者だ。いま校内で起きた失しつ踪そう事件の調ちよう査さをやってる」

　女は胸の前で腕うでを組んだ。小声でぶつぶつと不満らしいことをつぶやきながら、俺の目をまっすぐに見すえてくる。

「それで。なんの用だ？」

「この部屋、あんたの隣の部屋の住人なんだけどな。最近、見かけたことはねえか？　あるいは、妙な様子だった、なんて話でもいいんだが」

　女は鼻を鳴らした。

「知らんな。私は忙いそがしい……ここへもどってくるのも週に二、三回程てい度どだ。隣りん人じんのことなど意い識しきしたこともない。たまにすれちがったことはあるかもしれんが」

「最近見たのは？」

　女は少し考えこんだ。思いだそうとしてくれているらしい。

「一週間ほど前だ。直ちよく接せつ見たわけではないが、ずいぶんと遅おそい時間に帰宅したようだった。鍵かぎをあける音がしたのでおぼえている。私自身、毎晩ここで休むわけではないから、帰宅が遅いのはいつものことなのかもしれんが」

　一週間ほど前。伊丹冴がいなくなった（とイミコが主張している）時期と一いつ致ちするが、なにか関係があるのだろうか。

「あの、申しわけありませんけど。隣に住んでいるの、この方でまちがいありませんか？」

　イミコが横手から伊丹冴の写真を差しだし、女の眼前にかざした。

　女は首をひねり、「そうだったかもしれんが、断だん言げんはできんな」とこたえた。

「ありがとよ。助かったぜ」

　俺は言った。女は「報ほう告こく書しよはちゃんと作成しろ」などと、妙にえらそうなことを言いながら去った。なんとなく癇かんにさわる女だ。

「さてと。押おしてみるぜ」

　インターホンのボタンに目くばせ。イミコは両手をにぎりあわせ、おろおろとした様子で視し線せんを俺、ボタン、俺、の順番で行ったり来たりさせている。

「わたし、心配でなりませんわ。一週間前の深夜に帰宅した、という話。なにか、とんでもない事件に巻まきこまれたのではないでしょうか」

「少なくとも、自分の部へ屋やへ帰ってはいるんだ。問題はないだろうし、それに」

　インターホンのボタンを押した。

「直接、訊きいてみりゃわかるさ」







「留る守す、みたいだな」

　俺は肩かたをすくめた。インターホンからの返事はない。扉とびらに耳を当ててみたが、中からの音は聞こえてこない。イミコは目に見えて落ちつきをなくしている。

「ああ。冴さま……」

「しかたねえな」

　あらためて扉をながめた。新寮の建物だけに、かなり頑がん丈じようそうな造つくりだ。いくら俺のショットガンが強力とはいえ、ＢＢ弾だんで鍵をふっとばせるとは思えない。鍵あけは俺の兄あに貴きが得意だったが、残念ながら俺にそんな特とく技ぎはない。

「心配ですわ」

　イミコが、なにげない仕し草ぐさで扉の把とつ手てをつかんだ。カチャリと音がして扉がひらいた。彼女が「まあ」と言って目を丸くする。

「あらあら。あいてしまいましたわ」

「おどろきだぜ」

　拍ひよう子し抜ぬけする。よほど寮内の治安を信用していたか、あるいは、鍵をかける暇ひまもなく外へ出る事情があったか。それとも、だれかがしのびこんだ？

「どうしましょう」

「入ってみるしかねえだろ」

　イミコの背せ中なかを押すようにして入った。

　ほんの三メートルほど廊ろう下かが続き、その先が洋間になっているらしい。廊下の左右にはバスルームやトイレとおぼしき扉がならんでいる。洋室のカーテンがしまっているせいか、中は妙に薄うす暗ぐらい。

「これが冴さまの部屋……」

「なんかその冴さまって呼び方。やんごとなき家の出身みたいだな」

「どうしてですの？」

「……いい。忘わすれてくれ」

　イミコの身体からだを脇わきへどけた。靴くつを脱ぬいでぶらさげ、廊下を奥おくへ進んだ。

「宇野辺さん、やっぱりいけませんわ。冴さまのお部屋へ、勝手に入るなんて」

「緊きん急きゆう事じ態たいなんだろ？　事じ件けんに巻まきこまれてるかもしれねえんだろ？」

　ふり返らずに言った。ずんずん進み、蛍けい光こう灯とうのスイッチを入れて、洋室のカーテンをあけた。窓まどの外は小さなベランダになっている。アスファルトを敷しいた道が見下ろせる。

「それはそうですが」

　イミコもためらいながら入ってきた。俺おれの背はい後ごに立って、部屋の中をじろじろと見まわす。

「これが、冴さまのお部屋……」

　もう一度、歓かん喜きにふるえるような声でつぶやいた。

　俺もざっとながめた。女らしくない、殺風景な部屋だ。床ゆかはフローリングだが、ベッドは使わない主しゆ義ぎらしい。半びらきになったクローゼットのすき間から、きちんとたたまれた布ふ団とんがのぞいている。中には服もずらりとかかっているようだ。

　その他、部屋の中で目につくものといえば、上にステレオが載のっているチェスト、教科書類や鞄かばんが押おしこまれている棚たな、黒いプラスチック製せいの学習机づくえ、椅い子す、掃そう除じ機き、あとは小さな座ざ卓たくぐらいのものだ。妙に生活感が感じられない。

「ああ冴さま。どんな生活をされていたのかしら」

　イミコは自分が伊丹冴の部屋にいる、という状況に興こう奮ふんしはじめているようだ。

「たいした生活はしていなかったようだぜ」

　テレビすらない生活。ステレオを調べてみた。中身のＣＤは抜かれている。

　チェストの引きだしを下から順にあけてみた。化け粧しよう品ひんや薬類。妙な民族音楽ばかり目立つＣＤのコレクション数枚。靴下や下着類。

「下着類……」

　写真の女、伊丹冴の下着姿すがたが自然と頭の中に浮かんできた。悪くない絵だ。イミコの興奮が伝でん染せんしてきた。そうだ、イミコ──

「ああ、冴さま……」

「他人の枕まくらに頰ほおずりをするな！　布団にくるまろうとするな！」

　俺は指さしてどなりつけた。完全に変へん態たいじゃねえか。

「ほっといてくださいっ。そういうあなたは……なにを持っていますの？　それは、まさか冴さまの下着!?」

「こ、これは、わざとつかんだわけじゃねえ！　チェストを調べてたら出てきただけだ！」

　あわてて頭の中から妄もう想そうをふりはらい、下着をチェストの中にもどした。机のほうへ移い動どうし、上に載のっているのが筆記具程てい度どであることをたしかめた。

「俺は調ちよう査さをやってるんだ。邪じや魔ますんじゃねえ」

「変な気は起こさないでください」

「その台詞せりふ、そっくりそのまま返してやるぜ」

　一番上の引きだしをあけてみる。入っていたのは、ハサミやホッチキスの類たぐいと、ちょっとしたメモ程度だ。

「ん？　こいつは──」

　妙なカードが入っている。手に取って目めを通した。裏うら返がえして、そちらもざっとながめる。派は手でなイラストと、イベントかなにかの日付、それに場所が記入してある。

　ふいに、玄げん関かんのほうから音が聞こえた。扉の把とつ手てをいじる音だ。伊丹冴が帰ってきたのかもしれない。だとしたらやばい。俺とイミコは完全に不法侵しん入にゆうだ。

「宇野辺さん!?」

「だまれ。もし本人なら、おめえが事じ情じようを説明すればいいんだ」

　注意を玄関のほうへ向けつつ、部へ屋やの中を素す早ばやく見まわした。状じよう況きようを把は握あくする。クローゼットの中に隠かくれられるかもしれない。いざとなったら窓まどから逃にげることもできる。

　だれかが把手をまわしている。それはたしかだ。ちくしょう、俺はともかく、イミコは靴くつを玄関に置いたままだ。取ってくる暇ひまはないだろう。外のだれかは鍵かぎをあけようとしているらしい。いや、待て──

「おいイミコ。鍵、かけたか？」

「いえ。わたしはかけていませんわ」
















　玄関の扉が外側へひらいた。外のやつが、扉に鍵がかかっていないことに気づいたのだ。

　見えた。伊丹冴じゃない。男の顔があった。やたらと彫ほりの深い、西洋人風の顔だち。髪をうしろへなでつけ、オールバックにしている。

　そのうしろにも、もうひとつ別の顔があった。こちらは明らかに日本人だ。背せが低く華きや奢しやな体たい格かく。大きなサングラスで顔を隠している。

　先頭のオールバックは中に人がいるとは思っていなかったらしく、度ど胆ぎもを抜かれたような顔をしている。サングラス野や郎ろうは腕を前につきだし、やたらと顔を隠そうとしている。どうも見おぼえがあるように感じるが……。

「何者だ？」

「宇野辺さん、あれ！」

　イミコが鋭するどい声で言った。俺も気づいた。男たちは手になにかにぎっている。携けい帯たい電話でないことはたしかだ。

「銃……モデルガンか」

　おそらくは俺のと同じ、強力な改かい造ぞうモデルガンだ。あるいは本物か。

　男のひとり、オールバックのほうと目があった。俺はショットガンをふりあげた。

　かまえた。弾だん丸がんを薬室に送りこんだ。オールバックとサングラスの表情が変わった。俺は撃うった。せまい室内に核かく爆ばく発はつ級きゆうの音が響ひびいた。イミコが両耳に手を当てて悲鳴をあげた。

　ＢＢ弾が反はん射しやしてくる。やつら、寸すん前ぜんで扉をしめやがったらしい。

「いきなりなにをするか！」

　相手のどら声が響いた。オールバックのほうだ。扉があいた。すき間から銃を持った手がのびてきた。

「あぶねえっ！」

　イミコを横へつきとばし、自分も同じ勢いきおいのまま床ゆかへ転がった。背はい後ごのガラス窓にひびが入った。金かな網あみの入った強化ガラスなので砕くだけはしなかったが、ＢＢ弾が着弾点にめりこんでいる。なかなかの破壊力だ。

　続けざまに弾たまが飛んできた。ガラスにめりこみ、あるいは跳ねかえって部屋中を飛びまわった。俺はクローゼットの扉に背中をつけた。連中からは死角になっており、直接ねらわれることはない位置だ。

　ショットガンに弾をこめた。洋室から玄関までの距きよ離りは三メートル。この距離で撃ちあう、というのは狂きよう気きの沙さ汰ただ。いつまでも持ちこたえられるものじゃない。

「きっと冴さまもあの悪漢どもに……」

　イミコは伊丹冴の枕を抱だきしめ、もだえている。

「ここは俺が食いとめる。おめえは窓から外へ逃げな」

「そんなっ。わたしだけ逃げるなんて、そんなことできませんわ！」

「だれもおめえだけ逃がす、なんて言ってねえさ。俺だって逃げるが──」

　クローゼットの陰かげから転がりでた。玄関に向かってショットガンをぶっぱなした。

　野太い悲鳴が耳にとどいた。連中、いくらか受けたらしい。跳ちよう弾だんが踊おどり狂くるう。

　素早くまた転がり、クローゼットの陰に身をもどした。

「とりあえず、おめえがいたんじゃ足手まといだ」

「それは、そうかもしれませんけど」

　連中が撃ってきた。またどら声が飛んできた。

「おめえら、いったいだれだ!?」

「うるせえ、それはこっちの台詞せりふだ！」

　俺もどなりかえした。しゃべっているのはオールバック野郎ばかりだ。

「早く行け！」

　またクローゼットの陰から飛びでた。ショットガンを腰こしだめにかまえ、続けざまに撃った。撃って撃って撃ちまくった。連中はたまりかね、また扉を完全にしめた。

「早く、いまのうちだ！」

「ああ、なんでこんなことになりますの。わたしは冴さまとお会いしたいだけなのに……」

「ぐだぐだ言ってないで行け！」

　イミコはうなずき、頭をかかえながら窓に取りついた。鍵をあけ、ほぼ完全に割れた窓を──おっかなびっくり──横へすべらせる。

　俺はロングコートのポケットから弾を出して、銃につめなおした。ついでに靴くつをはいた。もはや土足云うん々ぬんを気にしているような状況じゃない。

　連中が扉をあけた。フル装そう塡てんで撃ってきた。

「やかましい！」

　俺おれも撃ちまくった。連中は悲鳴を上げて扉をしめた。サングラス野郎の声には聞きおぼえがあった。耳にたこができるほど聞いた悲鳴。

「あの野郎。まさか……」

　俺は座卓を引っぱってきて横よこ倒だおしにし、簡かん易いバリケードを作った。これである程てい度どは窓まどへの着弾を減へらすことができる。

「宇野辺さん。ここ、二階ですわ。かなり高くて……どうしましょう？」

　イミコがとぼけた顔で助けを求めてくる。

　俺は舌した打うちし、クローゼットの中から毛もう布ふをつかみだして、それを手に窓のそばへ駆かけよった。

「これの端はしを持ちな」

　窓はすでにあいている。ベランダの柵さくは気持ち程度についているだけだ。

「これを持つのですね？」

　イミコが毛布の端をつかんだ。俺は扉に一発かましておいてから、ショットガンを腋わきの下にはさみ、イミコの華きや奢しやな身体からだをかかえあげた。

「きゃあっ。なにをなさいますの!?」

「先に降おりてな。そいつを放すんじゃねえぜ……命いのち綱づな代わりだ」

　彼女の身体を放ほうり投げた。彼女が落ちきる前に毛布のもう一方の端をつかむつもりだった。だが手がすべった。つかみそこねた。

　にぶい落下音とともに、彼女の断だん末まつ魔まを思わせる悲鳴が耳にとどいた。

「やべえ」

　ひらきかけた扉にもう一発かました。窓をあけ、せまいベランダに出た。

　柵から身を乗りだして下を見た。イミコは奇き跡せき的てきに無ぶ事じのようだ。植えこみの上に落ちて助かったらしい。毛布の端をつかんだままの状態で腰を抜かしている。

「連中、すぐに追いかけてくるぞっ。早く逃げろ！　俺はその毛布の上に飛びおりる！」

「あっ、あんまりですわ！」

　イミコは低木の枝を乱らん暴ぼうに折り、俺に向かって放り投げた。転がるようにしてアスファルト舗ほ装そうの道へ降りると、こちらに背せ中なかを向け、おぼつかない足取りで遠ざかりはじめた。裸足はだしのままでひょこひょこと歩いていく。

「いい子だ」

　足に激げき痛つうが走った。しまった──下に気を取られていた。撃たれたのだ。オールバックとサングラス（シュールな映画のタイトルみたいだ）が銃をかまえ、部屋の中へ踏ふみこもうとしている。

　オールバックのほうは好戦的そうな目をしており、やる気まんまんに見える。それに対して、小こ柄がらなサングラスのほうは乗り気薄うすで、いやいやつきあわされている、といった雰ふん囲い気きだ。俺の知っている男がふだん見せる態たい度どと一いつ致ちする。

「そのままだ。動くんじゃねえ」

　オールバックが言った。俺は左手を上げ、右手のショットガンを下へおろす──ように見せかけて銃じゆう口こうを上げ、オールバックの股こ間かんめがけてぶちかました。

　ズパァァァァン！

「ぐおう！」

「曽そ根ねさん!?」

　サングラス野や郎ろうが言った。言った直後に「しまった」という顔つきになった。いまの声。まちがいない。このサングラス野郎はヒトミだ。守しゆ衛えいのところに残してきたはずだが──。

「ヒトミの野郎。こんなところで、なにをやってやがる？」

　あいつがとっさに口走った言葉を信じるなら、オールバックのほうは曽根という名前らしい。なかなか手ごわそうな相手だ。ヒトミはオールバック野郎、曽根の指示で動いているようだから──ここは逃げたほうが得とく策さくだろう。

「あばよ。また会おうぜ」

　ヒトミをにらみつける。ヒトミは目をそらした。

　俺はベランダの柵に背中からのしかかった。そのまま床を蹴けり、あお向けに倒れて──毛布を敷いた植えこみの上へ、肩かたと頭から落ちた。







　太ふと腿もも、膝ひざ関かん節せつのすぐ上あたりに痣あざができていた。オールバックとサングラス──いや、オルバックとヒトミのふたり組に撃うたれた痕あとだ。並なみの痛いたさではない。スーツのズボンには小さな穴あなができている。そこから弾が貫かん通つうしたのだ。

「ヒトミの野郎。ただじゃおかねえ」

　早々に見つけて、確かく実じつにぶちのめす。俺の代わりに始し末まつ書しよも書かせる。そして、なんであんなオールバック野郎といっしょにいたのかを吐はかせる。

　まったくわけがわからない。あのオールバック野郎はだれだ？　なんで伊丹冴の部へ屋やに現あらわれた？　ヒトミとはどんな関係だ？　いきなり撃ってきたということは、ろくな人間じゃないだろうが……。

　足をさすりつつ、来た道をもどった。イミコとはぐれてしまったが、殺人課のオフィスにいればそのうち会えるだろう。ヒトミを見つける方法もじっくりと考えられる。

　芝しば生ふにかこまれた通路を歩いた。右手に本ほん校こう舎しやがあり、左手にはちょっとした植えこみと土手、それに背の高い木々をはさんで、事じ務む棟とうや部室棟の建物が見えている。

　殺人課オフィスのある倉庫が見えてきたあたりで、だれかに呼よびとめられた。

「待てよ、〈ショットガン刑で事か〉」

　俺はふり返った。

　茂しげみの間から全ぜん裸らの男が出てきた。下着すら身につけていない。生徒会所しよ属ぞく・刑事部風紀課の刑事、通つう称しよう〈まるだし刑事〉だ。茂みの間でなにをやっていたのかはまったくわからない。風紀課、という彼の配属先に疑ぎ問もんをとなえる声は少なくないが、まちがいなく凄すご腕うでと呼べる、有ゆう能のうな刑事だ。

「どうしたんだ？　〈まるだし刑事〉」

「刑事部長が呼んでるぜ」

「部長が？」

「またなにかしでかしたらしいな、〈ショットガン刑事〉」

〈まるだし刑事〉はにやりと笑い、俺の胸むねをこづいた。思わず彼の下半身に目が行きそうになったが、俺はなんとかその誘ゆう惑わくをこらえた。彼はこの格かつ好こうで容よう疑ぎ者しやや目もく撃げき者しやの警けい戒かい心しんをゆるめ、数々の自じ供きようや証しよう言げんを引きだしているのだ。

「なにをやったんだ？」

「心当たりがありすぎて、まったくわからねえ」

　俺はこたえた。〈まるだし刑事〉は「早めに顔を出したほうがいいぜ。部長のやつ、いまにも噴ふん火かしそうな面つらをしてた」と言って遠ざかっていった。尻しりが白い。

「刑事部長ね……」

　ふだんなら無視するところだが──刑事部のオフィスへ行けば、ヒトミの行方ゆくえをつかめるかもしれない。行ってみても損そんはないだろう。







　部室棟というのは、主に文化部の部室が大量につめこまれている巨きよ大だいな建物だ。高さは五階建て。生徒会所属・刑事部の、殺人課以外のオフィスはその三階にあり、一ひと部へ屋やにまとめられている。ちなみに生徒会長室、ならびに生徒会の執しつ行こう部ぶ室しつは最上階にある。

　陰いん気きな階かい段だんを上がり、陰気な廊ろう下かを奥おくへ進んだ。すれちがった男子生徒は陰気な顔をしていた。この建物に来るといつも気分が沈しずむ。

　ノックをして扉をあけた。刑事部のオフィス。教室程てい度どには大きな部屋で、向かいあわせに置かれた事務机が二列、ならんでいる。刑事部長のオフィスはその端、ガラス壁かべで仕切られた、「部屋の中に作った部屋」のような場所にある。必要とあればブラインドを下ろし、刑事部屋の騒そう音おんと視し線せんを完全にシャットアウトできる空間。
















「よう」

　俺は言った。扉の近くにいた五人ほどの生徒──刑事部の刑事たちが顔を上げた。〈出で歯ば亀がめ刑で事か〉と、あとの連中は名前を思いだせない。要するにたいした連中ではない、ということだ。

「よう〈ショットガン刑事〉。ずいぶんと苦く情じようが来てるぜ」

〈出歯亀刑事〉が言った。こいつは盗ぬすみ見と盗み聞きだけで事件を解かい決けつするという、とても破は廉れん恥ちな刑事だ。

「心当たりがありすぎて、まったくわからねえな」

〈まるだし刑事〉に言ったのとまったく同じこたえを返した。

「それよか、ヒトミの野郎、見てねえか？　執行部の使いっ走りをやってるやつだが」

「さあ、知らねえな。みんな知らねえか？」

〈出歯亀刑事〉は同どう僚りようたちのほうをふり返った。反はん応のうはいまいち。刑事部の連中は首をかしげたり、肩をすくめたりするばかりだ。使えないやつらめ。

「どこへ行けばつかまえられる──」

「〈ショットガン刑事〉！」

　視し界かいの隅すみで扉とびらがひらいた。考えるまでもない。刑事部長の岡おか町まちが部長のオフィスから出てきやがったのだ。

　こいつはきまじめな男で、生徒会長の側近をつとめていることもあり、生徒会の組そ織しき内ではそれなりに幅はばをきかせている。だがなんのことはない──結局のところ、俺おれと同じ、北摂高校の二年でしかない。

「なんです？」

　俺はぶらぶらと近づいていった。刑事部長は半びらきの扉から頭をつきだし、〈まるだし刑事〉の言葉どおり、火を噴ふきそうな目で俺をにらんでいた。

「なんです、じゃないだろう。早く入れ！」

　俺は素す直なおに言うことを聞き、ガラスに木き枠わくのついた扉をうしろ手でしめた。刑事部長は神しん経けい質しつそうに部へ屋やのブラインドを下ろし、刑事部屋にいる連中からは中が見えないようにしている。

「いったいなにを考えているんだ。どれだけの苦情が来たと思ってる？」

「心当たりがありすぎて、どれのことやら」

「一番問題なのが、化学の豊津先生をぶちのめした件けんだ。化学準じゆん備び室しつを廃はい墟きよに変えた件だ。豊津先生がなにをしたっていうんだ!?」

　言われて、考えてみた。伊丹冴のことをしっかりとおぼえていたから、彼女に色目ぐらいは使っていたかもしれないが──まあ、たしかに、豊津がぶちのめされるようないわれはないかもしれない。

「俺のお願いを素直に聞いてくれなかったから、ですかね」

「冗じよう談だんじゃないぞ、まったく」

　刑事部長はどでかい事じ務む机づくえの向こう側へまわり、いらだたしそうに靴くつ底ぞこをこつこつと鳴らした。

「体育倉庫を無む茶ちや苦く茶ちやにしたばかりだというのに……」

　俺は首をかしげた。

「それにしても、なんでわかったんでしょうかね。豊津の野郎、俺が生徒会所属の刑事だって」

「現げん場ばで名乗ったからだ！　宇野辺、なんて名前でショットガンをふりまわすやつが、そう何人もいてたまるか！」

　俺は兄あに貴きのことを考えてみた。たしかに兄貴はショットガンをふりまわしたりはしない。

「なるほど。それで？」

「それだけじゃない。事件の捜そう査さと偽いつわっての女じよ子し寮りよう侵しん入にゆう。寮内での銃じゆう撃げき戦せん展てん開かい！」

「よくあることじゃないですか」

「それが問題なんだ！」

「それにしても、やけに早く伝わったもんですね」

　たしかに、先に発砲したのは俺だが──やらなきゃやられる状況だったのだ。

「あたり前だろう!?　生徒会刑事部の人間が進んで治安を乱すなどと……」

「待ってくださいよ。あれは、俺だけの責せき任にんじゃありませんよ」

「言い訳は聞きたくない！　停学……いや、退たい学がくになっても文もん句くは言えないような行こう為いだ。最低でも五十時間の社会奉ほう仕し活動！」

「そ、それは長いな」

　なぜ女子寮への侵入がばれたのだろう？──って、守しゆ衛えいに警けい察さつ手て帳ちようを見せたのだからあたり前か。銃撃戦もそのあたりから伝わったにちがいない。

「刑事部長。ところで、執行部にヒトミっているでしょう。あいつと連れん絡らくを取る方法、ありませんかね。携けい帯たいでもなんでもいいんですが」

「やかましい！　〈ショットガン刑事〉、君はパトロール警官からやり直しだ。一から出直して──」

「いやだ」

　俺は神かみ業わざ級きゆうの速さでショットガンを持ちあげ、腰の位置で撃った。凶きよう暴ぼうな音が耳を聾ろうした。刑事部長の身体からだが後方へふっとんだ。手を前につきだし、中国の妖よう怪かいみたいな格かつ好こうになって窓にぶち当たった。窓ガラスが蜘く蛛もの巣す状じように割われた。

「しまった。思わず手が……」

　刑事部長の身体はそのまま粉ふん砕さいされたガラスともみくちゃになり、窓の向こう側へ消えた。建物の外へ飛びだし、階下へ落ちて見えなくなった。下には常じよう緑りよく樹じゆがたっぷりとしげっているから、死ぬことはないだろう。べつに死んだっていい。いや、やっぱまずいか。

「またやっちまったぜ」

　ガラスのなくなった窓から風が吹ふきこみ、事務机の上の書類をぱらぱらとめくった。髪かみの毛が巻まきあげられ、少しくすぐったい。先のことを考えるのはやめよう。

　俺はショットガンを肩かたにかついで、刑事部長のガラス部屋から出た。刑事部の連中は「またやりやがった」という非ひ難なんの目で俺の顔を見ていた。「刑事部長の八つあたりを受けるのはこっちなんだぞ」という目。〈出歯亀刑事〉の目つきは爬は虫ちゆう類るいめいていてよくわからない。どうせ俺が部長をふっとばす瞬しゆん間かんも見ていたのだろう。それも、こっそりと。

　俺は壁かべ際ぎわにすわっている連中のうしろを意い気き揚よう々ようと歩き、部屋を出ようとして──扉の横、壁にかかっているコルクボードに目を引かれた。

　校内で起きた食い逃げ、窃せつ盗とう、強ごう盗とう、痴ち漢かん、盗とう撮さつなどの容疑者の似に顔がお絵え、あるいは顔写真などが貼はりだされ、罪ざい状じようなどの簡かん単たんなメモが添そえてある。画が鋲びようの代わりにダーツの矢でとめてあるのは、この部屋の人間が容疑者どもの写真でダーツ遊びをしているからだ。盗撮野郎の額ひたいには特に大量の穴あながあいている。そんなにこいつを嫌きらうなら〈出歯亀刑事〉なんて使うなよ、と思ったが、気になったのはそんなことじゃない。

　オールバック野郎、曽根の写真があった。たまたま校内の行事で撮さつ影えいされたものらしい。容疑は恐きよう喝かつ。注ちゆう釈しやくとして、『総そう持じ寺じファミリーの関係者か？』と書いてある。総持寺ファミリー。聞いたことがある。いや、それどころの話じゃない──。

　糸口が見えた。



















「出るぜ」

　やっと殺人課のオフィスに現あらわれたイミコに、立ちあがりながら声をかけた。

「出るって……いまから、どこかへ行くんですの？」

「そうさ。ぐずぐずしてるんじゃねえ。おめえも行くんだぜ」

「だって、そんな、あんなことがあったばかりですし」

「知りてえんだろ？　あの女が、伊丹冴がいまどうなっているのか」

　俺おれはイミコの手首を引いた。彼女は狼ろう狽ばいと俺の勢いきおいに流され、あっさりとしたがった。いい感じだ。俺のペース。彼女は状じよう況きようの変化に目をまわしてしまい、俺がベランダで毛もう布ふをつかみそこねたこと──結果的に彼女を二階からつき落としてしまったことを完全に忘わすれている。

「そう、冴さまのことです！　さっき部へ屋やに入ってきた人たち。冴さまと、どういう関係がありますの!?」

「それを知るために出るのさ」

「ヒトミさんを待ったほうがよろしくありません？」

「あいつは俺がぶっ殺す」

「こ、殺すんですの？」

　びっくりしたようにくり返した。

「い、いや……こっちの話だ」

　いまヒトミのことをイミコに話したところで、よけいな混こん乱らんをあたえるだけだろう。俺自身、ヒトミの野郎がなぜオールバックにこき使われていたのか、想そう像ぞうもつかない。だがすぐにわかるはずだ。

　引きだしをあけ、中からリボルバー式の拳けん銃じゆうを取りだした。これも三年のダチ製せい作さくの改かい造ぞうモデルガンだ。弾だん倉そうを出して、弾たまがこめられていることを確かく認にんする。

「それは？」

「また襲おそわれない、とはかぎらねえからな。護ご身しん用だ──念のために持っとけ」

　銃じゆう把はのほうを彼女に向け、差しだした。

　彼女はおそるおそる、手のひらの上に載のせた。目をぱちくりとさせながらながめている。

「撃うってみるか？　持ち方ぐらいはわかるだろ。そこの、それ……そう、そうやって安全装そう置ちをはずすんだ」

　イミコのうしろをまわって扉とびらをあけ、出るように顎あごで示した。彼女は殺人課のオフィスから出た。前には芝しば生ふの敷しき地ちが二〇メートルほど広がっている。

「あそこに空き缶かんが見えるだろ？　あれを的にして練習してみろ」

「はぁ」

　彼女は片かた目めをつむり、両手で銃をかまえた。そして撃った。

　スチール製せいの空き缶が高く、三メートルほどの高さまで跳はねあげられた。彼女はまた撃った。続けざまに撃った。腹はらの底をふるわせる音が響ひびいた。その音に重なるようにして、かん高い音が連続して響いた。

　空き缶は着地する前に何度も宙ちゆうへ跳ねあげられ、ひしゃげ、完全に変形し、そして落ちた。全弾命中。

　俺は額ひたいと背せ中なかに冷ひや汗あせが伝うのを感じた。全身に鳥とり肌はだが立っていた。

「まあ、当たりましたわ」

「す、筋すじがいいな」

　ワイルド・ガンマン級の腕うでだ。







　イミコの手を引いて歩いた。彼女はつんのめるようになりながらもついてきた。ひらひらとした丈たけの長いスカートが足にまとわりついており、ひどく動きにくそうに見える。靴くつは新たに調達したらしい。金持ちのお嬢じよう様さまは靴ぐらいいくらでも持っている、ということか。

　本ほん校こう舎しやの時と計けい塔とうを見上げた。時じ刻こくは午後の六時前。ちょうどいい時刻だ。

「総持寺って名前の悪あく党とうがいるのさ。たいしたことはねえんだけどな。まあ、それなりの悪ワルだ」

　彼女は「総持寺……」と、反はん芻すうするような調子でつぶやいた。

　ずいぶんと遅おそい時間だが、ふだんとは異なり、敷しき地ち内から人気が絶たえることはない。皆みな、明後日の土曜日から始まる学園祭に向けて、準じゆん備びに追われている。鞄かばんをさげた、帰宅途と中ちゆうらしい教きよう師しの姿すがたもぽつりぽつりと目につく。前からは部活を終えたばかりらしい、首からタオルをかけた三人組が歩いてきた。

「そう、総持寺だ。やつは表向き、おしぼりの宅たく配はい／回かい収しゆうサークルの会長をやってる。いろんな部室や会議室に熱々のおしぼりをとどけて、見返りに謝しや礼れいをもらう、という営利目的のサークルだ」

「そんなに悪いこととは思えませんけど」

　イミコは遠えん慮りよがちに口をはさんだ。俺は彼女の手をさらに引きよせて言った。

「だから表向き、と言ったんだ。サークルの運営はカモフラージュさ。裏うらでは賭と博ばくの胴どう元もと、高利貸し、盗とう品ひん売買、麻ま薬やく取り引きの元もと締じめなんかをやってる。正確には、そういうことをやってる組そ織しきの一員、ってことだ」

　北摂高校には、いわば学内マフィアと呼よべるような連中が跋ばつ扈こしている。一いつ般ぱんの生徒には想像もできないことだが、まさに裏社会と呼べるような構造が根を張はりめぐらせているのだ。組織の規き模ぼや数は謎なぞにつつまれている。

　総持寺は比ひ較かく的てき大きな組織の下っぱといううわさだった。下っぱとは言っても、独どく自じの部下を多数かかえており、一応は総持寺ファミリーと呼べるような集団を形成している。要するに、これから大物にのしあがることも考えられるし、あっさりつぶされる可か能のう性せいもある、といった微び妙みような立場ということだ。

「その総持寺という人と今日のふたり組に、つながりがあると？」

「さっき刑けい事じ部ぶの大おお部べ屋やで知ったんだが、そういう情じよう報ほうがあるらしいぜ。確かく証しようはないんだろうが、まず当たりと見ていいだろう。なんたって、あれだけ強力な銃を持ってやがったんだ。普ふ通つうの連中が手にいれられるような代しろ物ものじゃねえ」

「あの人たちにつれさられてしまったのでしょうか。冴さまは」

　イミコは想像するだけでも恐おそろしい、というように肩かたをふるわせた。ふたり組の一方がヒトミだなんて夢ゆめにも思わないのだろう。そういえば、化学教師・豊津の研究室で伊丹冴の名前が出たとき、ヒトミは妙みような反はん応のうを示していた。あの野郎、最初から伊丹冴のことを知ってやがったのか。だとしたら、なんで俺に言わなかった？

「わからねえな。だが、あのふたりが伊丹冴をつれさったのだとしたら、なんでまたあの部屋に来てたのか、という話になる。まあ、それをたしかめに行くんだけどよ」

　ぶっちゃけた話、俺と総持寺はまったくの他人というわけじゃない。入学したてのころ、入学式のときの席が近かった、という理由で親しくなり、よく一いつ緒しよに昼飯を食べていたのだ。いつの間にか疎そ遠えんになり、気づけばまったく逆ぎやくの道を歩いていたわけだが。会って話すことができない、ということはないだろう。

　それにしても総持寺のやつ、たった一年半で、コネがないわりには出世したものだ。

「この先に第三食堂があるだろ？　総持寺は、たいていはそこのボックス席で仲間たちとだべってる。いま行けばきっとつかまるさ」

「本当に行くんですの？」

「行きたくなさそうだな」

「怖こわくはないのですか？　そんなところへ、たったふたりで行くだなんて」

「大おお勢ぜいで行くほうが物ぶつ騒そうじゃねえか。よけいな警けい戒かい心しんを抱だかせちまう」

　イミコの横顔をながめた。どうやら本気でおびえているようだ。脳のう天てん気きなお嬢じよう様さまらしくない──いや、いまの態たい度どのほうが、むしろお嬢様らしいと言うべきか。

「無理もねえな」

　俺自身、勝手に舞まいあがってしまっていたが、やくざとの会談にこんな小こ娘むすめをつれていく、というほうがまちがっているのかもしれない。

「そりゃあ、冴さまのことは気になりますが」

　イミコが消えいりそうな声でつぶやく。

　第三食堂が近づいてきた。昔からあった食堂が最近改装されたもので、外観は汚きたならしいコンクリートの箱だが、一歩中へ踏ふみこめばおどろくほどゴージャス。ソファつきのボックス席がある、という点からして、本校理事長の異い常じような性せい格かくがうかがえるというものだ。

「わかった。おめえは、外で待っててもいいぜ。言われてみりゃあたしかに、いないほうがいいかもな。心配事が少なくてすむさ」

「かまいませんの？」

「たぶん十分もかからねえ。面おも白しろくなってきやがった」

　イミコを入り口の脇わき、自じ販はん機きの前に残して、食堂の中へ入った。







　第三食堂は夜の八時まであいている。広さは教室三つぶん程てい度ど。ちょっと照明を落としたファミレスといった雰ふん囲い気きだ。席の埋うまり具合は半分ぐらいで、夕食をとりつつだべっている生徒の姿があちこちに見える。

　一番奥おくの、馬ば蹄てい形けいになったボックス席に、態度のでかそうな連中が五人ほどかたまっていた。ソファの脇に立っているふたりは見まがいようがない。オールバック野郎と、サングラスをかけたヒトミ。

「やっぱまちがいねえ。あいつだ……」

　俺おれは堂々と近づいていった。席のまん中にすわっているのが総持寺だとわかった。一年前と比くらべると、髪かみ型がたが変わっており、少し老ふけたように見える。その左右にひとりずつ──これは取りまき兼けんボディ・ガードといったところだろう。なかなか体たい格かくがいい。立っているふたり組の一方、ヒトミのほうはボディ・ガードにもならない。

「よう。ひさしぶりだな」

　総持寺以外の四人が俺のショットガンに目をとめ、顔色を変えた。左右の大男がテーブルの上に手をのばし、立ちあがりかけた。オールバックが懐ふところに腕うでを入れた。ヒトミは俺の姿すがたを見てパニックにおちいったらしく、逃にげ道をさがすように視し線せんを左右へ往おう復ふくさせまくった。

　総持寺が手をふってそれらの動きを制せいした。すでに、伊丹冴の部へ屋やに来たふたりから銃撃戦のことを聞いており、相手が俺だと知っていた──あるいは見当をつけていたらしい。

「安心しな。弾たまは入ってねえ」

　俺はショットガンをテーブルの上に置いた。衝しよう撃げきで灰はい皿ざらと酒と水のグラスが少しすべった。食堂で酒は出せないはずだが、こいつらは特別らしい。弾は入っていない、と言ったが、もちろんそれは噓うそだ。さっき殺人課のオフィスへもどったときに、フル装そう塡てんしてある。

　ヒトミにたっぷりと、だがほかの連中が勘かんぐらない程度に視線を送った。あとで説明してもらうぞ、という意味をこめた視線。ヒトミはなんとか目を合わすまいとしていたが、やがてあきらめたらしく、がっくりとうなだれた。

「ひさしぶりだな、宇野辺。なんの用だ？」

　総持寺が言った。金色に染そめた髪を長くのばし、左右に流している。マフィアと言うよりは、ちんぴらの大将といった印象だ。顔が赤くなっており、けわしい目もとがぴくぴくと痙けい攣れんしている。かなり飲んでいるらしい。そして、どうやら、かなりいらだっているらしい。怒いかりの原げん因いんは俺──ではないように思える。

「昔話をしに来た、ってわけじゃなさそうだが」

「ちょいと訊ききたいことがあってな」

　俺は言った。なんだか、どこかで聞いたような台詞せりふを言いあっているような気がする。

　それはともかく、俺は険けん悪あくな表ひよう情じようでにらみつけてくる取りまきどもを無視して、どっかと席にすわりこんだ。目の前のテーブルには新聞紙がふせてあり、少し中心がふくらんでいた。下には銃が隠かくしてあるのだろう。

　銃に目くばせしてみせた。

「出世してるようだな」

「おめえとちがってな」

　総持寺はそっけなくこたえた。俺は笑って受けながした。

「俺が生徒会所しよ属ぞくの刑事をやってるってことは、知ってるんだろ？」

「ああ、聞いてる。あい変わらず無茶をやっているらしいな」

　少し、昔の総持寺が現れたように思った。だが顔は不ふ機き嫌げんそうなままだ。よほど腹にすえかねることがあったらしい。来る時期が悪かったかもしれない。
















「まあな。でもって、いまは、行方ゆくえ不明になった女をさがしてるんだが。いろいろと聞きこみをしてるうちに、なぜかおめえの名前が出てきた。知ってるなら教えてほしいと思って、ここへ来たわけだ」

「なんて女だ？　俺が知っている女はごまんといるし、俺を知ってる女も同じだけいる。悪いがいまは忙いそがしい──」

「伊丹冴って女だ」

　俺の言葉を聞くなり、総持寺の顔色が赤くなり、青くなり、白くなった。急に顔がぶるぶるとふるえだした。拳こぶしをにぎりしめている。大男ふたりは困こん惑わくしたような表情で総持寺のほうを向いている。立っているオールバックはヒトミになにかささやきかけている。ヒトミは視線を俺と総持寺の間で往おう復ふくさせており、オールバックの言葉はまるで聞こえていないようだ。

　俺は水の入ったグラスをつかみ、勝手にあおった。

「知ってるようだな」

「知らねえ」

　総持寺は拳をテーブルに叩たたきつけた。やかましい音が響ひびいた。

　食堂内にいた連中がぎょっとした顔を俺たちのテーブルに向けた。近くにいたアベックがそそくさと席を立った。

　総持寺は必死で激げき情じようをこらえている様子で、ゆっくりと顔を上げた。

「聞いたこともねえな。だが昔のよしみだ。調べてやってもいいぜ」

「ほう」

「その女のこと、なにかわかってんのか？　それに、どこから俺のことを──」

　最後まで言わせなかった。テーブルの上のショットガンをひっつかみ、銃じゆう口こうを総持寺の顎あごの下に押おしあてた。引き金に指をかけた。

「正直に言いな。下へ手たな演えん技ぎに用はねえ」

　直後、大男の片かた割われが新聞紙を払はらいのけ、下にあった銃をつかんだ。もう一方、俺と近いほうの大男が魔ま法ほうのような手さばきでナイフを抜ぬきだし、俺の首くび筋すじにつきつけた。オールバックも銃をかまえ、俺の顔面を蜂はちの巣すにしようとねらっている。ただつったっているのはヒトミだけだ。

　気づいた客たちが凍こおりつき、遠くのほうでバイトの女がかん高い悲鳴を響かせた。

「冗じよう談だんさ。弾は入ってねえ。そう言ったろ？」

　重ねがさね、噓だ。俺はショットガンを下ろした。

　総持寺は不機嫌そうな表情を変えず、取りまきたちに目で合図を送り、武器をしまわせた。

　俺はオールバックとヒトミにさりげなくウィンクを送った。オールバックは面食らったような顔をしている。ヒトミは疲つかれたような顔をしている。

「俺は、たんに行方不明者をさがしてるだけだ。いまのところ、たいしたことはわかっちゃいねえ。なにか情じよう報ほうが入ったら、そのときはたのむぜ。高く買わせてもらう」

　俺は席を立ち、どぎまぎしているヒトミの肩かたを強く叩いた。







「いやがったぜ、あのふたり。大当たりだ」

　イミコは食堂前のベンチに腰こしを下ろしていた。ポシェットがいびつな形にふくらんでいる。中には拳けん銃じゆうが入っている。彼女は立ちあがった。

「それで、冴さまのことは聞けましたの？　あのふたり、冴さまとはいったいどういう関係が──」

「まあ聞きな。話してたとおり、連中は総持寺の部下だった。どういうわけかは知らねえが、その総持寺自体があの女を──伊丹冴って女をさがしてるみたいだ。あのふたりを使ってな」

「冴さま、なぜそのような者たちと関かかわりあいを？」

　俺はイミコをうながし、歩かせた。

「それは聞けなかった。正せい確かくには、聞ける雰ふん囲い気きじゃなかった。総持寺が話したくなさそうだったんでな。ただ、やつはなんとしても伊丹冴をつかまえたいようだった。それに、たいした情報はつかんじゃいないようだ」

「つまり──？」

「俺から話を聞きたがる、ってことさ」

　食堂から体育館へ続く屋根つきの道を歩いた。吹すい奏そう楽がく部ぶが使っているボロく、どでかい木もく造ぞうの建物を指さし、「あっちだ」と言ってイミコを歩かせた。

「どこへ行きますの？」

「俺が総持寺なら、部下に俺のあとをつけさせる。俺を痛いためつけて情報を吐はかせるつもりだろうが、そうはいかねえ。──来てるぜ」

　イミコがふり返ろうとしたが、俺は服を引いてやめさせた。

　吹奏楽部の部室裏うらに入った。目の前には高さ二メートルほどの柊ひいらぎが植えてあり、その先には芝しば生ふの敷しき地ちが広がっている。向かいには体育館があるが、俺たちの立っている場所は柊にさえぎられており、どこからも見えない。

　芝生を踏ふむ足音が近づいてきた。どうやら慎しん重ちようにこちらの様子をうかがっているらしい。

　イミコは息をのんだ。俺はショットガンを腰の位置でかまえた。イミコに小声で指し示じを飛ばす。

「銃を抜ぬいときな」

　まずオールバックが、続いてへっぴり腰のヒトミが現あらわれた。生意気にも、まだサングラスをかけている。俺おれはショットガンを容よう赦しやなくぶっぱなした。

　ズパァァァァン！

　ふたりの身体からだがふっとび、高々と宙ちゆうを舞まった。五、六メートル離はなれた芝生の上へ、折れ重なるように落下した。銃がやつらの手から離れた。ふたりは頭をふりふり、苦く痛つうのうめき声を発している。

　俺は相手に立つすきを与あたえず、動いた。重なっている上のほう、オールバックの襟えりぐりをつかみ、吹奏楽部の部室裏へ引っぱりこんだ。相手を壁かべに押おしつける。

　壁の向こう側からヴォーッ、というチューバの音が聞こえてきた。熱心な部員がまだ練習しているらしい。こいつらを少々痛めつけたところで、悲鳴を聞きつけられる心配はない、ということだ。

「イミコ、そいつに銃を向けときな。ちょっとでも動いたら、遠えん慮りよなくぶっぱなすんだ」

「は……はい！」

　イミコはポシェットからいそいそと銃を取りだし、銃口をヒトミに向けた。そして、信じがたいことだが、あっさりと撃った。ヒトミは腿ももへまともに食らい、絶ぜつ叫きようをあげてのたうちまわった。

「ぎゃああ、痛い！　痛い！」

「な、なにをしやがる!?」

　俺はさけんだ。イミコはあたふたとした様子で、だが着実に撃げき鉄てつを起こし、次の弾たまを装そう塡てん。

「だって、宇野辺さん、動いたら撃てとおっしゃいましたから」

「妙みような真ま似ねをしたら撃て、という意味だ！　そいつは──」

「えっ。だれの真似ですの？」

「……いい。とにかく、俺が撃てと言ったら撃て。撃てと言うまでは撃つな」

　あやうくヒトミの名前を出すところだった。ヒトミは痛みに身もだえしながらも、こちらにうったえるような目を向けている。首を激はげしく左右に動かしている。オールバックの前でもう一方の──生徒会執しつ行こう部ぶだ──立場をばらされたくない、ということだろう。

　ため息をつき、オールバックに注意をもどした。

「さあて、聞かせてもらおうか。総持寺が、なんであの女を追っているのか」

「てめえ、俺たちが総持寺さんの部下だって知りながらこんなことをして、ただですむと思ってんのか？」

「ほほう」

　襟ぐりを放し、左手でオールバックの両りよう頰ほおをはさんだ。力を入れると、顎あごが下へ動いた。俺はショットガンの銃口を相手の口の中に押しこみ、わざと残ざん忍にんな笑えみを浮うかべた。

「こんなことをしたら、どうなるってんだ？　よけいなおしゃべりはいらねえんだよ」

　オールバック野や郎ろうは「あうあう」とわめき、自由にならない首を上下させて、何度もうなずいてみせた。意外と根こん性じようのない野郎だ。

「よし、それでいい。話してもらおうか──総持寺と伊丹冴の関係。それに、なんであの女は姿すがたを消したのか。なんで総持寺は見つけたがっているのか」

　ショットガンをオールバック野郎の口から抜いた。オールバックは前かがみになり、せきこみ、涙なみだ目めで俺の顔を見上げた。

「一週間ほど前に、南側の倉庫でパーティがあったんだ。大おお勢ぜいの人間を入れて馬ば鹿か騒さわぎするようなやつだ。組そ織しきの、総持寺さんよりはもっと上の地位にいる人たちの主しゆ催さいだった。それで、俺たちは会場の警けい備びをまかされていたんだ」

　すっかり忘わすれていた。伊丹冴の部へ屋やを調べたとき、引きだしの中から葉書大のイベント告知カードを見つけていたのだ。それの日付がちょうど一週間ほど前だった。俺はポケットに手をつっこみ、それを出して、オールバックの前につきつけた。

「これだな？」

「それだ……どこで見つけた？」

「伊丹冴の部屋でだ。おめえらが踏ふみこんでくる直前にな」

「宇野辺さん、勝手に冴さまの物を持ちだしましたの!?　そんなの、ゆるされることではありません！」

「うるせえ！　だまってそいつを見み張はってやがれ」

　イミコをどなりつけた。彼女はしっかりと銃をかまえている。小こ柄がらなヒトミは尻しり餅もちをついた姿し勢せいで、いまにも失しつ禁きんしそうな表情をしている。

　銃口をオールバックの額ひたいにぴったりとつけた。

「続けな」

　オールバックはこめかみから冷ひや汗あせを流し、うなずいた。

「イベントは、資し金きん集めのパーティを兼かねてたんだ。あの日は組織に縁えんのある連中がいっぱい来てて、カネをわたしてた。正確には、明後日の学祭で使う金券だが」

　南側の倉庫は殺人課のオフィスがある建物とちがい、かなりばかでかい建物だ。体育館を小ぶりにしたような構こう造ぞう。いまは使われておらず、うわさによると、この学校が建てられる前からそこにあったらしい。資金集めのパーティにはうってつけの場所と言えるだろう。

「それで？　そのパーティと伊丹冴に、どんな関係がある？」

「パーティ会場で、集められたカネがごっそり盗ぬすまれたんだ。そのときは俺が……」

　声がとぎれる。なんだか言いたくなさそうな態たい度どだ。

　俺はショットガンの銃口を相手の額にぐりぐりと押しこんだ。

「おめえがどうしたんだ？」

　オールバックは舌した打うちをしたが、しぶしぶ、といった態度で口をひらいた。

「そのときは、俺が見張りをやってたんだ。犯人にぶん殴なぐられて気を失っちまったんだが……意い識しきがなくなる寸すん前ぜんに、相手の顔をしっかりと見た。でもって、その相手ってのが、冴って呼よばれてる女だった」

「おめえが犯はん人にんなんじゃねえのか？　それで、伊丹冴に罪つみをかぶせようと思った」

「そんなわけねえだろ。この顔を見やがれ！　疑うたがわれて、どれだけ痛いためつけられたと思ってやがる!?」

　オールバックの顔をながめた。言われてはじめて気づく程てい度どだが、たしかに頰ほおが腫はれており、うっすらと青あざがついている。顔以外の場所はもっとひどく殴られたはずだ。総持寺の野郎、容赦なしじゃねえか。

「俺は、べつに冴って女を知ってるわけじゃねえんだ」

　オールバックが苦々しげに続ける。たとえ相手が自分のボスとはいえ、殴られたことを告白するのは屈くつ辱じよくだったのだろう。

「いつのパーティだったかおぼえちゃいねえが、とにかく、どこかの会場で見かけたんだ。ちらっと見て、いかす女だと思った。その女のことを、連れらしい女が、冴って呼んでたんだ。そのときはそれっきりだったから、本当に冴って名前なのかどうかもわからねえ。ただのあだ名かもしれねえ」

「だが、有力な手がかりであることはたしかだ」

　俺の言葉に、オールバックはそうだ、というようにうなずいた。

「それから、俺たちは犯人さがしを命じられて、学校中の冴をさがしたんだ」

「待て。俺たち、と言ったが──そいつも総持寺の部下なんだな」

　ヒトミのほうへ目くばせ。ヒトミはイミコに撃うたれた腿ももをさすりながらも、さっきと同じように首をふりふり、俺のほうを見ている。

　オールバックは、そんなことはどうだっていい、というように手をふって続けた。

「そうだ。それで、俺たちは冴って名前のやつを片かたっぱしから調べた。三人目でやっとそれらしいのに当たって、そいつが」

　ヒトミのほうを目で示しめした。

「部屋をつきとめたっていうんで、踏みこんでみたら──」

「俺とイミコがいたってわけか」

　俺は納なつ得とくしてうなずいた。

「なるほどな。パーティでカネを根こそぎ盗まれた、なんて話は総持寺にとっちゃ恥はじだ。さっきは言いたがらなかったわけだぜ」

　やたらと腹を立てていた理由も説明できる。金券は学園祭が終われば、すなわちあと二日ないし三日で紙かみ屑くずに変わるのだ。それまでになんとしても見つけなくちゃならない、という焦あせりが現あらわれていたのだろう。

「組織の上の連中は知ってんのか？　おめえらが警備にしくじった──カネを盗まれたってことをよ」

「言えるわけねえだろう!?　だけど、あと二日以内にカネは引きわたさなくちゃならねえ。それまでに見つけられなきゃ、総持寺さんも俺おれたちも、きっと殺されちまうぜ」

「待ってください！　噓うそです、そんなわけありませんわ。冴さまが盗みを働くだなんて、そんなこと！」

　イミコが金切り声で言った。彼女は銃をヒトミにつきつけた姿勢で凍こおりついていた。顔面蒼そう白はくでガタガタとふるえている。伊丹冴が盗みをやったかもしれない、という事実に衝しよう撃げきを受けたらしい。ヒトミはイミコの銃で撃たれた場所をさすり、この場の成りゆきを見守っている。しゃべりたいけどしゃべれない──そんないらだちが伝わってくる。

「本当のことを言ってください！」

「わかってるだろ？　こいつらは、噓はついちゃいねえ」

　俺はなだめるように言い、ショットガンの銃口を下ろした。オールバックはホッとした様子で、下を向いた銃口をながめた。

「なぜ冴さまがおカネを盗みますの!?」

「カネを盗むのに理由がいるか？」

　俺は言った。イミコはしゃくりあげ、ぶんぶんと首をふり、地面に目を落とした。

「そんな……そんなこと……」

「なにか事情があるのかもしれねえ。本人に会って、直ちよく接せつ聞いてみりゃいいさ」

「なあ」

　オールバックが腰を上げ、気まずそうに服のしわをのばした。

「おめえらは、なんであの女をさがしてるんだ？　盗みの仲間が分け前でもめてんのかと思ったが、そうでもねえらしい」

　俺は肩かたをすくめ、イミコのほうへ首を倒たおした。彼女はわなわなとふるえ、銃を持った手で自分の頭を抱かかえている。ヒトミはそのすきに這はって逃にげだそうとしている。正しい判はん断だんだ。いまのイミコは突とつ発ぱつ的てきになにをしでかすかわからない。

「あのガキが、伊丹冴にほれてるんだ。ただの片かた想おもいなんだが、どっこい、最近は伊丹の姿すがたが見えねえ。それで気になって、あいつは俺に調ちよう査さを依い頼らいしてきた。そんなところだ」

「お、女が女にほれるのか？」

　オールバックは啞あ然ぜんとした表ひよう情じようになった。俺は厳げん粛しゆくな表情を作り、うなずいた。こうでもしなきゃ、冗じよう談だんにしか聞こえない。

「俺たちはカネなんかに興きよう味みはねえ。あの女がもどりさえすればいいんだ。耳に入った情報はお互たがいに教えあうってのでどうだ？」

　俺は提てい案あんしてみた。オールバックはとんでもない、というように首をふった。

「馬ば鹿か言うな。もし女をつかまえたら、総持寺さんのところへつれていかなくちゃならねえ。制せい裁さいのためにな。それは、そこにいる女の望みとは──」

「制裁なんていけませんわ！　絶ぜつ対たいにだめです！」

　イミコが大あわてでさけんだ。オールバックは「ほらな」という仕草をしてみせた。

「目的がぶつかるんだよ。協力なんてできるわけがねえ」

「まあいいさ」

　俺は行っていいぜ、という印にショットガンを軽く動かした。オールバックは精せいいっぱい虚きよ勢せいを張ってゆっくりと歩き、ヒトミをかついで離れていった。

　俺はイミコの頭をぽん、と叩たたいた。彼女は涙にうるんだ目を俺に向けた。







　建物の陰かげから陰へ移い動どうしつつ、ふたり組のあとをつけた。俺があっさりと解かい放ほうする、なんて思ったら大まちがいだ。イミコはいくぶん沈しずんだ顔でついてくる。

「ねえ、もうやめませんか？　なんだか、手に負えなくなってきたような気がして」

「なんだ。伊丹冴が悪あく党とうだとわかって、興味がなくなったわけか？」

「そういうわけではありません！　わたしは、冴さまの無実を信じていますもの。だけど、なんだか、今日は暴ぼう力りよく的てきなことばかり。こんなの、正しくないと思いますの」

　あたりは陽ひが落ちたためにずいぶんと暗くなっており、しかも適てき度どに人の行き来がある。尾び行こうするにはうってつけだ。

「さっきのふたり組に関しちゃ、先に荒あらっぽいことをしてきたのは向こうなんだ。遠えん慮りよする必要はねえ。それ以外については、まあ、今後はひかえるようにするさ」

「そうですか？　でも」

「おめえの大好きな冴は、あんな暴力的なやつらに追われてんだぜ？　場合によっちゃ、それから助けることだってできるんだ。冴が無実だっていうなら、それを証しよう明めいしてやればいいのさ」

　学内マフィアがパーティで集めたカネ。きっと仰ぎよう天てんするような額にちがいない。うまくやればそのカネをぶんどれるかもしれない。そうでなくても、美人の伊丹冴と親しくなれるとしたら、それはそれで悪くない展てん開かいだ。いまさらこの件けんから手を引いてたまるか。

「それはまあ、そうですが……そうですよね」

　イミコは俺の思おも惑わくなど知らず、ひかえめにうなずいた。

「無実を証明して差しあげられるなら、それはたしかに、やる価か値ちがありますわ」

「だろ？　きまりだ」

　ヒトミはほどなく回かい復ふくを見せたようだ。まだふらついてはいるが、手をふってオールバックと別れた。俺の目的はヒトミのねぐらをつきとめること。やつは酔よっぱらいのような足どりで歩いていく。どうやら寮りように帰るつもりらしい。

　ヒトミは寮の敷地に入った。俺たちはついていった。イミコが男子寮の守しゆ衛えいに止められかけたが、俺は警けい察さつバッジを見せて、適当に事情をでっちあげた。守衛も、男が女子寮へ入ろうとするときほど真しん剣けんには止めない。

　相手は旧きゆう寮の建物に入った。俺とイミコはそれを下で見ていた。しばらく立っていると、三階の部へ屋やに明かりがともった。まちがいない。

「行くぜ」

　俺はショットガンを肩にかついだ。







　旧寮は建てられてから三十年近く経けい過かしている。生徒会執しつ行こう部ぶの使いっ走り兼けんマフィアの下っぱにはお似に合あいの住すま居いだ。床ゆかや階かい段だんは一歩進むごとにきしみをあげる。壁かべや扉とびらは安っぽい木もく製せい。

　ヒトミの部屋には鍵かぎがかかっていた。だが扉はショットガン一発で粉々になった。

　扉にあいたどでかい穴あなをくぐり、土足で中に入った。せまい、奥おくに窓まどと水道、洗面台があるだけの部屋。左側に二段ベッド。右側に横長のデスクがふたつ。一方の上にはパソコンが載のっており、ヒトミはその前にかじりついていた。さすがにサングラスは取っている。この部屋はヒトミがひとりで使っているようだ。

「と、虎雄さん……」

　ヒトミは立ちあがった。明らかにうろたえていた。俺に伊丹冴のことを隠かくしていた──だけじゃない。こいつは生徒会とマフィアに二ふた股またをかけていた。その事実を俺に知られた。

「説明、してくれるんだろうなぁ」

　俺はショットガンを撃うちかけたが、寸すん前ぜんで思いどとまり、歩いていってヒトミの胸むなぐらをつかんだ。ヒトミの足あしが床から浮うきあがった。椅い子すがうしろ側へ倒れた。マウスが落下し、接せつ続ぞくケーブルに引っぱられ、床から二〇センチの位置でくるくるとまわった。

「宇野辺さん、それは乱らん暴ぼうではありませんの？」

「仮かりに乱暴だったとしても、だ。おめえだって銃ぶっぱなしたじゃねえか」

　イミコに声を返した。彼女はまだ廊ろう下かにいるらしい。

「そうでしたか？」

「ヒトミを撃ったばかりだろう」

「ヒトミさん？　わたし、ヒトミさんを撃ったりはしませんわ」

　そうか──イミコは、さっき、相手がヒトミだとは知らずに銃を撃ったのだ。いまならもう話してもいいだろう。

「さっきおめえが撃った相手、サングラスの野や郎ろうは、ヒトミだったのさ。伊丹冴の部屋に来たやつもそうだ」

「ヒトミさんが？　ヒトミさんがなぜ……」

　イミコはスカートの長い裾すそを持ちあげ、苦労して部屋の中に入ってきた。ヒトミ──サングラスをはずしたヒトミを前にして、目を白黒させている。当のヒトミは気まずそうだ。

「それを、これからこいつが聞かせてくれるのさ」

　ヒトミの服をさらにねじりあげた。ヒトミはせきこみ、涙なみだ目めになった。

「放してくださいよ。ちゃんとお話ししますから……」

「それでいい」

　ヒトミを床におろし、ベッドのほうへ軽くつきとばした。ヒトミはよろめき、二段ベッドの下の段に腰を落とした。

「まず、なんでマフィアに使われているのか。あるいは、いつから生徒会と二股をかけてやがったのか。それから聞かせてもらおうか」

「二股なんて！」

　ヒトミは立ちあがり、ベッドの上の段で頭を打ちかけ、またすわりなおした。イミコに撃たれた場所がまだ痛むらしい。

「ええと。わたしにはなにがなんだか……」

「聞いてりゃわかるさ」

　イミコに言い、ヒトミへの質しつ問もんを続ける。

「じゃあなんだ？　どういう事情でマフィアとつるんでた？」

「ほんとは言っちゃいけないんですけどね……」

　上目づかいに見てくる。俺おれはあからさまにショットガンをかまえ、薬室に弾たまを送りこんだ。ヒトミはつばを飛ばしてまくしたてた。

「話します話します！　話しますから、ショットガンを向けるのはやめてください。それ、めちゃくちゃ痛いたいんですよ？　自分でためしたことないでしょう」

「あたり前だ」

　俺は言った。ヒトミはため息をついた。深く、深く。

「潜せん入にゆう調ちよう査さですよ。生徒会の」

「潜入調査？」

　俺とイミコは顔を見あわせた。ヒトミは渋しぶい顔で首しゆ肯こうした。

「そうです。学内マフィアって、実じつ態たいがなかなかつかめなくて、そのくせ規き模ぼはどんどん拡かく大だいしてるみたいで。このままだと手がつけられなくなるでしょう？」

　もう十分に手がつけられなくなってるじゃねえか、と俺は思った。

「生徒会の上じよう層そう部ぶも、かなり問もん題だい視ししているんです。それで、おとり捜そう査さというか──少しでも多くの人間をもぐりこませて、実態を調査させることになって」

「なるほどな。おめえみたいな一年なら、まだ組そ織しきの連中にも知られていねえ。生徒会の人間だってことがばれちゃいねえ」

「そう。それで、僕ぼくは、たまたま総持寺ファミリーにもぐりこむことができたんです。総持寺自体は組織でも下したっぱみたいですけど、そこから上のほうまでたどっていけるかな、実態をつかむ糸口になるかな、って──」

「何人ぐらいいるんだ？　潜入調査に駆かりだされてるやつは」

「知るわけありませんよ！　だれが潜入調査をしてるのかってことは、お互たがい秘ひ密みつなんです。僕がもぐりこんでるってことも、僕と上層部の人間しか知りません」

「よくわかりませんけど。なんだか、大変そうな世界ですね……」

　イミコがしみじみともらす。おれは眉まゆ根ねを寄せた。

「他ひ人と事ごとじゃねえんだぜ？　伊丹冴って女は、少なくとも、なんらかの形で巻まきこまれているんだ。その大変な世界に」

「まあ、それは大変！」

「おめえな……」

　わずかに脱だつ力りよくした。ヒトミに目をもどした。

「俺たちが伊丹冴の部屋へ行こうとしたとき、おめえはやけにいやがった。俺が行くのを必死で思いとどまらせようとしやがった。そのわけがやっとわかったぜ」

　俺は言った。自分で自分の言葉を吟ぎん味みした。

「伊丹冴は組織のカネを盗ぬすんだと目されてる、いわば容よう疑ぎ者しやだ。そいつがつかまらなけりゃ、総持寺は組織から切られるかもしれねえ。そうなったら、せっかくつかんだ組織へのつてが、全ぼう解明のための糸口が消えちまう。だから、おめえは俺やイミコに引っかきまわされたくなかったのさ。たまたま伊丹冴の名前が出てきた。寮の部へ屋や番ばん号ごうがわかった。それで──おめえはオールバックを先に伊丹冴と会わせて、カネを取りもどさせたかった」

「そうですの？」

　イミコの問いに、ヒトミが力無くうなずく。

「そうです。それで、とりあえず曽根を呼んだら──」

「曽根ってのは、さっきのオールバック野郎のことだな？」

　俺は確かく認にんした。ヒトミは渋じゆう面めんのままでみとめた。

「ヒトミ、おめえは伊丹冴をつかまえるためにオールバックを呼んだ。そしたら部屋への突入に無理やりつきあわされた。そのあとは俺と銃じゆう撃げき戦せんになった。そういうわけだな？」

「そんなところです」

「とことん、ついていない方ですのね」

　イミコは、めずらしく的まとを射いた感想をもらした。







「さて、ヒトミ。今後のことだが──」

　俺はショットガンの銃じゆう口こうを下げた。これ以上おどす必要はないだろう。

「今後は俺たちに協力して、総持寺たちがつかんだ情じよう報ほうはぜんぶこっちに流せ」

「冗じよう談だんじゃありませんよ！　生徒会刑けい事じ部ぶの人間と会って情報を流すなんて──マフィアに見られたらどうするんですか!?　潜入調査が台無しです。だいいち、僕の身が危き険けんじゃないですか！」

「俺に協力しねえんなら、おめえが生徒会の潜入調査員だってことを総持寺にばらすぜ」

「そんな……」

　ヒトミは絶ぜつ望ぼう的てきな表ひよう情じようになった。助けを求めるようにイミコを見るが、もちろんイミコが助けを差しのべてくれるはずもない。彼女は伊丹冴のことを第一に考えている。むしろ俺の方ほう針しんに大だい賛さん成せいのはずだ。

「……わかりました。その代わり、虎雄さんのほうも情報は流してくださいよ？　もし伊丹冴を見つけても、おカネだけは総持寺にもどるようにしてください」

「かまわねえぜ。さっきもオールバック野郎に言ったが、俺はカネに興きよう味みがあるわけじゃねえんだ。俺はこいつ──」

　イミコをまねきよせ、隣となりに立たせた。カネに興味がない、というのは噓だが、こうでも言わなきゃヒトミを丸めこめない。

「こいつの依い頼らいにこたえて伊丹冴を見つけられりゃ、それでいいんだ。やばいカネなんてごめんだぜ。それに」

　ショットガンを軽くふりあげ、また下ろしてみせた。

「こういう物ぶつ騒そうな状じよう況きようでの人さがしなら、俺みたいな刑事のほうが役に立つだろ？」

「言っときますけど、これは脅きよう迫はくですからね」

　そう言ったものの、ヒトミは俺との協力をみとめたようだ。あきらめて折れた、と言ったほうが正しいかもしれない。

「それで。伊丹冴については、どんなことを知ってる？」

　俺はたずねた。イミコも興味津しん々しんの態たい度どで身を乗りだしてきた。

「なにも知りませんよ。伊丹冴の名前をつきとめるところまではいきましたけど、それより先には進めなくて。それで、別の方向からさがそうか、ということになっていたんです」

「ほう？」

　イミコと目線を交かわした。彼女は聞きずてならない、というように、さらにさらに前へ出てきた。

「別の方向ってなんですの？」

「パーティに参加してた人間のリストですよ。最近になって思いだしたんですけど。会場では、入り口で入場者のチェックをしてた人間がいて──これも総持寺の部下なんですけどね。入場のときに学がく生せい証しようを提てい示じさせて、その名前をひかえてたらしいんです」

　ヒトミはこたえた。俺おれは倒たおれた椅い子すを起こして腰こしかけた。

「そこに伊丹冴の名前もあったのか？」

「いえ、あの女の名前はありませんでした。どこか別の場所から入りこんだらしくて。ただ──」

「ただ、なんですの？」

　イミコが手を固くにぎりしめて訊きいた。関節が白くなっていた。

　ヒトミはごくりとつばを飲んだ。

「カネ、つまり金きん券けんはかなりの量があったので、共きよう犯はん者しやがいたんじゃないか、という話になったんです。警けい戒かいはたしかに甘あまかったんですけど、それでも、なにもかもひとりでやるのは無理なんじゃないか、という話になって」

　たしかに、見み張はりのオールバックをぶちのめしてカネを持ちだす、という行こう為いをひとりでやるのは大だい胆たんすぎる──というより無む謀ぼうだ。オールバックを殴っているときに、あるいはカネを袋ふくろかなにかにつめこんでいるときに、ほかの総持寺の部下がそこへ入ってこないともかぎらない。

「そのパーティの当日。おめえも現げん場ばにいたんだろ？」

「はい。来るように言われて──僕は会場の中を歩いてて。ほかにもふたりぐらいが警けい備びについていました」

　その状況でカネを盗ぬすむのだとしたら、少なくともあとひとりは見張り役として使いたいところだ。共犯者がいるのではないか、というのは正しい読みかもしれない。

「それで、参加者のリストから、共犯者の線で追うことにしたわけか」

「リストの参加者に聞いてまわれば、犯人や共犯者を見た、という人間が出てくるかもしれませんし」

　元々、オールバックとヒトミは「犯人は冴と呼ばれている女だ」という情報があったから、冴さえ見つければすぐに問題は解かい決けつする、カネはもどる、と考えて行動していた。だが冴をつかまえるのが困こん難なんとわかり、別の方向から追うことにきめた、ということだろう。

「そのリスト、いまお持ちですの？」

　イミコが口をはさんだ。ただ聞いていることに耐たえきれなくなったらしい。

「持ってませんよ。さっき言った、入場者をチェックしてたやつが持ってて。明日、曽根といっしょに行ってみる予定だったんです」

「入場者をチェックしてて、その入場者リストを持っている男か……」

　俺は考え、そして命じた。

「そいつの居い所どころを教えな。案内するんだ」

「だめですよ！　刑けい事じを案内なんかしたら──」

「潜せん入にゆう調ちよう査さ員いんだってのがばれるんだろ？　だから、うまくごまかしてやるじゃねえか。それに、協力しねえってんなら、俺が総持寺にばらす」

　ヒトミは反はん射しや的てきに反はん論ろんしかけ、口をつぐみ、ため息をついた。







　ショットガンをコートの内側に隠かくし、前をしっかりとしめた。ヒトミを先に歩かせ、そのうしろにぴったりとついた。イミコは俺のななめうしろにつきしたがっている。

　パーティの参加者リストを持っている男。名前は茨いばら木ぎと言い、週末はいつも、旧きゆう寮りようの一角で仲間たちと馬ば鹿か騒さわぎをやっているらしい。組そ織しきが主しゆ催さいするようなパーティの縮しゆく小しよう版ばん、といったところだろう。

　部へ屋やは三階の端はしにあった。木もく製せいのボロっちい壁かべには、至いたる所に落書きがあった。部屋の前の廊ろう下かはゲロと酒のにおいが染しみついていた。扉とびらから一〇メートル以上離はなれていても、中の音楽が──その重低音が、ガンガンに鼓こ膜まくを連打してくる。隣となりやその隣の部屋には身内が入っているとしても、下の階の連中がよくこの騒そう音おんをがまんしているものだな、と思った。

「俺が力押おしばかりだと思ったら大まちがいだ」

「本当に殺されてしまいますよ。生徒会刑事部の人間をつれてきた、なんてことがばれたら」

　扉の前に立ち、ヒトミが哀あわれっぽい声で言ってくる。俺は早くあけろ、と首で指図した。

「おめえの立場を──生徒会執しつ行こう部ぶの人間って立場を俺がばらしたら、どうせただじゃすまねえんだ。つべこべ言ってないであけろって」

「申しわけありませんけど。でも、冴さまとお会いするためですわ」

　イミコがヒトミの目を見すえて言う。俺は首をかしげた。

「よく来る気になったよな、こんなところ。総持寺には会いたがらなかったくせに」

　俺の言葉に、イミコはうつむき、袋ふくろをまた胸むねの前にもどした。

「だって、少しずつですけど、冴さまに近づいているんですもの。あともどりはできませんわ」

「そうかい」

「それに、わたし、決意いたしました。必ず冴さまの無実を証しよう明めいしてみせると」

「わかりましたから、少し静かにしてください」

　ヒトミが扉に目をもどして、表面を強く叩いた。旧寮の部屋にはインターホンなんてついちゃいない。イミコが顔を上げた。

「こんなに大きな音楽が流れているのですよ？　聞こえますでしょうか」

「扉のそばに、ガードマン役がいるんです」

　ヒトミがこたえた。直後、扉の目の高さの位置がシャッと、郵ゆう便びん受うけほどの大きさにひらいた。ぎょろりとした目が現あらわれる。俺たちを観かん察さつしている。わざわざ扉の一部を切って改かい造ぞうし、のぞき穴あなをつけていたらしい。

「そっちのふたりは？」

　ぎょろ目が低い声で言った。なかなか迫はく力りよくがある。イミコは少し、あとじさりした。

　俺はヒトミの耳もとで「よけいなことはしゃべるな」とささやいた。ヒトミは俺だけにわかる動きで、わずかにうなずいた。

「僕の友だちです。総持寺さんの下で、いっしょに働くことになりました」

「女もか？」

「つまんねえことを訊きくなって」

　俺は言い、片かた目めをつむってみせた。ぎょろ目は勝手に納なつ得とくしたらしく──イミコを俺の恋こい人びととでも思ってくれたらしい──目をぐるりとまわして、のぞき穴のふたをシャッとしめた。ロリコン趣しゆ味みにあきれているのかもしれない。

　ぎょろ目が扉をあけた。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男で、色が黒く、頭はスキンヘッド。総持寺の左右にいたやつの片かた割われかと思ったが、あいつらには髪かみの毛があった。どうやら別人らしい。

　中は想そう像ぞうした以上に騒さわがしかった。音楽の重低音と話し声と笑い声、それに煙草たばこの煙けむりが空間を満たしていた。薄うす暗ぐらく、明かりは部屋の隅すみにいくつか置いてあるシェード・ランプだけだ。二に段だんベッドやデスクは完全に取りはらわれており、ソファやテーブルが乱らん雑ざつに置かれている。その上や床ゆか、壁かべ際ぎわなどで数名ずつの男女が雑ざつ談だんに興きようじている。

　妙みように広く感じるのは、壁の半分をぶち抜き、部屋を隣の部屋とつなげているためらしい。大改造の好きな家主だ。

　だれもこちらに注意を払はらわない。それはそれで好都合だ。酒をあおっているやつら、煙草を吸すっているやつら、クスリでラリっているらしいやつら。ここが麻ま薬やく課かや風紀課に踏ふみこまれていない、というのは信じられない。だれかが刑事部の人間にカネをにぎらせているのかもしれない。
















「どれがリストを持ってるやつ──茨木ってやつだ!?」

　ヒトミの耳もとに口を寄よせ、音楽にかき消されないように、大声でどなった。

「待ってください！　いま聞いてみます！」

　ヒトミはどなりかえして、ソファにだらしなく寝ねそべっている男の肩かたを叩たたいた。

　男が眠ねむそうな顔を上げた。視し線せんが宙ちゆうをさまよい、俺と目が合った──と、男の表ひよう情じようが急変。眠たそうな表情が消しとび、そこに恐きよう怖ふが取ってかわった。

　男は唐とう突とつに立ちあがった。左右にはべらせていた女をつきとばし、前のガラステーブルを蹴けりたおして、猛もう烈れつな勢いきおいで走りだした。

「あいつ……待ちやがれ！」

　俺はソファを飛びこえて追いすがった。

　いまの男──麻薬課時代に、一度、ヤクの不法所持で挙あげたことがある。俺おれの顔を見て、俺があのときの刑けい事じだ、ということに気づいたらしい。名前までは思いだせないが……。

「まずいな」

　この場で俺が刑事だ、とばらされるのはまずい。

　部へ屋やにいた連中が、気を引かれた様子で俺たちを見ている。逃げた男はそいつらをつきとばし、腕うでの下をくぐり、壁がぶち抜かれた場所へ突進をかけた。

　一いつ瞬しゆん、俺の視界から消える。俺もすぐにそこへ入った。壁の先にあったのは、さっきとまったく同じような部屋だ。

　男は左へまがった。扉とびらの把とつ手てに手をかけてひらいた。元は別々の二部屋をつなげてあるために、廊ろう下かへと続く扉がふたつあるのだ。男は外へ飛びでた。

　あとを追った。ソファが壁際に寄せてあり、それにすわった男が俺のほうを見ていた。まわりに立っている連中、床にすわってソファの肘ひじ掛かけにもたれている連中は夢ゆめ見み心ごこ地ちだ。

　廊下へ出た。とたんに空気が新しん鮮せんになった。

　男はいったん転びそうになり、壁で身体からだを支ささえ、よたつきながらも走りつづけた。酔よいがまわっているようだ。階かい段だんを降おりるのかと思ったが、そうじゃなかった。手前の扉に飛びこんだ。逃にげきれないと判はん断だんして、篭ろう城じようする作戦に出たのか。

　男が入ったのは男子トイレだ。俺が扉の前へ着くと同時に、中から水すい洗せんを流す音が聞こえてきた。個こ室しつのほうだ。旧寮は古い建物だが、さすがにトイレぐらいは水洗になっている。

　俺は洗面台の横に立った。横の鏡かがみに俺の顔が映うつっていた。息を乱みだした大男。右手にはショットガン。

　個室の扉がひらき、男が口笛を吹ふきながら出てきた。両手を上着のポケットにつっこんでおり、息が乱れているにもかかわらず、無理に涼すずしそうな顔を作っている。俺はなにも悪いことなんかしてねえぜ、と言いたげな態たい度どだ。

「よう。おまわりがなんの用だ？　だれもおめえなんて招しよう待たいしてねえぜ」

　またヤクの所持で挙げられると思い、大あわてで証しよう拠こをトイレに流した、といったところだろう。馬ば鹿か野や郎ろうが。そんなちっぽけな犯はん罪ざいに興きよう味みはない。

「あい変わらずダサい格かつ好こうだぜ」

「おめえのピエロみたいな格好よりはましさ」

　ショットガンを逆さかさに持ちかえて、台だい尻じりを相手の膝ひざに思いきり叩きつけた。男が悲鳴をまきちらした。さらに男の襟えり首くびをつかみ、縦たて長ながになったトイレの奥おくへぐいぐいと押おした。相手の背せ中なかを窓に押しつける。相手の腹はらに膝蹴りをお見み舞まいする。男は身体をふたつに折りまげた。

　銃の台尻で窓ガラスを粉々に砕くだき、枠わくごと外へふっとばした。ショットガンを床に置いて、男の両りよう脇わきをつかみあげた。

「おい、やめろっ。なにをしやがる──」

　男の上半身を窓から外へ出した。男はじたばたと手を、足をふりまわした。酔っぱらいの抵てい抗こう力りよくなんてたかが知れている。俺はさらに相手の身体を窓から押しだし、腰、尻、腿ももとすべらせた。膝のあたりを腋わきの下に抱かかえこんだ。男は窓から身体のほとんどをつきだし、腹ふつ筋きんするような姿勢で泣きわめいた。

「信じらんねえ！　なんてことしやがる!?　落ちたらどうする、早く入れろ！」

　俺は相手の膝をゆすり、ささやくように言った。

「いいか。俺が本気になれば、おめえなんて一秒で終わりなんだ。おとなしくしてろ──ほかのやつらに、俺が刑事だってことをばらすんじゃねえ。とっとと帰るんだ。いいな？」

　ピエロ野郎は窓の向こうで何度もうなずいた。俺は相手が自力でもどれる程てい度どに足を引きいれ、ショットガンを拾いあげて、トイレから出た。







　出た扉から中にもどった。ふたつ目の部屋だ。ヒトミは壁際のソファにすわった男と話していた。イミコはそのうしろで不安そうに目ばかりを動かし、硬こう直ちよくしたようになっていた。

　ソファの男は俺を見上げ、腕を組み、手の上に顎あごをのせた。こいつが茨いばら木ぎという男らしい。身体の細い、ぐにゃぐにゃした動きの、おかまっぽい野郎だ。

「もめてたみたいだけど？」

　茨木が言った。俺は扉のほうへ視線を走らせ、さっきのヤク中野郎が入ってきていないことをたしかめた。

「ちょいと、古い因いん縁ねんがあってね」

「それは？」

　問われて、俺は自分の右手を見下ろした。ショットガンをつかんだままだ。俺は眉まゆをつりあげて、おどけた表情を作った。

「ファッションだ」

　茨木はどうでもいい、というように肩かたをすくめた。

「いま彼と話してたところ。参加者のリストでしょ？」

　茨木は言い、横の男にうなずきかけた。ヒトミは落ちつきなく視線をあちこちへさまよわせている。緊きん張ちようのしすぎだ。ぼろをださなきゃいいが。

「これだけど」

　茨木は横の男から大学ノートを受けとり、まん中あたりのページをひらいて、ヒトミのほうへ出した。

「こんなの、なんで急に必要になったわけ？　総持寺さんも曽根さんも、教えてくれなくってさ」

　茨木が訊きいてくる。ヒトミの話によると、総持寺は盗とう難なんのことをヒトミとオールバック以外にはだれにも話していないらしい。上の人間に知られる可か能のう性せいは少しでも減へらしたい、という考えだろう。

「なにか問題があったんじゃねえのか？　俺たちもよく知らねえんだけどよ。きっとカネを盗ぬすまれたとか、そんなんだと思うぜ」

　あっさりと言ってやった。俺自身は総持寺に借りがあるわけじゃない。学内マフィアについて調ちよう査さしているわけでもない。組そ織しきにおける総持寺の立場がいくら悪くなろうが知ったことじゃないのだ。ヒトミは横で、いまにも死にそうな顔をしている。

　茨木は「まさか。そんなことはないでしょ」と言って取りあわなかった。まぬけ野郎め。

　俺は気にせず、ヒトミの横から、イミコといっしょにリストをのぞきこんだ。

　ページは左右二段だんに分けられており、一行にひとりずつ、名前と学がく籍せき番ばん号ごうが書かれていた。ただそれだけのリスト。一〇ページほどあるようだ。これだけの分量をチェックするのは至し難なんの業わざだろう。いや、待て──

「この、名前の前の丸印はなんだ？」

　俺はたずねた。茨木は「ああ、それか」というようにうなずき、リストのほうへ身をかがめた。

「今日、曽根さんに言われて、めぼしい連中をチェックしてたの。カネの保ほ管かん場所──正確には、そこへ行く扉とびらの近くにいた連中。今日ここに来てるやつら、たいていはこないだのパーティにも出てたから、適てき当とうに話とか聞いてね。印をつけたんだけど、そんなもんじゃないかな？」

　俺はヒトミからノートを引ったくり、リストのページを次々とめくった。十人ほどの生徒に印がついている。

「それぞれが当日どんなことをしていたか、わかりますの？」

　イミコが思わず、といった感じでたずねた。

　茨木は満足そうに目を細め、「もちろん」とこたえた。

「このふたりは、ずっと扉の近くで踊おどってたらしいよ。こっちの四人はその横のテーブルにいたの……」

　名前を指さし、その度たびに説明が加えられる。共きよう犯はん者しやではないにしても、犯人や共犯者を目もく撃げきしている可能性の高いやつら。

「これが、扉の横で飲み物を作ってた一年生。当日は、バーみたいなものが作られていたから。ま、バーテンのまねごとをしてたってことかな」

「ずっとやってたのか？　イベントの、最初から最後まで」

　俺は茨木の目を見た。イミコは質しつ問もんの意味をたずねるような顔で俺を見てきた。ヒトミは「なら……」とつぶやいた。

　茨木がうなずく。

「そう。だから、話を聞くならこの子が最適かな。ただひとり、一度も扉のそばから離はなれなかった、とわかってる人物だからね。そりゃ、トイレぐらいは行ったかもしれないけど」

　俺おれは名前と学籍番号をしっかりと頭の中に叩たたきこんだ。下しも新しん庄じようゆか。女だ。

　耳ざわりな音とともに、扉が勢いきおいよくひらいた。廊ろう下かに俺がトイレでぶちのめしたヤク中が立っていた。舌した打うち。

　男は恨うらみに燃もえる目で俺をにらみつけ、俺に人さし指をつきつけ、大声でさけんだ。

「そいつは刑で事かだ！」

　さらに舌打ちし、歯を食いしばった。

　茨木がさっとソファの下に手をのばした。武器を出すつもりなのだ。まわりの連中が痙けい攣れんしたように動き、すべての視し線せんが俺に集まった。

　俺はショットガンを持ちあげて撃うった。まず茨木。銃じゆう身しんを旋せん回かいさせ、次々と撃った。イミコは慣なれたものだ──素す早ばやく頭をかかえこみ、床にうずくまった。イミコ以上に慣なれているはずのヒトミは右う往おう左さ往おうしている。

　男たちがふっとんだ。散さん弾だんの衝しよう撃げきで壁かべに叩きつけられ、ソファの上でのけぞり、床で海え老びぞりになった。グラスがあちこちで割われた。クッションの中身が部へ屋や中に舞まいあがった。女たちの悲鳴がそれにかぶさり、ＢＢ弾とともに部屋を跳はねまわった。

　俺はショットガンの銃口を下げ、左手でイミコの手を取って立たせた。倒たおれた連中に視線をめぐらせて言う。

「今日は見み逃のがしてやるさ。これぐらいですんだんだ、ありがたく思いな」

　ヤク中男の身体からだを踏みこえて、俺たちは逃げた。







「例の女、下新庄ゆかの部屋を調べたいところだが──さすがに、今日はもう遅おそいな」

「真っ暗ですものね」

　イミコはそう言って夜空から視線を移動させ、炎ほのおに照らされた張はりぼて人形をながめた。まだ作業は続いているらしく、灯とう油ゆ缶かんを使った焚たき火びもどきの横で、十名ほどの生徒たちが忙いそがしそうに立ち働いている。

「なんてことしてくれたんですか。これで潜せん入にゆう調ちよう査さはおじゃんだ……僕ぼくが刑事をつれてきたってことは、すぐに総持寺にも伝わってしまいますよ」

　ヒトミは地面にうずくまり、頭をかかえていた。俺はつれてきたおぼえがないのだが、あの状況からよく逃げだせたものだ。それも無事に。

　俺はヒトミから視線をはずし、炎に照らされたイミコの横顔を見下ろした。さっきまでは大虐ぎやく殺さつのショックでぶるぶるとふるえていたが、いまはわずかに余よ韻いんを残すばかりで、ずいぶんと落ちついたようだ。

「本当におカネを盗ぬすんだりしたのでしょうか？　冴さま」

「会って直接訊きくんだろ？　そのためにさがしてるんだ」

「……はい」

　イミコはこたえて、いまはじめて気がついた、というようにヒトミを見下ろした。

「ええと。具合が悪そうに見えますけど」

「悪いどころじゃありませんよ。そりゃ、協力するとは言いましたけど──でも、さっきのはあんまりです。ショットガンを乱らん射しやするだなんて」

「刑事だってばれたんだ。しかたないじゃねえか」

　俺は言った。ヒトミは頭上の腕うでをほどき、恨うらみがましい目で俺を見上げた。

「それにしても──」

「気にすんなって。おめえは悪くねえさ。潜入調査も続けられる。さっきのは俺におどされて、しかたなくつれてったことにすればいいんだ」

「信じてもらえませんよ、そんなこと……」

「だいじょうぶだって」

　もちろん、根こん拠きよなしだ。俺はヒトミの頭に手を載のせ、髪かみの毛をぐしゃぐしゃとかきまわした。そしてイミコと目を合わせた。

「明日、下新庄ゆかをさがそうぜ。また殺人課のオフィスへ来てくれ」

「わかりました。では、また明日」

　イミコと別れた。ヒトミはとぼとぼと去っていった。焚き火の熱を肌はだに感じた。なにげなく横へ目をやる。

　張りぼて人形は、もう間もなく完成しようとしている。







　弾丸を補ほ給きゆうしようと、殺人課のオフィスへ足を向けた。今日はまたずいぶんと撃った。

　突とつ然ぜん、植えこみの暗がりから全ぜん裸らの男が出てきた。俺は反射的にショットガンをかまえた。撃ちかけたが、その必要はないとわかった。〈まるだし刑で事か〉だ。

「よう、〈ショットガン刑で事か〉」

「おどろかせやがる」

　額ひたいの汗あせをぬぐった。

「なにをしてるんだ？」

「深夜の巡じゆん回かいさ。文化祭の準じゆん備びで校内に残っている女子生徒も多い。痴ち漢かんが出るとまずいからな」

　俺は風紀課刑事の全身をながめたが、なにも言わなかった。

「それで？」

「刑事部長が呼よんでるぜ。〈ショットガン刑事〉、またなにかしでかしたらしいな」

「あいつ、まだ生きてやがるのか」

　刑事部長の野や郎ろう、どうやら不死身らしい。

　俺は「心当たりがありすぎる」といつものこたえを返して、刑事部のオフィスへ足を向けた。時じ刻こくは八時半。

　オフィスに居い残のこっている刑事はおらず、部長室の明かりだけがついていた。俺はガラスの扉とびらをあけた。刑事部長は手もとの書類から目を上げ、俺の姿すがたをみとめ、その瞬しゆん間かんに鼻息を荒あらくした。いま気づいたが、左手を包帯で吊つっているようだ。額にも、ガーゼが紙テープで貼はりつけてある。今日の昼間、俺に撃うたれてできた傷きずだろう。

「〈ショットガン刑事！〉」

　刑事部長は立ちあがった。俺は耳をかいた。

「なんです？」

「なんです、じゃない！　昼間の無礼には目をつむることにしよう──」

「つ、つむるのか？」

　なんて度量のでかさだ。こうでなくちゃ刑事部長はつとまらないのかもしれない。

「一いつ般ぱん人じんへの脅きよう迫はく、暴ぼう行こう、ショットガンと拳けん銃じゆうの連射！」

　さっきの大虐殺がもう伝わったと思えないから──吹すい奏そう楽がく部ぶの部室裏うらで、オールバックとヒトミをぶちのめした件だろう。ヒトミがたれこんだとは思えない。オールバックの野郎、ふてぶてしいなりをしてるくせに、苦情なんて言いやがったのか。

「待て。拳銃の連射は俺じゃない。イミコって女だ」

「口ごたえするんじゃない！　今日という今日はゆるさんぞ、〈ショットガン刑事〉。君はもうお払はらい箱だ。いますぐ銃とバッジを返せ！」

「いやだ」

　俺はショットガンを撃った。







　寮りようにもどった。シャワーを浴びて菓か子しパンを食べた。ショットガンを分ぶん解かいして手入れした。俺もヒトミ同様、元はふたり部べ屋やだった部屋をひとりで使っている。もっとも旧寮だけに、家や賃ちんは新寮のワンルームよりもずっと安いが。

　ベッドに寝ね転ころがり、天てん井じようをながめた。いままでの出来事を整理してみる。

　まず、イミコがオフィスに現あらわれた。片かた想おもいの相手を最近見かけなくなったのでさがしてほしい、と依い頼らいしてきた。俺は依頼料につられて動き、女の名前と寮の部屋をつきとめた。

　女の名前は伊丹冴。俺とイミコは伊丹冴の部屋をおとずれた。すると、オールバックとヒトミのふたり組に襲おそわれた。あとで、オールバックは学内マフィアの一員、総持寺の部下だとわかった。ヒトミは生徒会執しつ行こう部ぶの所しよ属ぞくだが、身分を隠かくしてマフィアにもぐりこみ、潜入調査を行っていた。総持寺はオールバックとヒトミを使い、組そ織しきのパーティでカネを盗ぬすんだ女──伊丹冴を見つけようとしていた。

　オールバックとヒトミは伊丹冴を見つけられなかった。だから、パーティの参加者リストを使い、共きよう犯はん者しやの線から追おうと考えた。それがちょっと前のことだ。参加者リストに載のっていた女、下新庄ゆかは、パーティの夜はずっとバーテンをしており、共犯者を見ている可か能のう性せいが高い……。

「なにか引っかかるな」

　釈しやく然ぜんとしないものがある。だがそれがなにかはわからない。いらだちがつのった。

　俺は毒づき、壁のほうを向いて目をとじた。睡すい魔まは一いつ瞬しゆんで俺をとらえた。



















　扉とびらを叩たたく音で起こされた。無む視しをきめこもうと思ったが、音は鳴りやむ気配を見せない。どこのどいつだ。

　つまらない理由だったら殺してやる、と決意して、しかたなくベッドから下りた。時計をわしづかみにしてのぞきこむ。時刻は午前九時四十分。

　眠ねむい目をこすりつつ扉を押おしあけた。

　目の前にヒトミが立っていた。反はん射しや的てきに殺しそうになった。

「なんの用だ？　ちょっとでもくだらないことを言ってみやがれ。蜂はちの巣すにしてやる」

「曽根から連れん絡らくがあったんです。犯人を名乗る女から電話で呼よびだされた、いまからそこへ行ってみるって。それが伊丹冴なのかどうかはわかりませんけど。一いち応おう、耳に入れたほうがいいと思って」

「曽根が呼びだされただと？」

「はい。それで、僕ぼくのほうは──」

「待て。なんで伊丹冴はわざわざ呼びだしたりしたんだ？　オールバック野や郎ろうを」

「わかるわけありませんよ！　訊きいてる暇ひまなんてありませんでしたし。電話は一方的で、すぐに切れてしまったんですから」

「わかんねえな」

　仮かりに電話してきたのが伊丹冴だったとして、彼女がオールバックと会いたがる理由とはなにか。オールバックとヒトミが自分をさがしている、ということは、裏うら社会にちょっとでもつてがあればわかることなのかもしれない。

　伊丹冴は、バーテンをやっていた女がなにか見ているかもしれない、共きよう犯はん者しやが──オールバックたちはいると確かく信しんしているようだが──見つかるかもしれない、という情じよう報ほうをどこかから聞き、自分を追いつめる輪がせばまっていることを感じて、オールバックを懐かい柔じゆうしようと考えた？　盗ぬすんだカネをつかませ、自分を見み逃のがすようにたのもうと思った？

「だとしたら、なんでオールバックなんだ……」

「なんですか？」

　ヒトミがまぬけな顔を向けてくる。俺おれはヒトミの肩かたをつかんだ。

「正直に言いな。オールバックがおめえの知らない情報をつかんでた、ということはあんのか？」

　ヒトミは痛いたそうに顔をしかめ、俺の手から逃れた。

「だから、それを言おうとしてたんじゃないですか。昨日の夜、曽根から電話があって、僕はバーテンをやっていた女、下新庄ゆかのところへ行くように言われたんです。そりゃ曽根のほうがいろんなことを知ってますよ」

「なんでオールバック野郎が下新庄ゆかのことを知ってる？」

「パーティの参加者リスト、チェックが入っていたじゃないですか。保ほ管かん場所の近くにいた人間に丸印がついてて。茨木に──昨日あなたがふっとばしたリストの管理者に、そのチェックをしておくように言ったのは、曽根なんです」

「そういや、そんなことを言ってたな」

「曽根、バーテンの子については、茨木から聞いてたんじゃないですか？　彼女があやしいっていうのは、茨木自身が言ってたことですし」

　オールバック野郎も下新庄ゆかに目をつけていた。俺は今日これから女の居い所どころを調べるつもりだったが、曽根は、昨日のうちにそれをつきとめていた、ということか。

「オールバックは行けと言ったんだな？　おめえに、下新庄ゆかところへ」

「そうです。彼も来るつもりのようでしたけど、今朝は犯人から電話があったから。少し遅おくれる、という電話だったんです」

「どこなんだ？　下新庄ゆかがいるってのは」

「寮りようの部へ屋や番号はわかりません。ただ、ここ数日、昼間は新しん校こう舎しやの屋上で作業をしてるみたいで」

　文化祭の用意だ。

　ヒトミを扉の前に残したままで、部屋の奥おくまでもどり、窓まどから外をながめた。新校舎の端はしがわずかに見えている。ここからではわからないが、たしか、屋上からは垂たれ幕まくのようなものが下ろされていたはずだ。下新庄ゆかはそれを作っている、ということか。

「それで、オールバックが犯人に呼びだされた場所は？　聞いてんのか？」

「はい。中庭、野外ステージの裏あたりだと思います。いまは照明設せつ備びや配電の調整をやってますから、人はたくさんいるはずなんですが」

「人ひと混ごみにまぎれて会うつもりか」

「虎雄さん、どうされますか？　僕は、下新庄のところへ行くつもりですけど」

「そうだな」

　考えた。もし本当に犯人が曽根を呼びだしているとしたら、その犯人が伊丹冴だとしたら、そちらへぶっ飛んでいくべきだろう。イミコも会いたがるにちがいない。とりあえず、イミコもつれてくるべきか。そうだ──。

「おめえ、なにも言われなかったのか？　昨日の件けんについては」

　ヒトミが俺を茨木のところへつれていった件について。そこで俺が刑事だとばれたことについて。

「まだなにも言われていません。総持寺からも連れん絡らくはありませんし、曽根も、なにも言っていませんでした。虎雄さん、昨日、徹てつ底てい的てきにやったでしょう？」

　ヒトミの細い声。俺に向けられるときは、常つねに非ひ難なんめいた色が混まざっている。

「茨木も含ふくめて、昨日あそこにいたやつら、みんな病院送りですよ。意い識しき不明だから、総持寺に報ほう告こくなんてできないんじゃないですか」

「そうか。結果的にうまくいったわけだ」

　部屋の奥へもどり、ショットガンに弾たまをこめた。

「おめえは、好きにすればいいさ。俺はイミコを呼んで、ステージ裏へ向かう」







　イミコは携けい帯たいやＰＨＳを持っていない。新寮は部屋へ電話線を引けるようだが、それもしていない。連絡をつける方法。叩たたき起こす方法。ひとつしかない。

　警けい察さつバッジを見せたが、初老の守しゆ衛えいは俺を通そうとしなかった。昨日の銃撃戦騒さわぎが伝わっているのだろう。刑事部長のほうから、女子寮での捜そう査さなんて許きよ可かしていない、という通達が来ているのかもしれない。昨日はだまされたと思い、根に持っているようだ。

「やっぱだめか？」

「あたり前だろう！」

　白しら髪がに青い制せい服ふくのおっさんは額ひたいに青あお筋すじを浮うかべた。俺が右手に下げたショットガンをちらちらと見ている。よほど気になるらしい。まあ、当然と言えば当然だが。

「時間がねえんだよ！」

「ちゃんと手続きをしてから来なさい」

　言うだけ言って、守衛室のほうへ引きかえしていく。なんとなくカチンときた。

「めんどくせえ」

　ショットガンを撃うった。守衛は背せ中なかからまともに食らい、万ばん歳ざいをする格かつ好こうで守衛室の扉とびらに激げき突とつ。そのまま、手を上げたままの姿し勢せいで動かなくなった。これでよし。

「さてと」

　近くを通りかかった女子生徒の三人組が荷物を手から落とし、悲鳴をあげた。俺はそちらにさわやかな笑えみを向けて、親指をびっ、と立ててみせた。悲鳴はやまなかった。むしろ、よけいにひどくなった。知ったことか。

　女子寮の用地内をずんずんと進んだ。三人組はさささっ、と道をあけた。まるで化け物でも見るような目つきだ。

　イミコから部へ屋や番号は聞いている。新寮のＣ棟とう、一階の八号室。すぐそこだ。化け粧しようをととのえた女子生徒どもが俺に目をとめ、まじまじと見ている。

　建物の中に入った。

「きゃっ」

　出ようとしていた女子生徒とぶつかりかけた。眼鏡めがねをかけた、元気のよさそうな女だ。

「悪いな」

　ふり返りながら言い、またすぐに前を向いて、角をまがった。黒いスチールの扉がいくつもならんでいる。八つ目──扉の前に着いた。まちがいない。

　インターホンを押おした。待ちきれずに扉を叩たたいた。連打する。

「おいイミコっ。宇野辺だ！　女が見つかったかもしれねえ！」

　中から気配が伝わってきた。ふたつ右みぎ隣どなりの扉がひらき、寝ね癖ぐせ爆ばく発はつの女が不ふ審しんそうな表ひよう情じようで頭をつきだした。俺はショットガンを肩かたにかついだ。女は目をまん丸く見ひらき、大あわてでバタン！　と扉をしめた。

　目の前の扉があいた。イミコだ。髪かみをたばねていないため、少し印象がちがって見える。二軒けん隣の女とちがい、寝癖はついていないようだ。着ているのは昨日の服と同じイメージの、妙みようにひらひらのついたパジャマ。

「宇野辺さん、よく入ってこられましたね。こんなところまで」

「んなこたどうだっていい。犯人を名乗る女が、昨日のオールバックを呼びだしたらしい。伊丹冴かもしれねえ」

「冴さまが？」

　イミコの声がわずかに高くなった。彼女のうしろ、部屋の中はよく見えない。

「そうだ。理由はわからねえが……そのへんのことは、移い動どうしながら説明してやる。どこに呼んだかはわかってんだ。興きよう味みあるだろ？」

「もちろんです！」

「そう思ったから来てやったのさ。四十秒で支し度たくしな」

　俺は自分から扉をしめた。ガキの着き替がえをのぞく趣しゆ味みはない。







「それじゃあ、冴さまがオールバックの方を買ばい収しゆうするつもりだ、とおっしゃるのですか？　オールバックの方が自分をつかまえそうだから、このままでは逃にげられないと思って」

「まだわからねえ。ただ、そうだとしたら辻つじ褄つまが合う。もっとも、なんか引っかかる、素す直なおに信じられねえ、ってのはあるんだけどよ」

「どういうことですの？」

「わからねえ。だからいらつくんだ」

「わたしも、信じたくはありませんわ。冴さまが……ば、買収だとか、盗ぬすみだとか」

「わかってる」

　横を走るイミコをさりげなく盗み見た。思いつめたような顔をしている。伊丹冴が犯人かもしれない、買収工作までするような悪あく党とうかもしれない、という話を信じたくないのだ。彼女の中で疑ぎ念ねんと「伊丹冴を信じたい」という想おもいとが激はげしく争っている。

「あのあたりだ」

　広い芝しば生ふ敷じきの中庭に、幅はば一〇メートルほどの手て製せいステージが作られている。左手には本ほん校こう舎しや、正面には新校舎が高々とそびえている。その屋上からはどでかい垂たれ幕まく──『第三十七回北摂祭』という文字が極ごく太ぶとのゴシック体で書かれている。まだつるされていないが、さらに別の垂れ幕も用意されているようだ。その作業をマフィアのパーティでバーテンをつとめてた女、下新庄ゆかがやっているのか。

「たしかに、屋上に人が見えるな……」

「なんですか？」

「なんでもねえ。注意して前を向いてな。伊丹冴がいるかもしれねえ」

　イミコはうなずき、緊きん張ちようした面おも持もちでつばを飲んだ。

　ステージのまわりには大おお勢ぜいの人間が群むらがっていた。横手にはテントが設せつ置ちしてあり、その下で放送部の連中が放送機器のチェックをしている。ステージの上には鉄パイプが横にわたされており、その下では五、六人の生徒たちが、背の高い三さん脚きやくを使って照明を取りつける作業にはげんでいる。

「なるほどな。だれも、ほかのやつに注意してる暇ひまなんてねえんだ」

　密みつ会かいにはうってつけの環かん境きようと言える。

　ステージの裏うら手てにまわってみた。人ひと影かげが急にとぎれた。たまに配線をチェックしている生徒が通るぐらいだ。ステージのせいで日光がさえぎられており、薄うす暗ぐらい。しかもステージと新校舎の建物との間には、こんもりと葉のしげる木が何本も植えられており、さらに視し界かいを悪くしている。

「いないみたいですわ。来るのが遅おそかったのでしょうか」

「そうだな……いや、待て。ありゃなんだ？」

　彼女の手を引き、ショットガンで木の葉をなぎはらった。木のそばに男が、うつぶせの状態で倒たおれていた。髪かみが──わずかな光量にもかかわらず──てらてらと光っている。まちがいなくオールバックだ。

「まあ！」

　イミコがおどろきの声をあげ、手で自分の口をおおった。

　俺おれはオールバックのそばにかがみこんだ。肩かたに手をかけ、身体からだをごろりと転がして、上を向かせる。

「おいオールバック！　死んだってのか!?」

　首の下に手を入れ、上半身をゆすぶった。オールバックはわずかにうめき声をもらした。

「オールバック！」

「お……俺のはオールバックじゃねえ」

「んなこと言ってる場合か！　それがおめえの辞じ世せいの句くか!?」

「犯人の女じよ性せい、というのはどこですの？」

　オールバックが生きていると知って安心したらしい。イミコは胸むねにたまった息を吐はきだし、きょろきょろとあたりを見まわしている。

　オールバックは唇くちびるをわずかにゆがめた。

「わからねえ」

「わからねえ？　わからねえってなんだ!?」

　オールバックの頭を激しく動かした。オールバックはせきこみ、涙なみだ目めになった。

「犯人を名乗る女からここに呼よびだされたんだ。すぐに来いって言われて、それで待ってたら──いきなり、うしろから撃うたれた」

　舌した打うち。オールバックを買収するつもりだと思ったが、そうじゃなかったようだ。まさか、追っ手であるオールバックを殺そうとするとは──そこまで凶きよう悪あくな女だとは思わなかった。

　ふと横を見ると、イミコが信じられない、というように首を左右に動かしている。

「そんな……冴さまではありませんよね？　あなたを撃った人、冴さまのわけが……」

「うしろから撃たれたんだ。顔は見てねえ」

　オールバックは苦しそうに息を吐いた。血は出ていないようだから、改かい造ぞうモデルガンで撃たれた、ということだろう。撃ち手が思っているほど威い力りよくがなかったか、急所をはずれていたか。あるいは、とりあえず撃ったあとでとどめを刺さそうと考えていたところに、無関係な通行人が来てしまった──それであわてて立ち去ったか。

「おめえが撃ったのか？」

　オールバックが、俺を見て目をすがめた。俺がオールバックを撃ったんじゃないのか、という意味だ。

「馬ば鹿か言うな。なんで俺がおめえを撃つ？　だいたい、俺なら急所をはずしたりしねえ。殺す気なら絶ぜつ対たいに殺すさ」

「なら、なんでここが……」

「ヒトミに聞いたんだ」

「あの野や郎ろうか」

　苦にが々にがしげに目を細める。

「ヒトミがどうかしたのか？」

　俺はたずねた。イミコも息をつめて見守っている。全身を耳にしている。

「昨日の夜、俺は、下しも新しん庄じようゆかって女に電話したんだ。それで、話を聞いた」

「バーテンをやってた女だな」

　俺は思わず口に出していた。オールバックが下新庄ゆかに目をつけているんじゃないか、とは思っていた。だが、まさか、直ちよく接せつ連れん絡らくをつけていたとは。

　オールバックは「ほう」というように目をひらいた。感心した様子でうなずく。

「そこまで調べたか。……そう、パーティで、バーテンをつとめてた女さ。下新庄ゆか。保ほ管かん場所の近くにずっといたから、なにか見てるんじゃないか、と思った。それで訊きいてみたら、どんなこたえが返ってきたと思う？」

　信じられるか、と問うように眉まゆをつりあげる。俺はいらだった。イミコもたまりかねたらしく、「どんな名前が出たんですの？」と先をうながした。

「背せの低い、ひょろりとした、女みたいな顔の男があやしいと言ってきた。髪はまっすぐで、少しばかり茶色がかってる。下新庄は、その男がサングラスをはずす瞬しゆん間かんを見たと言ってた」

「それって、まさか」

　俺は自分の耳をうたがった。オールバックは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「俺の相あい棒ぼうだよ。まちがいない。パーティの当日、あいつは扉とびらの前を何度も何度も行ったり来たりしてたらしい。もちろん、カネの保管場所へ通じてる扉だ」

「あいつが？」

　俺はイミコと顔を見あわせた。彼女も虚きよをつかれた表ひよう情じようをしている。生徒会執しつ行こう部ぶの潜せん入にゆう調ちよう査さ員いんがなぜカネを盗ぬすむのか。私し欲よくに走ったというのか。だが、そんなのはヒトミの性せい格かくとは──まじめだけが取とり柄えなのだ──合わない。

「想そう像ぞうもできませんわ。あの方が、人のおカネを盗むなんて」

「そんな度ど胸きようがあったとはな」

　俺おれの言葉に、オールバックはうなずいた。

「まったく、馬ば鹿かにされたもんだぜ。俺は犯はん人にんの片かた割われと、ずっといっしょにいたわけだ。いま思いかえしてみると、あいつが集めてきた情報は、みんなでたらめだったのかもしれねえ」

　オールバックはだいぶ回かい復ふくしたようだ。俺は相手の首の下から手を抜ぬいた。オールバックは自力で上体を起こした。

「昨日の夜、下新庄ゆかから話を聞いてすぐに、俺はヒトミに電話をかけたんだ。それで、明日の朝一番に下新庄ゆかのところへ行け、そこで落ちあおう、と伝えた。下新庄にヒトミを見せて、本当にあいつがその場をうろついていたのか、確かく認にんさせるつもりだった。まだあいつが共犯者なのかどうか、俺自身、信じられなかったんでな」

「面通しってわけか」

　俺はうなずいた。オールバックは、ヒトミが犯人あるいはその共犯者だと信じたくなかったのだ。だから、下新庄ゆかと直接引きあわせて、保管場所の前をうろついていたのが本当にヒトミなのかどうか、たしかめるつもりだった。

　オールバックは下した唇くちびるを嚙かみ、口をひらいた。

「馬鹿だったぜ。ヒトミと犯人の女は、最初からつるんでたんだ。ヒトミは俺からの電話を受けて、自分が共犯者であることがばれた、と思った。どっこい、そのことに気づいているのは俺だけだ。だから、犯人の女を使って、俺を消させようと考えた」

「あら、でも、それでしたら……」

　イミコが青ざめた顔で言った。声が恐きよう怖ふにふるえていた。俺もぴんときた。イミコのやつ、ずいぶんと鋭するどくなったもんだ。

「おめえの口くち封ふうじをするんなら、同時に、情報提供者の口も封じなきゃおかしい」

　自分の声が耳の中でこだまする。情報提供者。バーテンをしていた下新庄ゆか。彼女の居い場ば所しよをヒトミは知っている。知っているどころか、昨日の夜、オールバックに、わざわざ行くように言われているのだ。

　イミコがためらいがちに意見を口にする。

「では、下新庄さんの身があぶないのでは？」

「なんてこった」

　オールバックが悪あく態たいをついた。俺はショットガンをかかえなおした。

「悪いが、保健室には自分で行ってくれ」

　歯を食いしばり、立ちあがった。







　今朝、俺の部屋へ来たとき、ヒトミは「これから下新庄ゆかのところへ行く」と話していた。まさか、それが目もく撃げき者しやの口封じをするためだったとは。なんてこった。

　女子寮からイミコをつれてくるまでに五分。オールバックと話していた時間を入れても、せいぜい十分程てい度どしか経たっていないはずだ。だがヒトミがまっすぐ下新庄ゆかのところへ行っており、最初から殺すつもりだとしたら──一仕事終えるには十分な時間だ。

「間にあってくれ……」

　新校舎の屋上を見上げた。まわりに人がいて殺しを実行に移せない、というような展てん開かいになってくれていると助かるが──どっこい、屋上の作業にそれほど人が必要とは思えない。下新庄ゆかが本当にあそこで作業をしているとしたら、なにかの都合でひとりきりになる、という機会はいくらでもあるだろう。

「バーテンをしていたという方。ご無事でしょうか？」

「わかるもんか」

　イミコを引っぱり、新校舎の中へ入った。

　本日土曜日は丸一日、学祭の準備に当てられており、授じゆ業ぎようなどはない。それだけに、校舎の中はひっそりとしている。

「まさか、ありませんよね？　本当に人が人を殺すなんて」

「あるかもしれねえぜ」

「信じられませんわ。冴さまがそんな恐おそろしいことに加わっていらっしゃる、なんて」

「どうだかな」

　長い板を前後にかついだ生徒ふたり組が歩いていた。追いこした。階かい段だんを駆かけのぼった。

　上から女子生徒が降おりてきた。すれちがいかけて──ふと思いついて声をかけた。

「屋上から来たのか？」

　俺は首をうしろへ向けてたずねた。三つ編あみの女子生徒は俺のショットガンを見て息をのんだ。

「どうなんだ？」

　彼女は呆あつ気けにとられた表情で、だがこくこくとうなずいた。

「屋上にいたのは何人だ？　男か女か？」

「ええと……」

　目を上に向けて考える。

「ふたり、ぐらいだと思いますけど。自分の作業に集中してたし、注意して見てたわけじゃありませんから」

「ありがとよ」

　イミコをうながし、また階段を蹴けりつけるようにして上を目ざした。彼女は長い裾すそを手で持ちあげ、苦労しながらもついてくる。三つ編みの女子生徒はわけがわからない、という顔で俺たちを見上げている。

「屋上にいたのはふたり……か」

　あまりよろしくない展てん開かいだ。大おお勢ぜいの目撃者がいるので口封じを実行できない、という状じよう況きようからはほど遠い。たったふたりだけなら、両方しとめることだって可か能のうなのだ。ひょっとしたら、そのふたりというのは、目撃者である下新庄ゆかと、犯人の片かた割われであるヒトミかもしれない。

　四階を過すぎて、屋上へと通じる扉とびらにたどりついた。手をかけた。屋上で文化祭の用意が行われているのだから、鍵かぎがしまっていることはない。向こう側へ、あっさりとひらいた。

　陽光のまぶしさに目を細めた。イミコが隣となりで「きゃっ」と短い声を発した。一いつ瞬しゆん、視し界かいが白く染そまり、なにもわからなくなった。授じゆ業ぎようがないために、校舎内の蛍けい光こう灯とうがすべて消されており、目がそちらの明るさに慣なれていたのだ。

　すぐに、景け色しきが輪りん郭かくを取りもどした。風が俺のコートをはためかせた。イミコが必死になってスカートの裾を押おさえている。

　扉は屋上の床ゆかよりも少し高い位置にあった。階段を二段だけ降りると、そこが屋上。視点が高いためか、広いコンクリの世界がよく見わたせた。空の上の世界。俺たちの位置からは縦たて長ながにのびている。

　左側が中庭に面しているほうだ。『第三十七回北摂祭』と書かれた垂たれ幕まくが下りている。

　コンクリがむきだしになった床の上には、これから下ろされるであろう垂れ幕が無む造ぞう作さに重ねられ、しわをつくっている。柵さくにくくりつけるためのひもがのたくっている。視し線せんを先へのばしていくと、そこに、人ひと影かげがふたつ。

「ヒトミ！　それに──」

「そんな」

　イミコがうめき声をもらした。俺は舌した打うちをして近づいた。いまさら焦あせっても無む駄だだ。

　ショットガンの銃把をにぎりしめた。手の中に汗あせがにじんだ。銃じゆう口こうは下に向けたままだが、引き金に指をかけることは忘わすれない。

　イミコもそろそろと、慎しん重ちような足どりでついてくる。

「虎雄さん……」

　ヒトミがやつれた顔で立っていた。手をだらりと両側へ垂らしている。右手には総持寺から支し給きゆうされた改造モデルガンを──伊丹冴の部屋で俺に向けた、あの強力なモデルガンをにぎっている。いや、なんとか指に引っかけている、といった状態だ。

　小こ柄がらな身体からだが小きざみに、風か邪ぜにでもかかったようにふるえている。ほんの二十分前に比べてずいぶんと老ふけたような気がする。

　やつの足もとには女が倒たおれていた。茶色いブレザーを着ている。横を向いており、うずくまろうとしたが途と中ちゆうで力つきた、というような格かつ好こうだ。髪かみはショートカット。バーテンをしていた下新庄ゆか。疑ぎ問もんの余よ地ちはない。

「虎雄さん……」

　ヒトミが、また俺の名を呼よんだ。声が乾かわいていた。

　俺はヒトミから五メートルの位置で足をとめた。下新庄ゆかを注意して見下ろした。外がい傷しようがあるのかどうか、よくわからない。

「なにが、あったのですか？」

　イミコが平板な声で言った。心の動どう揺ようを押おし殺そうとしている。

　俺は言葉を重ねた。

「説明してもらうぜ」

「は……」

　ヒトミはしゃべろうとして、うまくいかず、喉のどでしゃっくりのような音を立てた。深しん呼こ吸きゆうをして、あらためて俺とイミコの顔を二秒ずつ見る。そして、また視線を下へ──倒れ、ぴくりとも動かない下新庄ゆかへ。

「曽根に言われていたから、ここへ来たんです。そしたら人気がなくて、だれもいないのかな、と思ったんです。だけど、よく見たら、この人が倒れてて」

「なんで銃を持ってる？」

　俺は顎あごをしゃくり、目線でヒトミの右手を示しめした。

　ヒトミは、いまはじめて気がついた、というように銃を見た。ゆっくりとした動作で腕うでを上げ、銃を顔の前へ持ってきて、しげしげとながめる。

「これは……そう、この人を見て」

　足もとの女に視線を落とした。

「だれかに襲おそわれたんだと思って、あわててポケットから出したんです。まだ犯はん人にんが近くにいるかもしれないと思って。そしたら、虎雄さんたちが来たから」

「銃を下ろしたってわけか。なら、だれが殺やったっていうんだ？　その女を」

「知りませんよ！」

「オールバックが撃うたれたぜ」

　前置きなしに言った。ヒトミの反はん応のうをうかがった。

　ヒトミはまぶたをパチパチとやり、銃を持つ手で額ひたいの汗あせをぬぐった。本気でおどろいているように見える。演えん技ぎとしては上等だろう。それを言うなら、自分は根こん性じようなし野や郎ろうだ、と俺たちに──それどころか、オールバックをふくめたあらゆる連中に──信じさせていた時点で、かなりの役者だと言えるが。

「本当ですか？　曽根が、撃たれた……」

「死んだぜ」

「そんな！」

　ヒトミのふるえが大きくなった。ロボットのような動作でうつむき、宙ちゆうの一点を見つめた。

「曽根が撃たれた……」

　イミコの視線を痛いたいほど感じた。なぜ噓うそを言うのか、という無言の問いかけが感じられた。もちろん、ヒトミの反応をためすためにきまっている。

「噓さ」

「えっ？」

　ヒトミが顔を上げた。わけがわからない、という表情。

「残念だったか？」

「なにを、言ってるんですか？」

「オールバックは生きてるぜ。それで、おもしろいことを言いやがった」

「わかりませんよっ。わかるように言ってください！　なんでそんな噓をついたり!?」

　ヒトミはさけぶように言った。妙みようだ。演技とは思えない切せつ迫ぱく感かんが感じられる。

「その女、倒れてる女が下新庄ゆかだってことは、わかってんだろ？」

「そうだとは思いました。だけど……なんで、近づいて見ようとしないんですか？　なんで、そんなに離はなれたところに立っているんです？」

「そいつ、撃たれたのか？」

　俺おれは下新庄ゆかを見下ろして言った。ヒトミは顎を引き、なんとか肯こう定ていの仕草をしてみせた。

「そんな感じです」

「あなたが、撃ったのですか？」

　イミコが言った。手を胸むねの前で組み、泣きそうな目をヒトミに向けている。

「なにを言ってるんです？」

　ヒトミは曖あい昧まいな表情でたずねた。イミコが容よう赦しやなく続ける。

「その人を、撃ったのですか？　それに、オールバックの方も。犯人と協力して、犯人にたのんで、オールバックの方を撃たせた……」

「なにを言ってるんです？」

　ヒトミはくり返した。イミコから目をそらして、すがるような目で俺を見てきた。

　俺はなにも言わなかった。ヒトミは、これ以上ないぐらい本物くさい演技を続けている。こいつが本当に共犯者だとしたら、アカデミー級の演技力だ。

「疑ってるんですね」

　ヒトミは一歩、よろよろとあとじさった。バーテン女の身体からだでつまずきそうになり、一いつ瞬しゆんだけ下を見て、またうしろへ一歩、二歩。

「僕がやったと思ってるんだ。僕がこの人を撃ったと。曽根のことは──よくわかりませんけど。そちらも、みんな、僕がやったことだって」

「オールバックを撃ったのは、おめえじゃねえさ。だが、撃ったやつとつるんでる可能性はある」

「そんなわけありません！」

「正直に言ってください。犯人を知っているなら──犯人の仲間なら。相手が冴さまなのかどうか。本当のことを話して！」

「知らない！」

　ヒトミが銃を上げた。イミコが──いつ用意していたのか──俺が渡わたした拳けん銃じゆうをかまえた。素人しろうとくさい手つきだ。両手でしっかりとにぎりしめ、腋わきをしめて、肘ひじをまげている。銃口がゆらゆらと不安定に揺ゆれている。

　俺も同時に、ショットガンの銃口をヒトミに向けた。相手は重病患かん者じやのように青くなり、ふるえている。イミコは銃を胸の高さに固定し、いまにも泣きだしそうな顔をしている。

「冴さまなの!?　おカネを盗ぬすんだ犯人は、本当に冴さまなの!?」

「知りませんよ！　会ったこともない！」

　ヒトミはつばを飛ばし、涙なみだを流し、鼻をだらだらと垂らしている。いまにも失しつ禁きんしそうだ。脱だつ糞ぷんしてもおかしくない雰ふん囲い気き。もうしているかもしれない。

　妙だ──絶ぜつ対たいにおかしい。どんなに才能のある役者でも、こんな演技はできるはずがない。

「わたし、お聞きしました！」

　イミコが髪かみをふり乱みだし、激はげしい口調で言いつのる。

「そこに倒れている方が──下新庄さんが、パーティ会場であなたを見ていたって。この方が、不ふ審しんな態たい度どのあなたを見て、そのことをオールバックの方に話したって。それでオールバックの方は、あなたとこの方を会わせて、不審人物が本当にあなたなのか、たしかめようとしていたって！」

「ちがう！　ちがう！　ちがう！」

　ヒトミはわめきちらした。彼の混こん乱らんと恐きよう怖ふが空気中に発散されている。五メートル離れた場所にいてもひしひしと、強きよう烈れつに感じられる。ヒトミはいまにも気が狂くるいそうな顔をしている。やはり演技ではないのか。

　だとしたら、オールバックはなぜ撃たれた。共犯者はだれだ。そもそも、犯人は本当に伊丹冴なのか？

「そうだ……」

　ショットガンの銃じゆう把はをさらに強くにぎった。ずっと心の片かた隅すみに引っかかっているなにか──

「あなたは、自分が共犯者であることが公おおやけになると思いました。だから、犯人にオールバックの方を撃たせました。そして、目もく撃げき者しやである下新庄さんを、みずからの手で撃ったんです！」

　イミコがなにかに取りつかれたように続ける。ほれた女への愛ゆえか。それとも、なにか別の理由が存そん在ざいしている？

　引っかかっているなにか。その輪りん郭かくが見えはじめている。すべてがつながろうとしている──

「ちがう！」

　ヒトミが声を張りあげる。緊きん張ちようしすぎているためか、裏うら声ごえになっている。

　完全に追いつめられた者の形相で銃口をイミコに向け、俺おれに向け、同じ動作を何度もくり返した。そして、最後には俺にすえた。ヒトミにとっては、俺もイミコも自分を糾きゆう弾だんする悪者であり、中でも俺は凶きよう悪あくで手ごわそうだ、と判はん断だんしたのだろう。

　いま、俺とイミコの銃口がヒトミをとらえており、ヒトミの銃口は、俺のどてっ腹に風かざ穴あなをあけようとしている。

「なんでそんなことを言うんですか？　僕ぼくはなにもしていないのに。純じゆん粋すいに犯人とおカネをさがしてただけなのに！」

「知っているはずです！　犯人がだれなのか。冴さまなのかどうか。おっしゃらないつもりなら、どうあってもおっしゃらないつもりなら、そのときは──」

　イミコが腕を前へのばした。撃鉄を起こした。金きん属ぞく音おんが俺の鼓こ膜まくをふるわせる。同時に、脳のうの中の回路をオンにさせる──

「撃ちます！」

「待ちな」

　俺は言った。彼女が俺のほうを見る前に、素す早ばやく銃口を彼女の胸むねに向けた。

　イミコの銃口はヒトミのほうを向いている。ヒトミの銃口は俺のほうを向いている。そして、俺の銃口はイミコのほうを向いている。妙なトライアングルができあがった。

「あやうく、だまされるところだったぜ」







「なにを言っていますの!?」

　イミコは銃口と顔をヒトミに向けたまま、目線だけを俺のほうへ動かした。

「だまされていたのは明白です。いまさら、なにを納なつ得とくすることがあるんですの!?　この方が犯人だというのに、なぜわたしに銃を向けて！」

「やけに舌がまわるな。焦あせってる証しよう拠こだぜ」

　俺はイミコに笑えみを送った。額ひたいに汗あせが伝うのを感じた。ヒトミは俺とイミコへ交こう互ごに顔を向け、やたらと早いまばたきをしている。イミコは眉まゆをひそめている。

「それは、もちろん、焦っていないと言えば噓になりますわ。この方は、冴さまの行方ゆくえを知っているかもしれませんもの」

「そういう意味じゃねえさ」

「なにを言ってるんです……ふたりとも、勝手に、なにを言ってるんです!?」

　ヒトミが蒼そう白はくな顔でわめく。

「ちょっとだまってな」

　ヒトミに言った。そして、イミコの瞳ひとみをまっすぐのぞきこんだ。額の汗が量を増ました。腋わきの下と背せ中なかにも同じ感覚があった。冷たい液えき体たいが肌はだを流れる。

「俺が言ったのは、おめえは俺が真実に気づいたらしいんで焦ってんじゃねえか、ってことさ」
















「なぜわたしが焦りますの？　それに、真実に気づいた、とはどういうことですの？　宇野辺さんは、冴さまの居い場ば所しよが──」

「まだとぼけやがる」

　イミコの言葉をさえぎった。視線を一いつ瞬しゆんだけ脇わきへそらせる。

　下新庄ゆかは動かない。ヒトミは「なんだっていうんだ……なんだっていうんだ……」とつぶやき、ひたすらそれをくり返している。前も、化学教きよう師し・豊津の研究室で似にたような状態になっていたが、症しよう状じようはいまのほうがずっと重そうだ。

「俺は最初から、この事件にはなにか引っかかるものがあったんだ。ずっと違い和わ感かんのようなものを感じてた。それは言っただろ？」

　イミコは眉をひそめたままだ。ヒトミは落ちつきなく、犬のように息をあえがせている。

「パーティ会場から組そ織しきのカネが盗ぬすまれた。その犯人が伊丹冴らしい。有力な目撃者がいるようだ──いろんなことがわかってくるにつれて、その違和感はどんどん強くなった。それがなんなのか、ずっと考えていたんだが」

　顎あごをヒトミのほうへ動かした。

「ここでイミコ、おめえとヒトミのやりとりを見てて、急にひらめいたんだ。まだ頭ん中で整理できてねえが、確かく信しんはしてる」

　ヒトミは自分の名前が出たためか、反はん応のうするようにびくりと痙けい攣れんし、銃じゆうをさらに高く持ちあげた。俺のこめかみをぶち抜ぬける位置だ。

「なにを、言っていますの？」

　イミコは用心深い目で俺を見つめ、一語一語、区切るように発音した。

「違和感などと言われても、わたしにはわかりません」

「伊丹冴の存そん在ざい感かんがなさすぎるってことさ。出てくるのはおめえとオールバックの話の中だけだ。オールバックは、カネの保ほ管かん場所で冴と呼よばれてる女に殴なぐられた、と言ってた。だが同時に、いつだれがその女を冴と呼んでたのかはわからない、とも言ってるんだ。そもそも、仮かりにその女が本当に冴と呼ばれてたとしても、その冴と伊丹冴が同一人物である保証なんてねえんだぜ」

「なにがおっしゃりたいのか──」

「伊丹冴なんてはじめからいなかったんじゃねえのか、ってことさ」

「馬ば鹿かな！」

　イミコがかん高い声をあげた。正気を疑うたがう、というような目で俺を見てくる。

「わたしは毎週、冴さまを見ていたのです。絶ぜつ対たいにまちがいありません！　わたしが噓うそをついていた、とおっしゃいますの？　いもしない人をさがすために宇野辺さんをたよった、とおっしゃりたいんですの？」

「そういうこった」

「なんのために？」

　イミコは金切り声をあげた。そして、乱みだれた息をととのえ、あらためて口をひらいた。

「お約束します。わたしは冴さまを見たことがありますし、あの方はちゃんと存在していらっしゃいます。化学の豊津先生だって保証されたではありませんか！」

「そうだな」

　思いだした。化学教師はイミコが出した写真を見て、それが伊丹冴である、と明言したのだ。さすがに、イミコがあの化学教師への聞きこみを予想していた、ということはないだろう。

「たしかに、写真の女は存在してるのかもしれねえ。伊丹冴って名前なのかもしれねえ。だが、パーティ会場からカネを盗んだ犯人としての伊丹冴は、存在してないんじゃねえのか？」

　俺はいったん言葉を切り、息を深く吸すいこんだ。

　イミコは目を見ひらき、じっと俺の言葉に耳をかたむけている。銃はヒトミのほうへ向けたままだが、もはや顔は完全に俺のほうへ向けている。ヒトミはさらに意味不明となったつぶやきを続けている。

「あの写真にあった伊丹冴は、もうこの学校にはいないのかもしれねえ。転校なりなんなり──事情はわからねえが、とにかく、罪つみをおっかぶせるにはちょうどいい相手だったのかもしれねえ。絶対に文もん句くの出ない、行方ゆくえをつかむこともできない、幻まぼろしのような存在だ」

「何度申せばわかりますの？　冴さまは、幻なんかではありません。もちろん、先週からは姿すがたが見えませんから、転校などの事情は考えられます。ですが、そうだとしても、罪をかぶせる、というのはどういうことですの？　わたし、宇野辺さんが、なんのためにそのようなことをおっしゃるのか──」

「おめえが共きよう犯はん者しやだからさ。総持寺のパーティ会場から、オールバックと協力して、カネを盗んだ」

　息をのむ音が聞こえた。イミコの身体からだがヒトミと似にたようなふるえ方をはじめた。両手でかまえた銃が揺ゆれている。

　彼女は、俺の言葉を耳からしめだしたい、あるいは現げん実じつを意い識しきからしめだしたい、というように目をかたくとじた。

「馬ば鹿かげてますわ！　なぜわたしがおカネを盗まなくてはなりませんの!?」

「カネを盗むのに理由なんていらねえさ」

「盗んだりしません！　馬鹿なことをおっしゃってないで、冴さまを見つけてください！　わたしも、冴さまも、おカネを盗んだりしません！」

「そう考えてみれば、すべてのつじつまが合うのさ」

　俺おれは強ごう引いんに続けた。銃じゆうをにぎる手が汗あせでぬるぬるとしてきた。

　肩かたが、引き金にかけた指先がしびれ、感覚がなくなろうとしている。イミコやヒトミも同じような状じよう態たいだろう。

　イミコの腕は不ふ規き則そくに動いている。ヒトミは片手で銃をかまえているが、うつむいた状態で意味不明の言葉をつぶやいており、銃を持っていることすら忘わすれているようだ。

「オールバックは、最初から噓うそをついていたのさ。自分でカネを盗み、おめえに運びださせた。あるいは、おめえといっしょになって運んだ。そして、伊丹冴という架か空くうの犯はん人にんをでっちあげ、総持寺の注意がそちらへ向くようにしむけたんだ。疑いを自分からそらすために」

「わたしはおカネを運んだりしてません。オールバックの方とは昨日会ったばかりです！」

「ふたりだけで勝手に話をしないでください……」

　ヒトミが低く、かろうじて判別できる声で言った。だが俺もイミコも、ヒトミにかまっているような余よ裕ゆうはない。目を向けるゆとりすらない。

「僕ぼくは犯人じゃないんだ。なのに、勝手に話を進めて……」

「イミコ、おめえとオールバックはずっと前から知りあいだったのさ。入念にカネをかっぱらう計画を立ててた」

　俺はイミコの表ひよう情じようをうかがった。絶ぜつ望ぼう的てきな色がにじんでいた。まつ毛が小きざみにふるえている。

「おカネになんて興きよう味みはありません。わたしは冴さまに会いたくて、それで宇野辺さんのもとをたずねました！」

「ちがうな。オールバックは伊丹冴という犯人をでっちあげたが、それだけじゃ不安だった。だからイミコ、おめえを使って、俺に伊丹冴をさがさせた。あるいは、おめえ自身が必要と考えて、俺のところへ来たのかもしれねえ」

「ふたりだけで勝手に話をしないでください……」

　ヒトミがつぶやく。それをかき消すようにして、下の中庭から拡かく声せい器きの声が聞こえてくる。放送器機の調整が行われているのだ。

「おめえは俺に、伊丹冴をさがさせた。そうすりゃ俺と総持寺が会うことになるだろうって、最初から予想してたわけだ。もし俺が自力で総持寺にたどりつけないようなら、そのときはそれとなく情報を与あたえればいい。そう考えて俺を使った──もっとも、俺とオールバックとが銃撃戦をおっぱじめる、ってのは予想外だったはずだがな」

　イミコは首を左右にふっている。俺は言葉をついだ。

「俺が総持寺に、伊丹冴の行方をたずねる。そうなれば、総持寺は、伊丹冴が存そん在ざいしていることに対して、まったく疑いを抱いだかなくなる」

「もうやめてください。どうしてそんな意地悪をおっしゃいますの!?」

「その証しよう拠こに、おめえは総持寺と会うのをやたらといやがった。ちょっとでも総持寺の興きよう味みを引くことは──その可か能のう性せいのあることはしたくなかったんだ。自分を総持寺に紹しよう介かいでもされたらたまらない、とでも思ったにちがいねえ。でもって、俺が総持寺に伊丹冴のことをたずねた時点で、俺には用がなくなったわけだ。だから、もう伊丹冴のことはあきらめてもいい、なんて言いだした。唐とう突とつにな」

「ちがいますわ！　あのときは、本当に恐おそろしくなったんです。怖こわい人たちと関かかわったり、暴ぼう力りよくを目にしたり。でも、冴さまのことを考えて、さがしつづけることにきめました。ご存じのはずです！」

「おめえは俺のやっかいばらいに失敗した──ただそれだけのことさ。そうこうするうちに、目撃者がいるかもしれねえって話が飛びこんできた。そこに倒たおれてる下新庄ゆかが、なにか見てるかもしれねえ。その可能性が高いってんで、おめえは焦あせった。自分の姿を見られてるかもしれねえからな。それが、昨日の夜の話だ。おめえ自身、俺といっしょに茨いばら木ぎんところへ行って、はじめて下新庄の存在を知ったのかもしれねえ。いや、きっとそうだ」

「宇野辺さん、お願いですから──」

「ふたりだけで勝手に話をしないでください……」

「おめえは大急ぎでオールバックに電話して、下新庄の居い所どころを調べさせた。そして、オールバックに電話させ、ヒトミが今朝、ここへ来るようにしむけた」

「ふたりだけで勝手に話をしないでください……」

　ヒトミの目が宙ちゆうを泳いでいる。この場ではないどこかをさまよっている。考えてみれば、どうしようもなくかわいそうなやつだ。

　もし俺の推すい理りが当たっているとしたら、こいつは演えん技ぎをしてたわけでもなんでもない。ただの根こん性じようなしでしかない。それゆえに利用され、つけこまれた。

「イミコ。おめえは今朝、俺が呼よびにいく前の時点で、オールバックと段だん取どりを整えていたんだ。俺が扉とびらを叩たたいたときには、すでに、おめえは下新庄ゆかをぶち殺したあとだった。口くち封ふうじのためにな」

「してません！　わたしが人を殺したりなんて、そんなこと！」

「証しよう拠こだってあるぜ。部屋の扉をあけたとき、おめえはパジャマを着ていたが、髪の乱れはこれっぽっちもなかった。たったいままで寝ねてました、ってな人間の頭じゃなかった」

「起きていましたもの！　宇野辺さんがいらっしゃるずっと前から、起きていましたもの！　わたし、寝起きだなんてひとことも言ってませんわ。誤ご解かいです！」

「まあ、それはそうかもしれねえ」

　俺は肩をすくめた。銃を持つ腕うでが悲鳴をあげている。限げん界かいだ。少し、位置を下げた。

　イミコものばしていた腕を下ろし、腹の前で銃をかまえた。もっとも、両手でしっかりとにぎりしめている点は同じだ。むしろ指には力が入っている。

「些さ細さいなことさ。とにかくおめえは今朝、口封じのために、下新庄ゆかをぶち殺した。ヒトミを下新庄のところへ呼んでおいたのは、殺しの罪つみをヒトミになすりつけるためだ。だから、もちろん、オールバックが言ったことはぜんぶ噓うそさ。犯はん人にんを名乗る女に呼びだされたって話も噓。うしろから撃たれたってのも狂きよう言げんだな。下新庄は、ヒトミがあやしい、なんて言ってねえ。すべてはヒトミをはめるための噓さ」

「知りません！　そんなこと──」

「もっと前に気づくべきだったぜ。オフィスで銃をわたしたとき、おめえは素人しろうととは思えねえ技わざをみせた。はじめて銃にさわる女の腕前じゃなかった。思わず披ひ露ろうしちまったんだ。おめえは撃つことに慣なれていたんだ」

「知りません！」

「ふたりだけで勝手に話をしないでください……」

　はめられた男が呪じゆ詛そめいた声を発している。わずかに声が大きくなっているように感じられる。興こう奮ふんが感じられる。俺の胸むねも熱さを感じている。

「オールバックは、ヒトミが不ふ審しん人物だ、という証言をでっちあげた。ヒトミが下新庄ゆかのところへ行くようにしむけた。それがここだ。この現げん場ばだ。ここでは下新庄ゆかが死んでいる。おめえが今朝殺した。自分とオールバックの犯行を見られているかもしれない、という理由で殺したんだ！」

「やってません！」

「ふたりだけで勝手に話をしないでください……」

「おめえとオールバックは、ヒトミが死体を発見するように仕組んだ。俺がおめえといっしょに駆かけつけ、ヒトミが殺したと考えるように仕組んだ。おめえがヒトミを問いつめ、どさくさで撃ち殺せるように仕組んだ。いまここで撃ち殺せるように仕組んだ！　そうすれば犯人は死んだことになる。少なくともその片かた割われは死んだことになる。総持寺は納なつ得とくする。自分たちが疑うたがわれることはなくなる！」

「噓です！」

「やめろおおおおお！」

　ヒトミが頭をふりあげた。銃をつきだした。俺に向けて撃った。俺の身体からだは同時に反はん応のうし、引き金を引いた。同時に三つの銃声が聞こえた。







　こめかみに猛もう烈れつな痛いたみをおぼえた。脳のうが側頭部から吹ふきだしたように感じた。全身から力が抜けた。ショットガンが手から落ちた。上半身が傾かたむき、頭からコンクリの床ゆかへ倒たおれた。力を入れることができないというのに、痛みだけは感じた。猛烈な、火を吹くような痛みが横顔と肩かたを襲おそった。

　横向きの視し界かいに映うつった。イミコがショットガンの弾たまを食らい、屋上の柵さくまで吹っとばされていた。ショットガンの威い力りよく。散弾の衝しよう撃げき。彼女は柵に叩きつけられ、ずるずると下へすべった。床に足を投げだす格かつ好こうとなり、頭がうなだれたように下を向いた。表情を見ることはできない。

　彼女を撃つつもりはなかった。反射的に指が動いてしまったのだ。身体がしびれていた。思うように動かなくなっていた。ヒトミの動きに身体そのものがおどろき、反応したのだ。それはイミコも同じだった。すべては俺おれたちの意志とは無関係に、自動的に起きた。

　ヒトミがあお向けに倒れていた。大の字の格好に手足を広げ、空の彼方かなたをにらんでいた。イミコの弾をまともに食らったのだ。

　ヒトミも、イミコも、動きだす気配すら感じられなかった。俺自身、動くのは無理な相談だ。屋上には四つの死体が転がることになるだろう。

　視界のあちこちに黒い斑はん点てんがにじみはじめた。世界が黒い色でおおわれはじめた。と、黒の向こう側に、さらに黒いなにかが現あらわれた。動いている物体。

　人だ。だれかが下から屋上へのぼってきたのだろうか。救きゆう急きゆう車しやを呼んでくれるかもしれない。長い黒髪の女だ。いや、待て──なんてこった。

　俺は自分のまちがいに気づいた。



















　屋上から階かい段だんへ至いたる扉とびら。それはコンクリでできた構こう造ぞう物ぶつの側面についており、構造物の上には貯ちよ水すい槽そうが設せつ置ちしてある。女はその構造物の陰かげから現れた。

　薄うすれゆく意い識しきの中で、俺はぼんやりと見ていた。幻げん覚かくかと思ったが、それにしては足音まで聞こえてきた。相手には強烈な存そん在ざい感かんがあった。

　写真の女だった。見まちがうはずがない。黒くて長い髪かみ。白い肌はだ。そして、写真で見る以上に色気のある身体。イミコが描びよう写しやしたとおり、周囲をつきはなすような雰ふん囲い気きだ。最高にぐっとくる女。

　伊丹冴。

　実在していたわけだ。俺の推すい理りは大まちがいだった。

　眼がん球きゆうだけを動かし──幸いなことにそれだけはできた──イミコのうつむいた顔をながめた。柵さくにもたれ、ぐったりとなった姿すがたは、ひらひらの服と相まって、捨すてられた人形のように見えた。

　あいつは犯人でもなんでもなかった。純じゆん粋すいに、そこに立っている女にほれただけだった。なんてこった。

　伊丹冴は倒れた俺たちのほうへ歩いてきた。

　彼女はわずかに眉まゆ根ねを寄せて、馬ば鹿かな死体どもを見下ろした。と、まぶたがぴくりと動いた。俺に意識があるということに気がついたらしい。

「教えてくれ」

　喉のどの奥おくから、かすれた声が出てきた。しゃべれる。しゃべろうとして、一いつ拍ぱく遅おくれてから声が出てくる、という感じだが。

　伊丹冴はなにも言わなかった。だが俺の言葉を聞いていることはわかった。

「ずっといたのか？　俺たちのやりとりを、ずっと聞いていたのか？」

「ずっといたわ。ずっと聞いてた」

　伊丹冴はこたえた。雰囲気と同じ、冷れい淡たんで、無ぶ愛あい想そうな声だ。

「なら、完全に知ったわけだ。俺たちがなにをしてたか。なにを考えていたか。どんなふうに捜そう査さが進んでいたのか」

　彼女は肩をすくめた。俺たちのやりとりを聞いてあきれた、ということだろう。イミコは的外れなことを言い、ヒトミを追いつめていた。俺も的外れなことを言い、イミコを追いつめていた。

「真実を教えてくれ」

　だいたい想そう像ぞうはついてるけどな、と心の中でつけたした。伊丹冴が実在しているとしたら、考えられる事実はひとつしかない。あとは、そのバリエーションがいくつかあるだけだ。

「マフィアは資し金きん集めのパーティをひらいた。あんたはどこからかその事実を知り、カネの保ほ管かん場所からそれを盗ぬすんだ」

「盗んだわ」

　伊丹冴は意外にも正直に、あっさりとこたえた。真実を知ったところで目の前の男にはどうすることもできない、少なくとも彼女からカネをうばう力は残っていない、と判はん断だんしたのだろう。

「なんでだ？」

「おカネを手にいれるのに、理由なんて必要かしら」

　俺は笑いだしそうになった。俺がイミコに言ったのとまったく同じ台詞せりふだ。

「あんたは──これもどこかから──目もく撃げき者しやがいるらしい、ということを聞いた。まあ、おそらくは、カネの保管場所を言ったやつと同じだろうが。それで、その目撃証しよう言げんを聞いたらしいってんで、まずは自分を追っている男をぶち殺した。オールバック野や郎ろうを。そして、目撃者である下新庄ゆか本人をぶち殺した。そこへ、そこに倒たおれてるそいつ──ヒトミが現あらわれた。だからそっちの物陰に隠かくれた。逃にげだす機会をうかがってるうちに、俺とイミコが現れ、言い争いになった。そして、妙みような撃うちあいになった」

　俺は言いつつ、奇き妙みような感覚をおぼえた。なにか足りない要よう素そがある。そうだ──

「オールバックは、共きよう犯はん者しやはヒトミらしい、と言った。下新庄ゆかがそう証言したと言った。本当にそうなのか？　そこに倒れてる根こん性じようなしが、本当にあんたの仲間なのか？」
















　そんなことはありえない。ヒトミの態たい度どは演えん技ぎではなかった。下新庄ゆかが噓をついた？──そういうことか。

　俺は目だけの動きで伊丹冴を見上げた。

　彼女はだまって、かすかに眉まゆをひそめたまま、じっと俺の目を見返していた。俺はじれた。

「俺はだれにも言わねえ。いま意識があるのは俺だけだ。そっちの三人は死んでる。死んではいないにしても、気を失ってることはまちがいねえ。たのむ、こっそりと教えてくれ」

　人にものをたのんだのなんて何年ぶりだろう。俺は常にショットガンをぶっぱなし、時にはちらつかせ、相手に言うことを聞かせてきた。

　真実。想像はついている。だが彼女の口から聞きたかった。自分の考えを確かく認にんしたかった。

「仲間ってのが──」

「仲間はそこの子よ。下新庄ゆか」

　感情のこもらない声。

　思ったとおりだ。共犯者。バーテンをしていた下新庄ゆか。ずっと保管場所の近くにいた女。カネの運びだしを手伝うことだってできたはずだ。下新庄ゆかはオールバック野郎に証言を求められ、ヒトミの特とく徴ちようを言い、彼があやしい、とでたらめを話した。

「昨日の夜。その子は」

　と言って、伊丹冴は下新庄ゆかに目線を向けた。

「総持寺の部下から電話があった、と言ったわ。パーティの夜のことを聞かれたって。あやしい人物はいなかったか、と聞かれたから、適てき当とうに噓をこたえたって。何度か見かけた男の子の特徴を言ったって。それだけならよかったんだけど」

「仲間割われか」

　俺は言った。伊丹冴はうなずいた。

「総持寺の部下──オールバックの男から接せつ触しよくを受けて、魔まがさしたみたい。その子はわたしに、居い所どころをばらされたくなかったら分け前を余よ分ぶんにわたせ、と言ってきた。馬ば鹿かな子……」

「だから撃ったのか」

「そう。おしおきの意味をこめて撃ったけど、急所は外してあるわ。二、三日動けなければ、それでいいから」

　彼女たちが盗んだカネは、学園祭で使う金券だ。二、三日すれば価か値ちはなくなる。

「オールバックのほうは？　なんで撃った」

　伊丹冴は息を吐はきだした。かすかに自じ嘲ちよう的てきな表情がかいま見えた。

「あたしを追いかけているのは、その男だけだと思ってたの。オールバックの男。ゆかから彼の連れん絡らく先さきは聞いていたから、ちょうどいいと思って」

「呼よびだして撃った──こっちも二、三日動きを封ふうじられればいい、と思ったわけか」

「まったく知らなかったわ。あいつに相あい棒ぼうがいたなんて。そこの、ヒトミという男がそうだったなんて」

「あんた、ついてるぜ。あんたを追ってた総持寺の部下は、そのふたりだけだ。どちらも回かい復ふくに数日はかかる。まんまと逃げおおせて、カネを使いきることができる」

「そうするわ」

　伊丹冴はかすかな笑えみを浮うかべ、俺に背せ中なかを向けた。足音が遠ざかっていく。マフィアの巣そう窟くつからカネを盗み、それをひとり占じめする女。考えただけで鳥とり肌はだが立った。

「また会いてえな」

　思わず口に出していた。だが伊丹冴はふり返ろうともせずに、ドアの向こう側へ消えた。







　俺おれは金きん髪ぱつの悪あく党とう、総持寺と向かいあっていた。場所は第三食堂のボックス席。今日は、あのでかいボディ・ガードたちはいない。いるのは俺たちふたりだけだ。

　テーブルの上にはソフト・ドリンクと氷水、それに俺のショットガンが載のっている。もちろん俺は、銃じゆうに新聞紙をかぶせる、なんて野や暮ぼなことはしない。

　さっきから、横を通りすぎるやつらがチラチラと見ていく。通路をはさんだ向かい側の席にすわっていた男三人は、俺と総持寺とショットガン、という組みあわせにおそれをなしたらしく、ずいぶんと前に去った。

　俺はソファに背中をあずけ、頭のうしろで手を組みあわせた。

「で、どうなんだ。見つかりそうなのか？　おめえのカネを盗とった犯人ってのはよ」

　白々しくすっとぼけた。

　あの事件が終わり、学園祭が終わってから、一週間が過すぎた。伊丹冴が総持寺につかまった、という話はどこからも聞いていない。いまごろはどこかの教室で授じゆ業ぎようを受けているのかもしれない。あるいは、この学校自体からとんずらしたのかもしれない。そのあたりの事情がどうなったのか知りたくて、俺は自分の傷きずの手当が終わるなり総持寺のもとをおとずれた、というわけだ。

　総持寺には、カネの盗とう難なん云うん々ぬんの事情はオールバックとヒトミのふたり組から聞いた、と言ってあった。あいつらが俺から無理やり情報を引きだそうとしたので、逆ぎやくにのしてやった、という説明。俺がヒトミを脅きよう迫はくして茨木のもとへ案内させた、という噓うそ（半分は真実だが）。総持寺はある程てい度どそういった展てん開かいを予想したらしく、渋じゆう面めんで「そうか」とこたえただけだった。ヒトミの潜せん入にゆう調ちよう査さはもうしばらく続きそうだ。

　ちなみに、屋上での出来事や伊丹冴の登場、告白についてはなにも話していない。俺はあい変わらずイミコの要よう請せいにこたえ、彼女が一目ぼれした相手をさがしている、という建て前だ。総持寺はそれで納なつ得とくしている。

　マフィアのボスは歯を食いしばり、苦い表ひよう情じようを俺に向けた。

「まだだ」

「本当に同じなのか？　俺がさがしてる女と、おまえのほうの犯はん人にん」

　俺はたずねた。実じつ際さいは同じだとわかっている。イミコがほれた相手も伊丹冴。総持寺のカネを盗んだのも伊丹冴。だが、それを知っているのは世界中で俺と、本人の伊丹冴だけだ。

　総持寺はテーブルに肘ひじをついて身を乗りだし、手の中でジッポのライターをもてあそんだ。あれを使った時点で停学だな、と俺は思った。

「わからねえ」

「わからねえ？」

　総持寺は苦虫を嚙かみつぶしたような顔のまま、ジッポから俺のほうへ視し線せんを上げ、うなずいた。

「最初はそう思ってた。伊丹冴って女が犯人だと思ってた。そしたらどうだ──学祭の前日になって、ヒトミの野や郎ろうが、そんな女は最は初なから存そん在ざいしなかった、なんて言いだしやがる。あの野郎、女は曽根のでっちあげだ、犯人は曽根だ、なんて言うのさ。それも狂くるったように、ぎゃあぎゃあとわめきながら」

　総持寺は、我わが部下ながら信じられない、という表情を作り、また俺から視線をそらした。

　俺は納得した。ヒトミは、屋上で俺がイミコに言ったこと──伊丹冴は存在しなかった説、曽根とイミコが犯人だった説──を聞いて、それが真実だと思いこんだのだ。やつは、それ以後の、俺と伊丹冴のやりとりを聞いていない。「伊丹冴はいなかった！」という話を聞いた直後に三人が同時発はつ砲ぽう、やつは気を失ってしまったのだ。俺のまちがった推すい理りを信じてしまっても無理はない。

「そうなのか？」

　俺は、わざとおどろいた態たい度どを装よそおってたずねた。

「伊丹冴は存在してない？」

「存在したかもしれねえが、もう転校なりなんなりしてるはずだ、少なくともこの件けんとは関係ねえ──ヒトミはそう言ってやがる」

　総持寺は、俺がヒトミとイミコに言ったとおりのことを口にした。妙な感じだ。

　俺はこぼれそうになる笑えみを必死でこらえ、さらにたずねた。

「なら、本当に曽根ってやつが犯人なのか？」

　曽根。オールバック野郎。あいつは伊丹冴の共犯者、下新庄ゆかにだまされて、噓の情じよう報ほうを教えられただけだ。ヒトミがあやしい、というでまかせの情報。

　総持寺は首をふった。

「わからねえ。あいつはあいつで、犯人はヒトミだと言ってる。当日バーテンをしてた女が証しよう言げんした、当日の夜に不ふ審しんな動きをしてたのはヒトミだ、と言ってるんだが──」

　渋面は消えない。いらだっているというよりは、こまりはてている、といった雰ふん囲い気きだ。

「そんなの、だれにだって当てはまるんじゃねえか？　ヒトミだって見まわりはしてたんだ。扉とびらの前をうろついていたって、べつに不思議はねえんだよ」

「まったくだな」

　俺はこたえた。総持寺はため息をついた。

「ヒトミは曽根が犯人だと言い、曽根はヒトミがあやしいと言ってやがる。それに、なぜか、ふたりとも怪け我がをしてるんだ。まだ入院してやがるんじゃねえか？　そっちも妙で、ふたりとも口をそろえて、自分は犯人の片割れの女に撃たれた！──そればっかくり返して、さっぱり要領をえねえ」

　俺はなんとなく自分のこめかみを見上げた。四角いガーゼが貼はりつけてある。ヒトミに撃たれた痕あとだ。あのときは弾たまが頭の反対側まで貫通したように思ったが、実際はＢＢ弾だんが肉にめりこむ程度だった。それでも重じゆう症しようと言えば重症だが。

　ヒトミとイミコは傷きずが深かったらしく、いまも病院で治ち療りようを続けている。俺は、なんとなく、見み舞まいには行かないようにしている。

「両方犯人じゃねえのか？　そんなふうに言いあって、犯人さがしを遅おくらせようとしてるのさ。あるいは、事件そのものをうやむやにするつもりか」

　総持寺はパチン、と音をさせて、ライターの蓋ふたをとじた。

「どっちにしても、犯人がわかったところで、カネがもどってくるわけじゃねえんだ。どうせもう使っちまってる。そうしなきゃ意味のねえ代しろ物ものだからな」

　マフィアのパーティ会場から盗まれたカネは、現げん金きんではない。学園祭で利用できる、生徒会発行の金きん券けんだった。学園祭はもう終わったから、絶ぜつ対たいに取りもどすことはできない。取りもどしたところで意味がない。伊丹冴はすべて使ってしまっただろう。あるいは、身近な友人たちに、額がく面めんの半額ほどの現金で売りはらってしまったか。

「躍やつ起きになってさがしたところで、得えられるものはなにもないってわけだ」

　俺は言った。総持寺はジンジャー・エールのグラスを口へ運び、またテーブルに置いた。

「そういうこった。仮かりに曽根かヒトミのどちらかが犯人だとわかったところで、あいつらに金券と同額のカネが用意できる、とは思えねえ。まったく……」

　まずそうにげっぷする。俺は興きよう味みをそそられ、訊きいてみた。

「よく組織の、上の連中がゆるしてくれたもんだな。カネを取りもどせなかったっていうのに」

「ゆるしてくれるもんかよ。その場ではうまく取りつくろったが、あやうく指の骨ほねをぜんぶ折られるところだったぜ。本当に殺されてたかもしれねえ」

「盗とられたぶんのカネ、おめえが自じ腹ばらを切ったのか？」

　俺おれもグラスを手に取り、ウーロン茶をすすった。グラスの縁ふちごしに総持寺の表ひよう情じようをうかがった。苦りきった悪あく党とうの顔があった。

「そうするしかねえだろうが」

「額は？」

「十万」

「十万？」

　俺は拍ひよう子し抜ぬけした。あきれかえった。きっと馬ば鹿かのような顔になっていたはずだ。

「バイトすりゃ、ひと月でかせげる額じゃねえか。そんなはした金で大おお騒さわぎしてたのか？　しみったれてやがる」

「大騒ぎしてたわけじゃねえ。だからあのふたりに、まかせきりにしてたんだ」

　総持寺が俺をにらむ。俺はグラスをかたむけ、残っていたウーロン茶を飲みほした。

「犯人はまるっきりわからねえし、部下はほとんどが病院送り。おまけに十万の出費か……ついてねえな」

「冗じよう談だんじゃねえぜ、ちくしょう」

　総持寺がいまいましげに吐はきすてる。だが、なかばあきらめているようにも見えた。投げやりな表情だ。総持寺にとっては十万のカネを失ったことよりも、ほかのマフィア連中から「あいつはまんまとカネを盗ぬすまれ、取りかえせなかったやつだ」と言われるほうがくやしいのだろう。まったく、馬鹿げた世界だ。

　俺はショットガンをつかみ、席を立った。総持寺を見下ろして言う。

「ま、十万ですんだだけましと思うこったな。もうすぐおめえらに対する生徒会の調ちよう査さが本ほん格かく化かするみたいだぜ。そうなって組そ織しきがつぶれるようなことになったら、損そん害がいは十万じゃきかねえ」

「おめえも加わるのか？　その調査に」

「さあな」

　生徒会執しつ行こう部ぶがそういった調査をはじめている、ということ自体、昨日はじめて知ったことだ。執行部が協力を求めてくるなら、暇ひまつぶしに加わってみてもいい。

　総持寺は鼻を鳴らした。

「組織がつぶれることはねえさ。そうだ……」

　急になにか思いついたらしく、顔を上げる。

「宇野辺、おめえ調べる気はねえか？　俺のカネを盗んだ、本当の犯はん人にんはだれか」

「依い頼らい料りようは十万だ」

　言ってやった。総持寺は「死にやがれ」と悪あく態たいをついた。

　俺はげらげらと笑い、食堂をあとにした。







　殺人課のオフィスへ足を向けた。俺の、本来の居い場ば所しよ。この数日間に殺人事件が起きなかったのは幸いだった。俺の留る守す中に人が死のうものなら、刑事部の連中はパニックを起こしていたにちがいない。やつらに殺人事件を捜そう査さする能力はないのだ。俺は額ひたいのガーゼを慎しん重ちようになでた。

　オフィスの前に人ひと影かげがあった。近づくまでもなくわかった。沢良宜イミコ。そして服部ヒトミ。後者はともかく、イミコの姿すがたにはどこか違い和わ感かんがあった。

　ひらひらの服装は前と同じだが──なるほど。どうやら、本来は肌はだが露ろ出しゆつしているはずの部分に包ほう帯たいが巻まかれているためらしい。顔、頭、手。身体からだ全体が妙みように盛もりあがって見えるから、きっと服の下にも巻いてあるのだろう。頭はミイラ状態と言っていい。

「よう。回かい復ふくしたみたいだな」

　俺は声をかけた。イミコは胸むねの前で腕うでを組み、包帯のすき間から俺をにらみつけていた。ヒトミのほうは、額に俺と似にたようなガーゼを貼はっているだけだ。イミコの弾だん丸がんはヒトミの眉み間けんにぶち当たっていた。

「冗じよう談だんではありませんわ！　こんなにひどい目にあったのははじめてです！」

「まったくですよ！　いや、はじめてではありませんけど──そのほうがもっとひどい！　理り不ふ尽じんにもほどがあります！」

　ふたりの姿を順番に観察した。たしかにひどいありさまだった。俺は、最終的にはイミコの包帯頭に視線をすえて、自分の頰ほおをぽりぽりとかいた。
















「やっぱあれか？　尻しりの皮を顔に移い植しよくしたりとか、したのか？」

「してません！」

　殺人レーザーのような目でにらみつけてくる。

「わたし、まだ説明してもらっていませんわ。あの日はいきなりわたしが犯人だ、冴さまは存在しない、なんておっしゃいますし。いきなり撃たれて、こんな──」

　自分の、包帯だらけの身体を見下ろして言う。

「こんな姿にされて。信じられません、どういうことですの!?」

「そうですよ！　事じ情じようが知りたくて、ずっと待っていたのに、虎雄さんはお見み舞まいにも来てくれなかった。先に退たい院いんしてたってこと、知ってるんですからね！」

「どう説明するべきか……」

　右手のショットガンを見下ろし、ここで一発ぶっぱなしたら説明しなくてもすむかな？　と、一いつ瞬しゆん、考えてみた。悪あく魔まのささやき。悪い癖くせだ。

　悪魔の声に耳を貸すのはやめよう。やっかいごとをあとまわしにする習しゆう慣かんはあらためたほうがいい。俺は素す直なおに頭を下げた。

「悪い。俺の勘かんちがいだった」

「あたり前ですわ！」

「謝あやまってすむことじゃありません！」

　イミコとヒトミが声をそろえ、非ひ難なんしてくる。

「悪かった。……イミコ、おめえは犯人じゃねえし、伊丹冴はちゃんと存そん在ざいしてる」

「だから、はじめからそう言ってたではありませんか！」

「僕も言ってました！　なのに犯人の仲間あつかいをされて、そうかと思えば虎雄さんとイミコさんで言いあらそいをはじめるし……」

「だから、俺の勘ちがいだった、と言ってるじゃねえか」

「それで、冴さまはどこにいらっしゃいますの!?」

「それは──」

　実際のところ、これからさがしにいこうかと考えていたところだ。

　俺は顔を上げた。

「もう少しだけ待ってくれ。あの女がまだこの学校に残ってるとしたら、見つけることは可能だと思う。学校を抜ぬけてりゃ話は別だが……」

　学園祭が終わり、伊丹冴はカネを使いきったはずだ。総持寺が部下たちの──ヒトミ、曽根それぞれの相反する──情報に翻ほん弄ろうされ、もう自分を追っていないらしい、ということは彼女なりに確かく認にんしていることだろう。ひょっとしたら、伊丹冴はふだんどおりの生活にもどっているかもしれない。夜にでもあの寮りようの部へ屋やへたずねていけば、あっさりと会えるかもしれない。

「本当ですの!?」

　イミコがパッと表情を輝かがやかせた──ように思った。包帯に隠かくれていてよくわからないが。

「やっとお会いできるんですね!?　ちゃんと、わたしが入院している間に調べておいてくださって！」

「いや、そういうわけじゃないんだが……」

「それで、盗難の犯はん人にんについてはわかったんですか？」

　ヒトミが訊きいてきた。彼はさっき、イミコとふたりで俺を待っていた。つまり、総持寺と話をした段だん階かいでは俺が口にした「イミコ＆オールバック犯人説」を信じていたが、いまは信じていない、ということだ。イミコの釈しやく明めいを聞いたのだろう。それに、いま、俺自身が勘ちがいをみとめたところだ。

「犯人は冴さま、なんですの？」

　イミコが急に真顔になって、声の調子を落とし、俺の目をのぞきこんでくる。

　俺はせきばらいした。やっぱり、本当のことを話すのは面めん倒どうくさそうだ。どうせまた「そんなはずはない」「冴さまがおカネを盗んだりするはずがない」とかなんとか、まくしたてられるにきまっている。

「いや、そうじゃねえらしい。ただ、真犯人はまだ不明なんだ」

「そうなんですか？」

　ヒトミは釈然としないようだ。無理もない。自分自身が犯人あつかいされたヒトミ。それに、ヒトミは、犯人がつかまらなければ総持寺が組そ織しきから切られる──組織の全ぼう解明のための糸口が消える、と思いこんでいる。幸い、現実は、そうはならなかった。

「総持寺は組織の上の連中にカネを払はらった。盗まれたカネについて、自じ腹ばらを切ったのさ。あいつが組織から切られるって心配はないから、潜せん入にゆう調査は続けられるぜ」

「そうなんですか？」

「だから、今回の件けんについては、蒸むしかえさねえこった」

「はぁ……」

「すてき！」

　イミコは包ほう帯たいのせいでぎくしゃくとした動きになりながらも、胸むねの前で手を打ちあわせた。俺おれとヒトミのやりとりなんて聞いちゃいない。俺のショットガンをまともに食らったとは思えない、信じがたい回かい復ふく力りよくだ。

「やっぱり冴さまは犯人ではなかったのですね！　早く会わせてください！　わたし、この日をどれだけ心待ちにしたことか！」

　きらきらと瞳ひとみを輝かせ、無意味に斜ななめ上方を──彼女には伊丹冴の姿が見えているのだろう──愛いとおしそうに見つめる。

　俺はなるほど、と思った。イミコにとって、真犯人なんてどうだっていいのだ。

　彼女はただ伊丹冴に会いたいだけだった。カネの盗難に関する話についても、伊丹冴が関かかわっているらしい、と聞いたから興味を持っていただけだ。伊丹冴が犯人ではない（実際はそうなのだが）とわかれば、またそれらの出来事は、自分とは無関係な世界の出来事にもどる……。

　イミコは俺の腕を引いた。

「早く行きましょう！　冴さまのところへ！」

「いや、まあ、ひょっとしたら見つかるかもしれないってだけなんだが……」

　イミコの白い頭を見下ろした。こいつは俺が大まちがいの推すい理りを披ひ露ろうした、ということを知っているわけだが──それをだれかに漏もらす、ということはありそうにない。問題があるとしたら、伊丹冴だ。あの女なら、大失態の公表を盾たてに、なにかを要求してくるかもしれない。

「ま、それはそれでいいか」

　俺はショットガンを肩かたにかつぎ、オフィスに背せを向けて歩きだした。包帯だらけのイミコが先に立って歩いている。ヒトミは下を向き、ぶつぶつとなにごとかつぶやきながらも、なぜか俺の隣となりを歩いている。純じゆん粋すいな興味から、伊丹冴を一目みておくつもりなのだろう。イミコとヒトミと〈ショットガン刑で事か〉。我われながらなんて取りあわせだ、と思う。

　唐とう突とつに、イミコが絶ぜつ叫きようをあげた。横手の茂しげみから、全ぜん裸らの〈まるだし刑で事か〉が出てきた。ヒトミもあとずさった。〈まるだし刑事〉のことは知っているはずだが、さすがに、目の前に立たれると気け圧おされてしまうらしい。

「よう、〈ショットガン刑事〉。傷きずは治なおったみたいだな」

「なんか用か？」

　失神したイミコを受けとめ、俺はたずねた。

「刑事部長が呼よんでるぜ」

　俺はうなずいた。ヒトミに手まねきして、ぐったりとなったイミコの身体からだをあずけた。ヒトミは歯を食いしばり、よろめきながらも、なんとかイミコの体重を支えた。かなり軽いはずなのだが。

「ちょっとだけ待ってな。すぐにすませる」

　俺はそう言って、ショットガンに弾たまをこめた。





〈終〉









　　　あとがき







　この本の印いん税ぜいでショットガンを買うぜ！　秋あき口ぐちぎぐるです。

　ショットガン刑デ事カ、などという作品を書いたものの、銃じゆうについては素人しろうとです。いろいろと質問にこたえてくださった榊さかき一郎先生、ありがとうございました。「おれはすぐにショットガンの銃じゆう身しんを切りつめる。しかも斜めに切ってとがらせる」という水みず城き正しよう太た郎ろう先生、マニアックすぎます。ついていけませんて。




　さてさて、やばいです。先せん日じつ、大学時代の後こう輩はいといっしょに歩いていたところ、「ぎぐるさんは無む意い識しきのうちに左側へ、左側へと歩いていく癖くせがある」と指摘されてしまいました。その後輩いわく、「それって、右う脳のうに障しよう害がいがあるってことじゃないの？」

　──恐きよう怖ふです。なんでも、右脳の障害が原因で起きる病気に〈身しん体たい外がい空くう間かん認にん知ち障しよう害がい〉というものがあるらしく、その病気にかかると左側だけが認識できなくなるとか。ホットケーキの右側だけを食べ、左側を丸々残し、それに気づかない、などの症しよう状じよう。なんだか聞いたことがあるような気もします。おれがその病気になりつつあるだって？　そんな馬ば鹿かな！

　やばすぎ。激やば。どうすればいいのかわかりません。とりあえず療りよう養ようです。やったぁ、仕事をさぼれるぞ！　でも、そうなったら、どうやって治療費を捻ねん出しゆつするんだ？

　──ってなマジ話は置いておくとして。




　おれは社会不ふ適てき格かく者しやです。社会へ出てちゃんとやっていく自信がありません。だから自宅にて小説を書いているのです。ああ、なんたる社会不適格者！

　毎日出社、定時に出社。ときには残業、ときには休日出勤……そんなのおれには絶対に無む理り！　ってんで、おれは、世せ間けんの人々に対して少なからず引け目を感じているのです。むしろ負い目。あああごめんなさいごめんなさい、こんなおれでごめんなさい、でもどうしようもないんですゆるしてくださいごめんなさいごめんなさい……という感情。

　おれの前ぜん歴れきからして最悪です。高こう専せんという、工業高校＋短大、といった感じの学校で電子情報工学という代しろ物ものを学んでいたのですが、肌はだに合わず方向転換。編入した大学で経営学に手を出してみるも、またまた肌に合わず方向転換。いまに至いたる、といった具ぐ合あいです。なんと中ちゆう途と半はん端ぱな人間でございましょう！　大反省！

　うちの祖父は「亮りよう（おれの本名）も、阿あ呆ほうな子やないやろうに。ちゃんとした就職もできんと……」となげきます。

　七十七歳でおれのデビュー作〈並へい列れつバイオ〉を読んでくれた祖父はすげえ！　大感謝！　ってな話は置いておくとして、とにかく、完全に「小説家など阿呆な子のなるもの」と思われている気け配はいです。超ブルー。そりゃあんまりだ。ほかの小説家先生方に失礼だ！　おれは小説を書く、という仕事に誇りを持っている！　一般的な社会人に対して「わあごめんなさい」という感覚は持っているけれど、それとこれとは話が別！！！　と強く考えるものの……祖父の考えは、少なくともおれの場合は、当たっていないこともないような気が。

　そんなこんなで、引け目と負おい目と劣れつ等とう感かんにまみれた執しつ筆ぴつ生活。せめて良質の娯ご楽らくを送りだし、社会に対して少しでも貢こう献けんできればな、などと考えております。




　なんか今回のあとがき、暗くて自じ虐ぎやく的てきで「なんか辛つらいことでもあったわけ？」とか知りあいに訊きかれそうな内容ですが、実は書くことがなかっただけでございますー。
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